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茨城県は,国の全国総合開発計画のもとで進められている地方中核都市の育

成整備に関連 して,地方にとって住みよく,豊かな, しかも個性のある地域の

振興を目指 しています。その一環として茨城県住宅供給公社は,つ くば学園都

市に隣接 し,筑波山の水と緑に恵まれた真壁町南椎尾地区に,住宅団地の建設

を計画しました。建設予定地内には,多 くの埋蔵文化財包蔵地が確認されてお

ります。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県住宅供給公社から記録保存をするための

調査の委託を受け,建設予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施 して

まいりました。

本書は,平成 5年 4月 から9月 にかけて調査を行った小山遺跡と八幡前遺跡

の調査成果を収録したものであります。本書が学術的な資料としてはもとより ,

教育,文化向上の一助として広 く活用されますことを希望致 します。

なお,発掘調査及び整理に当たり,委託者である茨城県住宅供給公社からい

ただいた御協力に対 し,感謝申し上げます。また,茨城県教育委員会,真壁町

教育委員会をはじめ,関係各機関及び関係各位から御指導 。御協力をいただい

たことに,衷心より感謝の意を表 します。

平成 7年 3月

財団法人 茨城県教育財団
理事長  醸 田   勇
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郡真壁町に所在する小山遺跡・八幡前遺跡の発掘調査報告書である。
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4 土器に塗彩された赤色顔料の同定について,大久保浩二氏(鹿児島県立埋蔵文化財センター)に玉稿をいだ

だいた。分析結果は付章として報告する。
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6 出土遺物については,真壁町教育委員会で保管している。

7 発掘調査及び整理に際して,御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し,深 く感謝の意を表します。
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経緯

茨城県は,国の全国総合開発計画のもとで進められている地方中核都市の育成整備について,地方にとって

住みよく,豊かな, しかも個性のある地域振興が図らなければならないと考えている。真壁町は,中世以降真

壁城を中心として栄え,今 日では地方の中核都市であるつくば学園都市に隣接して発展しているため,水と緑

豊かな真壁町に応、さわしい街づくりが必要となってきている。そこで,茨城県住宅供給公社は,真壁町椎尾に

住宅団地建設の計画を立案した。

茨城県住宅供給公社は、平成 4年 4月 9日 ,真壁町教育委員会に対し南椎尾地区住宅団地建設予定地内にお

ける「埋蔵文化財の所在の有無およびその取扱いについてJの照会をした。真壁町教育委員会は,茨城県教育

委員会へその対応を依頼した。これに対し,茨城県教育委員会は 4月 に現地踏査を5月 に試掘調査を実施 し、

その結果、開発予定地内に小山遺跡 (1,006m2)と 八幡前遺跡(7,232m2)の 存在を確認した。茨城県教育委員

会は,平成 4年 6月 25日 に真壁町教育委員会を通じ,小山遺跡と八幡前遺跡が存在する旨を茨城県住宅供給公

社に回答した。茨城県住宅供給公社は、平成 4年 12月 8日 、茨城県教育委員会にその取り扱いについての協議

を求めた。茨城県教育委員会は,平成 5年 1月 8日 ,茨城県住宅供給公社に対し現状保存が困難であることか

ら記録保存をする旨の回答を行い,埋蔵文化財の調査機関として茨城県教育財団を紹介した。

茨城県住宅供給公社と茨城県教育財団は、小山遺跡と八幡前遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託契約を結び、

平成 5年 4月 から9月 まで小山遺跡と八幡前遺跡の発掘調査を実施することになった。

第 2節 調査経過

小山遺跡と八幡前遺跡の発掘調査は、平成 5年 4月 1日 から平成 5年 9月 30日 までの半年間にわたって実施

した。以下、調査経過の概要について記述する。

4月 上旬  発掘調査を開始するための諸準備を行う。現場事務所や倉庫の設置・調査器材の搬入 。作業員募

4月 下旬

集等を実施する。13日 から作業員を投入して、諸施設の整備・小山遺跡と八幡前遺跡の伐開作業

を開始した。

16日 に八幡前遺跡において、発掘調査の円滑な推進と安全を祈願 して、鍬入れ式を挙行した。同

日午後より、試掘調査を開始する。その結果,小山遺跡では,弥生時代の住居跡の他,微高地を

巡るように弧状の濤が確認された。八幡前遺跡では,多数の住居跡の他,広範囲に堆積 している

遺物包合層が確認された。

小山遺跡は表上が10～ 12cmと 浅く,重機を導入すると遺構が破壊される恐れがあるため,入力に

よる表土除去及び遺構確認調査を実施した。弧状の濤は古墳の周濤であり,その覆土中に平安時

代の住居跡 3軒がつくられていることを確認する。

17日 より,八幡前遺跡において重機による表土除去及び遺構確認調査を開始した。遺物包合層に

ついては,土層観察用のベル トを残し調査を進めた。遺物包含層の最深部は地表から2mに達し,

古墳時代の遺物を多量に包合していることを確認する。

5月 上旬

5月 下旬

―
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6月上旬  2日 より小山遺跡の遺構調査を開始する。降雨により現場作業を中止する日が多く調査の進行が
滞る。 4日 には基準点の測量杭打ちを委託して実施する。

6月下旬  22日 より小山遺跡の遺構調査に並行して,八幡前遺跡の遺構調査を開始する。
7月 上旬  八幡前遺跡の遺物包合層上層を調査中,住居跡等の遺構を確認する。遺物包含層中の遺構調査後 ,

さらに下層を調査することになる。

7月 下旬  八幡前遺跡の遺物包合層下層の状況を確認するため重機でサブ トレンチを入れ基底面まで掘り込
んだ。その結果,住居跡 2軒,竪穴遺構 1基,土坑 3基を確認する。

8月 上旬  小山遺跡の調査は,補足調査を除いて12日 に終了する。八幡前の調査は住居跡10軒合に進み,濤
の調査も開始した。

3月下旬  八幡前遺跡の調査は住居跡20軒合に進み,土坑の調査を開始する。土坑は古墳時代後期のものが
多く土師器等が多量に出上した。

9月上旬  八幡前遺跡の調査は住居跡30軒合に進む。雨天の日が多く,標高の低い調査区南部に位置する遺
構の底面からは水が涌き,調査の支障となる。11日 には八幡前遺跡において現地説明会を実施す
る。

9月下旬  20日 には航空写真撮影を実施し,27日 から撤収作業の準備を開始する。28日 には遺構調査が終了

した。現場事務所では諸帳簿や諸記録の点検,調査区では安全対策を行い,30日 には現場事務所

を閉鎖した。

Ｅ

■

口
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

小山遺跡と八幡前遺跡は,真壁町椎尾に所在する。真壁町は,茨城県の中西部を南北に連なる筑波山塊の西

側にあり,真壁合地の中央部に位置する。町域は,東西約 8 km,南北約 8 kmで ,面積は63.66km2で ぁる。東は

八郷町,西は協和町と明野町,南はつくば市,北は大和村に接している。

真壁町は桜川の中流域にあたり,観音川をはじめとする支流が桜川にそそいでいる。真壁町の地形は,東か

ら筑波山塊・筑波山西縁丘陵・ 山麓緩斜面・筑波山西縁合地・桜川低地・真壁合地に分けることができる。

筑波山塊は,八濤山地の南部に位置し,茨城県のほぼ中央部を南北に走る山塊である。筑波山塊の最高峰は ,

標高875。 9mの筑波山で,双耳の孤立峰としてひときわ高くそびえている。筑波山を構成するのは,白亜紀に

貫入した深成岩類である。標高500m以上の頂上付近には角閃ハンレイ岩が,中腹から丘陵部には筑波型花闘

岩が分布する。

小山遺跡と八暖前遺跡が立地するのは,桜川左岸にある筑波山塊西縁合地の第 1中位段丘である。その構成

層は,シル トの薄層を挟む河成砂礫層で,その上を中部に鹿沼パミス層 (KP)のみられる関東ローム層がお

おっている。合地縁辺部は,鹿沼軽石層を含む関東ローム層の下部まで侵食されている部分が多い。

両遺跡が立地する合地縁辺部には,桜川にむけて開回する小支谷が入り込んでおり,谷を挟んで南に小山遺

跡が北に八幡前遺跡が分布している。小山遺跡の調査区は,標高32～34mの舌状合地先端部に位置し,尾根状

の残丘地形となっている。遺跡西側の合地下は桜川低地であり,台地と低地との比高差は約 6mである。八幡

前遺跡の調査区は,標高30～34mの舌状台地南縁部に位置し,封ヒが高く南にむかって緩やかに傾斜している。

遺跡周辺の現況は,合地上は畑,谷地は水田として利用されている。

参考文献

(1)茨城県農地部農地計画課  『土地分類基本調査 真壁』 1983年  1月

第 2節 歴史的環境

真壁町は,『茨城県遺跡地図』によると38遺跡が分布している。しかし現在までのところ,真壁町内の遺跡

調査発掘例は少ない。1980年 に真壁町史編纂委員会により御祓立場遺跡の発掘調査が行われたのが最初である。
(3)                                           (4)

そのほか,1981年に真壁城跡発掘調査会により真壁城本丸跡が,同年真壁町教育委員会により,高内遺跡と熊

の官遺跡の調査が実施されている。

旧石器時代の遺跡としては,今まで真壁町内に確認されていない。近隣の調査された遺跡としては,関城町

西原遺跡(2〉がある。西原遺跡のソフトローム層から頁岩製の石核や手I片等が出土している。

縄文時代の遺跡は, 9遺跡が確認されている。早期の遺跡としては,山麓緩斜面に立地する御祓立場遺跡(3〉

がある。御祓立場遺跡は,標高約400mの筑波山山麓涌水点の凹地に位置し,田戸下層式土器と茅山下層式上器

等が出土している。前期から後期にかけての遺跡は合地上あるいは低地に立地している。東塚遺跡〈4〉からは

前期の諸磯式土器が, 日月遺跡く5〉・輪戸遺跡〈6〉・太夫合遺跡〈7〉・高内遺跡〈8〉 。長者池遺跡く9〉・平塚

-3-
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番

号
遺  跡  名

黒遺勘

番 号

時 代 番

号
遺  跡  名

呆遺ワ

肇 号

時 代

十日 縄 弥 古
奈
平
鎌
室

1日 縄 弥 古
余
平

鎌
室

1 小 山・八 幡 前 遺 跡 (当遺跡) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 仙 原 塚 古 墳 2294 ○

2 西 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 25 北 原 古 墳 2295 ○

3 御 祓 立 場 遺 跡 6238 ○ 26 大 柳 古 墳 2296 ○

4 東 塚 遺 跡 ○ 松 石 古 墳 群 2297 ○

Ｅ
υ 日 月  遺  跡 2300 ○ ○ ○ 28 羽鳥天神塚古墳群 2298 ○

6 輪 戸 遺 跡 2301 ○ ○ 元 寺 家 古 墳 群 4034 ○

7 太 夫 合 遺 跡 2302 ○ ○ 原 方 の 円 境 塚 2280 ○

8 高 内 遺 跡 2303 ○ ○ 1 八 幡 山 古 墳 2287 ○

9 長 者 池 遺 跡 ○ 32 鹿 島 宮 古 墳 2288 ○

10 平 塚 遺 跡 ○ 33 三 の 塚 古 墳 2289 ○

酒 寄 遺 跡 ○ 34 桜 塚 古 墳 ○

12 熊 の 官 遺 跡 2299 ○ ○ 35 甲 山 古 墳 ○

13 中 坪 遺 跡 6237 ○ 36 山 尾 権 現 山 廃 寺 6239 ○ ○

14 若 林 古 墳 群 2281 ○ 37 下 谷 只 廃 寺 2305 ○

15 車 塚 古 墳 2281 ○ 38 源 法 院 廃 寺 2304 ○

16 十 石 塚 古 墳 2283 ○ 〕9 日 月  廃  寺 2306 ○

17 隠 坊 塚 古 墳 2284 ○ 生0 平 良 兼 館 跡 2308 ○

18 白井 中 坪 古 墳 群 2285 ○ 真 壁 城 跡 2307 ○

19 端 上 古 墳 群 2286 ○ 生2 椎 尾 城 跡 2309 ○

20 お ふ じ権 現 古 墳 2290 ○ 生3 亀  熊  城  跡 2310 ○

21 吾 妻 塚 古 墳 2291 ○ 谷 只 城 跡 2311 ○

22 平 塚 古 墳 2292 ○ 生5 谷 貝 峯 城 跡 2312 ○

23 北椎尾天神塚古墳 2293 ○ 生6 真 壁 氏 墓 地 6236 ○

表 1 小山遺跡・八幡前遺跡周辺遺跡一覧表

遺跡(10〉からは中期の加曾利E式土器が,酒寄遺跡〈11〉からは後期の加曾利B式土器が出土している。

弥生時代の遺跡は,熊の官遺跡(12〉・ 中坪遺跡(13〉 。日月遺跡く5〉・輪戸遺跡〈6〉・太夫合遺跡〈7〉・高内

遺跡(8〉が確認されている。熊の官遺跡では後期の住居跡 2軒が調査されている。

古墳時代になると,遺跡数は増加する。特に古墳及び古墳群が多く,真壁町内だけで20遺跡ある。真壁町に

おける古墳及び古墳群は,加波山西麓群・筑波山北麓群・観音川流域群の3群に分けることができる。加波山

西麓群には,若林古墳群〈14〉・車塚古墳〈15〉・十石塚古墳く16〉・隠坊塚古墳〈17〉 。白井中坪古墳群(18〉端上古

墳群(19〉がある。筑波山北麓群には,おふじ権現古墳〈20〉・吾妻塚古墳く21〉・平塚古墳(22〉・北椎尾天神塚古

墳〈23〉・仙原塚古墳〈24〉 。北原古墳(25〉 。大柳古墳(26〉 。松石古墳群〈27〉・羽£天神塚古墳〈28〉・元寺家古墳

群〈29〉がある。観音川流域群には原方の円境塚(30〉・八幡山古墳〈31〉・鹿島宮古墳(32)。 三の塚古墳く33〉があ
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る。今回調査した小山遺跡は,大柳古墳〈26〉と同じ台地上にあり,古墳群が形成されていたことが考えられる。

近隣の調査された古墳としては,つ くば市桜塚古墳〈34〉とっくば市甲山古墳(35〉がある。桜塚古墳は全長約

30mの前方後円墳で,内部主体は長大な割竹形木棺を内蔵する粘土椰である。埴輪および葺石等は確認されて

いない。棺内からは,鏡・勾玉・管玉・ガラス製小玉・琥珀製丸玉・石釧・短剣・編物等が出上している。甲

山古墳は,直径30mの 円墳である。主体部は箱式石棺で,2基が L字形に配列されている。棺内からは,直刀・

鉄鏃・刀子・ ガラス小玉・滑石製臼玉・青鋼製鋲金具等が出土している。

古墳時代の集落跡の調査例は極めて少なく,熊の官遺跡〈12〉で 4軒の竪穴住居跡が確認されたのみである。

出土した土器は,奄・堺・高杯・婉・器合で,古墳時代中期に比定されている。

奈良。平安時代には,寺院跡や城館跡がみられる。寺院跡には山尾権現山廃寺〈36〉・下谷只廃寺く37〉・源法

院廃寺〈38〉がある。山尾権現山廃寺では,1980年に地表面のみの確認調査が実施されており,中門 。金堂・講

堂・塔といった主要伽藍の礎石が確認されている。下谷貝廃寺では新治廃寺と同絶の軒丸瓦が出土している。

源法院廃寺からは,焚斗瓦が多く出土している。日月廃寺〈39〉については,源法寺廃寺に伴う瓦窯跡の可能性

がある。城館跡には,平良兼の館とされる平良兼館跡〈40〉がある。

鎌倉 。室町時代には,真壁城跡〈41〉を中心に城館跡等がつくられる。真壁城跡の関連遺跡としては,椎尾城

跡〈42〉・亀熊城跡〈43〉・谷只城跡〈44〉・谷貝峯城跡〈45〉・ 山尾権現山廃寺跡〈36〉がある。真壁城については,

1174年 (承安 3年)に多気重幹の四男真壁六郎長幹が入部したとの説があり,それ以降から1602年 (慶長 7年 )

に十七代房幹が出羽角館に移されるまで真壁氏の居城であった。また,1981年の本丸跡調査では,本丸内に堀

が確認され改築されたことが判明している。

明治時代以降 ,真壁町は石材産地としての地位を確立し,近年では石材加工産業の町として発展している。

※ 遺跡名の次の〈〉内の数字は,表 1・ 第1図の該当遺跡番号と同じである。

註・参考文献

(1)茨城県教育委員会  『茨城県遺跡地図』 1990年  3月
(2)真壁町史編纂委員会  『真壁町史料 考古資料編 I』  1980年  10月
(3)真壁城跡発掘調査会  『真壁城跡』 1983年  3月

(4)真壁町史編纂委員会  『真壁町史料 考古資料編 H』  1982年  12月
(5)真壁町教育委員会  嗽量の宮遺跡発掘調査報告書』 1984年  3月
(6)関城町教育委員会  『西原遺跡発掘調査報告書』 1988年  3月
(7)筑波大学  『筑波古代地域史の研究』 1982年  3月
(8)真壁町史編纂委員会  『真壁町史料 考古資料編Ⅲ』 1989年
(9)高井梯三郎  『常陸國新治郡上代遺跡の研究』 1944年
(10)茨城県立歴史館  「茨城県における古代瓦の研究J『学術調査報告書 4』  1994年  3月
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第 3章 地区設定と遺構・遺物の記載方法

第 1節 地区設定

小山遺跡・八幡前遺跡の発掘調査を実施するにあたり,

遺跡及び遺構の位置を明確にするために調査区を設定した。

調査区は日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し,X

軸 (南北)27,520m,Y軸 (東西)21,4∞ mの交点を基準とし,

この基準点から東西 。南北にそれぞれ40m平行移動して一

辺40mの大調査区設定した。さらに, この大調査区を東西。

南北に各 1々0等分し, 4m方眼の小調査区を設定した。

大調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用い,

北から南へA, B, C¨……,西から東へ 1, 2, 3"""

とし,「Al区」,「 B2区」のように呼称した。小調査

区も同様に北から南へa,b,c・ "“・j,西から東へ1,2, 第 2図 調査区呼称方法概念図

3・ “¨°0と し,名称は,大調査区の名称を冠し,「Alal区」,「B2bヮ区」のように呼称した。

なお,基準点の杭打ち測量は,財団法人茨城県建設技術公社に委託 して実施した。

第 2節 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構・遺物の記載方法は,以下の通りである。

(1)使用記号

遺構 住居跡―SI 竪穴遺構―SX 土坑―SK 井戸一SE 濤状遺構・濤―SD 焼土遺構一F

ピットーPl～

遺物 土器―P 土製品―DP 石器・石製品一Q 金属製品一M 拓本土器―TP

(2)遺構・遺物の実測図中の表示

匡 ≡ □
炉 静:i41ii:|1焼土  Ⅷ 粘土

0土器     □石器・石製品

t:IⅢ :I]赤彩  l    l黒 色処理

(3)土層の分類

土層観察と遺物における色調の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式

会社)を使用した。

(4)遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法

① 各遺構の実測図は,60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

② 遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり,それらについては ,

個々にスケールで表示した。

③ 「主軸方向」は,炉・亀をとおる軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし,その主軸が座標北
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0            50m

第 3図 小山・八幡前遺跡地区設定図
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からみて, どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。

(例 N-10° 一E,N-10° 一W)なお,〔 〕を付したものは推定である。

④ 計測値は,A一 日径 B―器高 C―底径 D―高台。脚部径 E―高合・脚部高

単位はcmでぁる。なお,現存値は ( )で,推定値は 〔 〕を付して示した。

八幡前遺跡 (南から)

F一月同部径とし,

熟
獄
卸
↓
残
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第4図 小山遺構配置図 (等高線は基底面の標高)
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第 4章 小 山 遺 跡

第 1節 遺跡の概要

小山遺跡は,桜川左岸にある筑波山塊西縁台地の第 1段丘に立地する,弥生時代から平安時代にかけての集

落跡及び古墳である。今回の調査区は,南北約50m,東西約20m,面積1,006m2で ,舌状合地の先端部に位置

している。現況は雑種地で,最近まで畑として利用されていた。西側の低地は水田であり,合地との比高は 6

mである。また,北側の谷津の対岸に八幡前遺跡が隣接している。

今回の調査で確認された遺構は,弥生時代後期の竪穴住居跡 4軒,古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒,平安時

代の堅穴住居跡 4軒,古墳 1基,土坑 8基,濤 2条である。古墳は墳丘がすでになく,平安時代の竪穴住居跡

は古墳周濤の覆土中につくられている。

出土遺物は,縄文土器片28点 ,弥生土器片1430点 ,埴輪片 5点,土師器片2241点 ,須恵器片20点,土師質土

器片 3点 ,陶磁器24点,石器22点,古銭 3点,鉄滓 2点が出土している。旧石器時代の遺物は遺構外遺物とし

てナイフ形石器と剖片が,弥生時代の遺物は広口壷や紡錘車が,古墳時代の遺物は甕・壺・杯・埴輪が,平安

時代の遺物は甕・長顕瓶 。杯 (墨書土器)などが出上している。

第 2節 基本層序

小山遺跡の北側平坦部 (G2●区)にテス トピットを設け,深さ約1.5mま で掘り下げて,土層の堆積状況を

確認した。遺構確認面及び土取り部断面を観察すると,標高33.20m付近に鹿沼パミス (KP)が堆積してお

り,それ以下の標高のところでは流失している。今回調査したテス トピットには,標高が低いため鹿沼パミス

は確認できなかった。なお, V層から�層までははハー ドローム層であるが,色調・含有物・粘性により細分

した。

第 I層 暗掲色土。礫粒を中量含む。さらに,耕作土(a)と 暗褐色土 (b)に分けることができる。

第Ⅱ層 褐色土。ローム粒を多量含む。

第Ⅲ層 褐色ローム。                  32.7m一

第Ⅳ層 鹿沼パミス

第 V層 褐色ローム。Ⅵ層との境は不整合である。

第Ⅵ層 黄褐色ローム。V層より粘性がある。

第Ⅶ層 褐色ローム。白色スコリアを含む。Ⅶ層より粘性

がある。                     31,7

第Ⅷ層 黄褐色ローム。Ⅶ層より硬質で,粘性がある。

第Ⅸ層 黄褐色ローム。Ⅷ層より色調が明るい。

第X層 褐色ローム。礫粒を少量含む。

第�層 にぶい黄褐色ローム。スコリアを含む。

第�層 にぶい黄褐色ローム。小礫・スコリアを多量含む。

第�層 灰オリーブ色粘土。雲母 。礫粒を多量含む。
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第 3節 遺構と遺物

1 弥生時代の遺構と遺物
今回の調査では,弥生時代の竪穴住居跡 4軒が確認された。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

(1)竪穴住居跡

第 1号住居跡 (第 6図 )

位置 調査区の中央部,G2i8区。

重複関係 本跡は,第 2・ 3号住居跡と重複している。本跡が第 2・ 3号住居跡を堀り込んでいるため,本跡
が新しい。

規模と平面形 長軸4.36m,短軸(3.64)mの隅丸長方形である。
主軸方向 N-11° 一E

壁 壁高は最深部が18cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。北壁は流失している。
壁滞 西壁下と南壁下の一部に付設している。上幅 8～28cm,深さ4～ 6 cmで ,断面形はU字状である。
床 ほぼ平坦であり,中央部付近を特に踏み固めている。北側の一部は流失している。
ビット 7ケ所 (Pl～ P7)o Pl～ P4は,径28～ 40cmの円形で,深さ44～75cmである。規模や配列から,主柱
穴と考えられる。 P2・ P4は ,底面が双円形であることから,柱を立て直した可能性がある。P5は ,径28cmの

円形で,深さ30cmである。P5は,南壁際中央に位置することから出入りロピットと考えられる。 P6・ P7は ,

径24～30cmの 円形で,深さ29～35cmである。深度が浅く,西壁際に位置することから,補助柱穴と考えられる。
炉 1ケ所。床面中央部北壁寄りに付設する地床炉である。暗赤褐色の焼土が 4 cm程堆積しており,炉床面は

赤変硬化している。

覆± 5層からなり,炭化材が南壁寄りの第 4層上面から出土している。また,その周辺には,焼土や炭化物
が第 4層上面から床面にかけて堆積している。第 1層は, ローム粒を多量に合む暗褐色上である。第 2層は,
ローム粒を中量合む暗褐色土である。第 3層は,ローム粒 。ロームブロックを多量,炭化物を少量含む褐色土

である。第 4層は,ロ ーム粒・焼土粒・炭化物を少量含む褐色土である。第 5層は,ロ ームプロックを多量 ,

焼土粒・炭化物を中量合む暗褐色上である。

遺物 弥生土器片 9点 ,土師器片 4点が出土している。第 7図 1の広口壷は,南壁際第 5層下部から出土 して
いる。土師器片は,混入したものである。

所見 本跡は,炭化材・焼土の状況から焼失家屋と考えられる。本跡の時期は, 1の広回重が第 5層下部から
出土していることから,弥生時代後期と考えられる。

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 7図

1

広 日 壷
弥生式上器

F〔 19.8〕
頸部から底部にかけての破片。胴部は内彎して立ち上がる。最大径は

緩み寝表写g毒i号F与 ,哲粽鬱el曇蛍彗彗:資と需[窃
gt紀棲

石英・長石
暗褐色
良好

Pl
20%
第 5層
胴部上半煤付着

広 口 壺
弥生式上器 C〔 扁弱駐免心房潜爆だSF争翁象絶隻窒掻炭き老宅女ぞfO附

力H条 1種 石英 。長石
にぶい橙色
良好

TP2・ 4
10%
第 1層
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①
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第 6図 第 1号住居跡

第 7図 第 1号住居跡出土遺物

口
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Ｌ
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0              10Cm
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和
④

カ跡本らカとこる
量

―

ヽ

覆の跡居住号第カ跡本古

第 2号住居跡 (第 8図 )

位置 調査区の中央部,G2,9。 I12a9区。

重複関係 本跡は,第 1・ 9号住居跡と重複している。第 1号住居跡が本跡を堀り込んでいることから本跡が

01 式 wl

0               2m

33.9m

第 8図 第 2号住居跡
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第 9図 第 2号住居跡出土遺物

規模と平面形 長軸 (9,30)m,短軸 (5,20)mで ,大型の隅丸長方形である。

主軸方向 N-23° 一W

壁 西壁だけが残存しており,最深部は16cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 中央部が撹乱されているため,残存状態は不良である。残存部は,ほぼ平坦でよく踏み固められている。

ビット 5ケ所 (Pl～ P5)o Pl～ P4は ,長径28～ 52cm・ 短径28～41cmの楕円形あるいは円形で,深さ42～64

cmである。規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は,長径94cm・ 短径64cmの楕円形で ,深さ12cmで ある。 P5

の底面には,径36～ 38cmの精円形で,住居跡床面からの深さが20cmの子ピットがある。P5は ,出入り回ピッ

トと考えられる。

炉 1ケ所。床面中央部に付設する,地床炉である。長径70cm・ 短径60cmの精円形で,深さ 8 cmである。炉内

には,赤褐色焼上が堆積 しており,炉底面は赤変硬化している。

覆± 2層からなるが,東側と南側は覆土が流失し,表土のみが堆積している。第 1層は, ローム粒を多量 ,

炭化物を少量含む嗜褐色土である。第 2層は, ローム粒・炭化物を多量に含む暗褐色上である。

遺物 縄文土器片 1点,弥生土器片26点 ,紡錘車 2点 ,土師器片10点が出上 している。第 9図 1の広口壷は,

西壁寄りの第 1層上部から出土している。紡錘車 (第 9図 10・ 11)は床面から出土している。縄文土器片と土

師器片は,混入したものである。

所見 本跡は,中央に地床炉を持つ大型の住居跡である。本跡の時期は,出土遺物と第 1号住居跡より古いこ

とから,弥生時代後期と考えられる。

第 2号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第9図

1

広 口 豆
弥生式上器

A172
外反する日縁部から顕部の破片。日縁部には,無節と附加条 1種 (附
加 2条)の原体により羽状縄文を施し,縄の原体による二段の束J突を
加えている。顕部には,櫛歯状工呉により波状文を施している。歯の
数は 5本である。日唇部には,縄の原体により刻みが施されている。

石英・長石
暗褐色
良好 層

４

％

１

Ｐ
郷
第

2
広 日 豆

弥生式土器 C 70
底部破片。附加条 1種 (附加 2条)の原体により,羽状縄文を構成さ
せている。底部に木葉痕がある。

石英・長石

暗褐色

良好 層

５

％

１

Ｐ

ｌＯ
第

-15-



第 3号住居跡 (第10図 )

位置 調査区の中央部,G2,8区。

重複関係 本跡は,第 1・ 4住居跡と重複している。第 1・ 4号住居跡が本跡を掘り込んでいるため,本跡が

古い。

二
つ 見

D33.6m

_A「

~~化

「

~

F33.2m  
―

0             2m

B《
鋭

A33.4m

旦33.2m

第10図 第 3・ 4号住居跡
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規模と平面形 本跡は,第 4号住居跡と土取りの撹乱に掘り込まれているため,東半分のみが残存している。

南北3.64m,東西 (2.60)mで,隅丸方形と推定される

壁 南東コーナー壁だけが残存している。深さは 8 cmで ,傾斜して立ち上がる。

壁滞 北壁下の一部を除き,残存部を全周している。上幅10～28cm,深 さ 5 cmで,断面形はU字状である。

床 ほぼ平坦であり,よ く踏み締められている。

ピット 3ケ所 (Pl～ P3)o長径28～32cm・ 短径20～26cmの精円形で,深さ57～70cmである。本跡は, 4本

柱と考えられるが, 4本 目の柱穴は確認できなかった。

覆± 1層からなり,南東コーナー付近だけに堆積している。第 1層は, ローム粒・炭化物を多量に含む極暗

褐色上である。床面上は,炭化物が薄く堆積している。

遺物 縄文土器片 5点,弥生土器片■点,土師器 1点が出上している。縄文土器片と土師器片は,混入したも

のである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から弥生時代後期と考えられる。

0               10Cm

第11図 第 3号住居跡出土遺物

第 9号住居跡 (第12図 )

位置 調査区の中央部,G2j。区。
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第12図 第 9号住居跡
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重複関係 本跡は,第 2号住居跡と重複している。第 2号住居跡が本跡の覆土上を貼床としているため,本跡
が古い。

規模と平面形 本跡の北側床面は第 2号住居跡床面と標高が一致することから,本跡がさらに北側に広がる可
能性があるが,東西4.06m・ 南北 (3,94)mの 隅丸方形と推定される。

壁 南壁が一部残存しており,深さ 3 cmで,傾斜 して立ち上がる。
床 全体に堅く踏み締められている。
ピット 1ケ所 (Pl)。 長径30cm o短径21cmの精円形で,深さ64cmでぁる。
覆±  1層からなり,第 2号住居跡の貼床としたものである。第 1層は,ロームブロック・ ローム粒を多量に
合む褐色上である。

所見 出土遺物がなく本跡の時期は特定できないが,本跡の直上を第 2号住居跡の貼床としていることから本
跡と第 2号住居跡との大きな時間差はないと考えられるため,弥生時代後期の住居跡と推定される。

2 古墳 時代 の遺構 と遺物

今回の調査では,前期の住居跡 1軒,古墳 1基を確認した。古墳については,周濤北部を第 1号濤,周濤南

部を第 4号濤として呼称し調査した。本跡は,馬の背状の地形を巡るようにつくられていること,埴輪が出土
することから,古墳と判断した。以下,確認された遺構と遺物について記載する。

(1)竪穴住居跡

第 4号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の中央部,G217区。

重複関係 本跡は,第 3号住居跡と重複している。本跡が第 3号住居跡を掘り込んでいるため ,本跡が新 しい。
規模と平面形 西側が斜面のため流失し,南側は土取りにより撹乱されているため,住居跡の東側だけが残存
している。規模は不明であるが,柱穴の配置から一辺5。 40m程の隅丸方形と推定される。

主軸方向 N-5° 一W

壁 東壁のみが残存しており,深さは18cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。
床 東側半分が残存 している。平坦で,全体的に踏み締まりがある。
ピット 4ケ所 (Pl～ P4)o Pl～ P4は,径32～ 38cmのほぼ円形で,深さ43～65cmである。規模と配列から主
柱穴と考えられる。

炉 1ケ所。柱穴間の中央北寄りに付設する,地床炉である。長径105cm o短径72cmの精円形で,深さ 9 Cmで

ある。炉の平面形は瓢箪形であるが,土層の観察では切り合いはなく,炉の造り直しはない。

貯蔵穴 南側に 1ケ所 (P5)O Plと P2を結ぶ軸線よりは床面中央寄りに位置している。土取りによる撹乱で
南半分がないため,規模及び平面形は不明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり,底面は平坦である。覆土は 2

層からなる。第 1層は,ロームブロック・ ローム粒を多量含む暗褐色土。第 2層は,ロ ームブロック・ ローム

粒を少量含む暗褐色上である。北側には,弧状に囲むように高さ 5 cm程の高まりが確認されている。

覆±  2層からなり, 自然堆積である。第 1層は, ローム粒を多量に合む暗褐色土である。第 2層は, ローム
粒・ ロームブロックを多量,焼土粒・炭化物を少量含む褐色土である。

-18-



遺物 縄文式土器片 1点,弥生式上器片W点,土師器片70点,紡錘車 1点が出上している。第13図 1と 2の甕

と3の高杯は,床面から出上している。壺の肩部破片 (第13図 4)と紡錘車 (第13図 5)は ,覆上の第 1層か

ら出上している。縄文土器片と土師器土器片は,混入したものである。

所見 本跡の時期は,第13図 1と 2の甕と3の高杯が床面から出上していることから,古墳時代前期と考えら

れる。

鎧ヽ
5

10Cm

第13図 第 4号住居跡出土遺物

(2)古墳

第 1号墳 (第 14。 15図 )

位置 調査区の中央部,G2・ G3・ H2・ H3区。北西にのびる舌状合地の先端部に位置する。

重複関係 第 1～ 9号住居跡と重複している。第 1～ 4・ 9号住居跡は弥生時代後期と古墳時代前期の住居跡

であり,本墳が新しい。第 5～ 8号住居跡は平安時代の住居跡で,墳丘北側部の周濤覆土中を床面としている

いるため,本墳が古い。

墳丘 本墳は,畑地の耕作等で削平されており,原状をとどめていない。墳丘と考えられる馬の背状合地の頂

部に土層観察用のベル トを残し封上の確認を試みたが,封土は確認できなかった。第 la層は耕作土で, ロー

ム粒を多量に合む極暗褐色土である。第 Ib層は, ローム粒を多量に含む暗褐色上である。封土は ,ベル ト以

外の地点でも確認されなかった。墳丘上には弥生時代後期の第 1・ 2・ 3号住居跡と古墳時代前期の第 4号住

Ｄ

Ｂ
Ｂ
５

十三::i::''''ラ
ダ

■

■

■

第 4号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調 。焼成 備   考

第13図
1

甕
上 師 器

A 170
B(100)

口縁部から体部の破片。体部の最大
径は体部中位にある。顕部は「く」
の字状に外反し, 日縁部は外傾する

体部内・外面ヘラナデ。 石英・長石
にぶい褐色
良好

７
％
面

Ｐ

・５
床

2

甕
土 師 器

C 62 底部から胴部の破片。平底。 体部内 。外面ヘラナデ。 石英・長石
暗赤褐色
普通

８
％
面

Ｐ

ｌＯ
床

3

ネ

器師
一局
上

AE14 6]
B(43)

杯部破片。杯体部は外傾し, 日縁部
はわずかに内彎する。

雰体部内。外面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。
石英 。長石
黒褐色
良好

６
％
面

Ｐ

ｌＯ
床
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第14図 第 1号墳 (等高線は基底面の標高)
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居跡が確認されていることから,原地形を利用しその上に墳丘を構築したと考えられる。

墳形と規模 墳形と墳丘の規模については,周濤の内径から径38mの円墳と推定される。ただし,墳丘西側の

調査区外に微高地があり,別の墳形になる可能性もある。

主体部 主体部は,調査区内では確認できなかった。

周溝 周濤は,墳丘と考えられる合地の頂部を囲むように掘りこんでおり,断面形は信鉢形である。墳丘北側

部では上幅7.2m・ 底面幅3.6mで,確認面からの深さは0.8mである。墳丘南側部は,調査区域外であるため

不明である。墳丘西側部では,周濤底面と地山が一致するため,周濤が続くかどうかは不明である。墳丘東側

部に トレンチを設定し調査したが,周濤は確認できなかった。

遺物 高杯の脚部 (第 16図 1)が墳丘北側部周濤の第 5層から,埴輪片 (第 16図 2～ 6)は G2h8° G2hO区 の

表土から出土している。埴輪片は周濤からの出土ではないため本墳に伴わない可能性があるが,墳丘部からの

出上であるため本墳に伴う遺物と判断した。

所見 本墳の時期は,埴輪の出土が少ないことから古墳時代後期後葉と考えられる。

5

Ⅷ 仲 鯵め
留

6

0              10Cm

第16図 第 1号墳出土遺物

3 平安時代の遺構 と遺物
今回の調査では,平安時代の竪穴住居跡4軒,土坑 1基を確認した。竪穴住居跡は,すべて古墳の周濤覆土

上面から掘り込んでいる。第 3号土坑は,第 6号住居跡に近接しており,墨書土器が出上している。第3号住

居跡については,第 7号住居跡の調査終了後に住居跡であることが判明したため,住居跡西側部分を確認する

ことができなかった。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

(1)竪穴住居跡

第 5号住居跡 (第17図 )

位置 調査区の北部,G2c5区。
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-第17図 第 5号住居跡

重複関係 本跡は,第 1号墳と第 8号土坑と重複している。本跡が第 1号墳の北側周濤覆土中を床面にしてい

るため,本跡が新しい。第 8号土坑が本跡を掘り込んでいるため,本跡が古い。

規模と平面形 一辺約3.Omの隅丸方形と推定される。

主軸方向 N-102° 一E

壁 深さは最大で12cmで,外傾して立ち上がる。

床 ほぼ平坦であり,中央部がよく踏み締められている。

ビット 北西コーナーに 1ケ 所 (Pl)。 Plは,径57～64cmのほぼ円形で,深さ20cmである。位置と法量から貯

蔵穴と考えられる。柱穴と考えられるピットは,確認できなかった。

竃 東壁に付設され,煙道は壁よりも80cm程突出させている。火床面は床を 9 cm程掘りくばめている。袖は,

遺存してはいないが,竃付近の覆上には灰白色粘土ブロックの合有量が多い。竃内覆土は, 6層からなる。第

1層は, ローム粒子・焼土粒子を少量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒子・焼土粒子 。焼土中ブロックを少

量合む暗褐色土。第 3層は, ローム粒子を少量・焼土粒子を中量合む暗褐色土。第 4層は, ローム粒子・焼土

粒子を微量含む暗褐色土。第 5層は,ロ ーム粒子 。ロームブロックを少量合む暗褐色土。第 6層は,ローム粒

子を少量・焼土粒子を微量合む暗褐色土である。

覆± 2層からなり,自然堆積である。第 1層は ,ローム粒 。ロームブロックを多量に合む褐色土。第 2層は ,

ローム粒を中量,灰白色ロームブロック・炭化物を微量含む暗褐色土である。

遺物 弥生式上器片 3点 ,土師器片27点が出土している。第18図 1の界は,床面から出上している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から10世紀前葉である。
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第18図 第 5号住居跡出土遺物

第 5号住居跡出土遺物観察表

第 6号住居跡 (第 19図 )

位置 調査区の北部,G2g5区。

重複関係 本跡は,第 1号墳と重複している。本跡が第 1号墳の北側周濤を掘り込んでいるため,本跡が新し
い 。

規模と平面形 長軸4.80m,短軸3.20mの 隅丸長方形。
主軸方向 N-23° 一E

壁 深さは最大で40cmで,ほぼ垂直に立ちあがる。亀のある北壁の傾斜は,緩やかである。
床 ほぼ平坦であり,中央部に踏み締まりがある。
ピット 1ケ所 (Pl)。 Plは南西コーナーに位置し,長軸60cm・ 短軸50cmの楕円形で,深さ16omである。位
置と規模から貯蔵穴と考えられる。

竃 北壁に付設され,煙道は北壁よりも66cm程突出させている。火床面は平坦であり焼上の堆積はないが,火
床面は赤変硬化している。天丼部はすでになく,両袖は角柱状の花闇岩を補強材とし,灰白色粘上でつくられ

ている。竃内の覆土は, 5層からなる。第 1層は, ローム粒・ ロームブロック。焼土粒を少量含む暗褐色土。

第 2層は, ローム粒・ ロームブロック・焼土粒・焼土小ブロックを少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒 。

灰白色粘土粒を少量含む暗褐色土。第 4層は, ローム粒・焼土粒・礫粒を少量含む暗褐色土。第 5層は, ロー

ム粒・焼土粒・礫粒を中量含む灰白色粘上である。

棚状遺構 亀両側の床面から36cm程の壁面に,灰白色粘土を貼り平坦面を作出している。平坦面は20～ 36cmの
幅があり,棚状部分の土層をみると立ちあがりが確認された。

覆± 4層からなる。第 1層は,ローム粒・ ロームブロックを多量に含む暗褐色土。第 2層は,ローム粒・ ロー
ムブロックを多量,焼土粒を微量含む極暗褐色土。第 3層は, ローム粒 。ロームブロックを多量,灰白色粘土

粒を微量含む褐色土。第 4層は, ローム粒 。ロームブロックを多量 ,焼土粒を少量含む暗褐色土。第 5層は ,ロー

―悦

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第18図
1

杯
土 師 器

A1128ヨ
B(34)

体部破片。体部は外傾 して立ち上が
る。

体部内面磨き。 際粒・雲母・スコ

リア

明赤褐色
普通

１０
％
面

Ｐ
ｌＯ
床

2
杯

土 師 器

A1148]
B(49)

体部破片。体部は外傾して立ち上が
り, 日縁部はわずかに外反する。

体部外面下部回転ヘラ削り。体部内
面磨き。

礫粒・スコリア

黄褐色
普通

P9
30%
宅覆土

高台付杯
土 師 器

Ｄ

Ｅ

75
09
底部破片。平底に,短い高合が付く 底部回転ヘラ切り。内面磨き。 礫粒・スコリア

橙色
普通

１１
％
土

Ｐ
節
覆



ム粒多量に含む褐色上である。

遺物 土師器片117点 ,須恵器片 7点,砥石 1点が出土している。電の火床面からやや煙道よりに,第20図 3

の長頸瓶の回頸部を倒位に置いた上に 2の甕と 5・ 7の杯が倒位に重ねた状態で出土している。 4の杯は確認

面から,須恵器甕の肩部破片 (第20図 8)は覆土から,砥石 (第20図 9)は床面から出土している。

所見 本跡は,竃の両脇に棚状遺構を有する住居跡である。本跡の時期は,電内から出土した遺物から10世紀

前葉と考えられる。
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第19図 第 6号住居跡
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第20図  第 6号住居跡出土遺物
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図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図２０

１

第 甕
土 師 器

F240 体部破片。体部は長い倒卵形で,最
大径は体部上位にある。

体部外面ナデ。体部外面下部ヘラ削
り。体部内面ヘラナデ。

石英・ 長石

橙色

良好

P17・ 18

25フ

`宅底面

2

甕

器
型
師
小
土

A l16
B 138
C 70

平底。体部は球形で,最大径は体部
上位にある。日縁部は外傾する。日

縁端部は上方につまみ上げている。

体部外面ナデ。体部外面下部ヘラ削
り。体部内面ヘラナデ。口縁部内・

外面横ナデ

石英・長石

にぶい黄褐色

良好

P16
70%
竃底面逆位

瓶

器
顕
恵
長
須

A 178
B(137)

体部欠損。顕部は外反し, 日縁端部
は上下に突出する。

顕部内・外面横ナデ。 石英 。長石
黄灰色
良好

P19
30%
竃底面逆位

4
杯

土 師 器

A150
B 46
C 86

平底。体部は直線的に外傾して立ち

上がる。

底部回転ヘラ切り◇体部外面下部回

転ヘラ削り。体部内面磨き。内面黒
色処理。

礫粒・スコリア

褐色
普通

P12
80%
確認面

5

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部はわずかに内彎して立ち
上がり, 日縁部は外傾する。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回

転ヘラ削り。体部外面ナデ。体部内
面磨き。

粒
色
通

礫
橙
普

スコリア P13
80%
篤内逆位

高台付不

上 師 器

B(22) 底部破片。高台欠損。平底に,高合
が付く。

底部回転ヘラ切り。高台接合部には

接合のための沈線を施している。体
部内面磨き。内面黒色処理。

礫粒・スコリア

赤褐色
普通

‐４
％
土

Ｐ
拗
覆

7

高合付TTN

土 師 器

D 73
E 17

体部から底部の破片。平底に「ハ」
の字状に広がる高合が付く。

底部回転ヘラ切り。体部内面磨き。 礫粒・ スコリア

明赤褐色

普通

P15
30ラ

`竃内逆位

第 6号住居跡出土遺物観察表

第 7号住居跡 (第 21図 )

位置 調査区の北部,G2e7区。

重複関係 本跡は,第 1号墳と第 8号住居跡と重複する。本跡が第 1号墳の周濤覆土中を床面としているため

本跡が新しく,第 8号住居跡が本跡を掘り込んでいるため本跡が古い。

規模と平面形 長軸 〔4.20m〕 ・短軸3.04mの隅丸長方形である。北東コーナーは緩やかにカーブするため北

壁は南壁よりも短い。

主軸方向 N-138° 一E

壁 西壁及び北壁の一部は第 8号住居跡に掘り込まれて残存していないが,壁は最大で40cmあ り,傾斜して立

ち上がる。

床 西側は,第 8号住居跡に掘り込まれているため残存していない。地山を床面としている部分はよく踏み締

められているが,周濤覆土中を床面としている部分は踏み締まりは弱く,残存状態は不良である。

竃 東壁に付設され,煙道は東壁よりも30cm程突出させている。両袖は角柱状の花聞岩と第22図 1の羽釜を補

強材とし,灰白色粘上でつくられている。火床面はほぼ平坦であり,煙道は緩やかに立ち上がる。覆土は, 8

層からなる。第 1層は, ローム粒 。ロームブロックを少量応、くむ暗褐色土。第 2層は,灰白色粘土粒・焼土粒・

炭化物を少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒・ロームブロックを少量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 4

層は,灰白色粘土粒・灰白色粘土ブロック・焼土粒を少量含む暗褐色土。第 5層は,灰白色粘土粒・灰白色粘

土ブロックを中量,焼土粒を少量含む暗褐色土。第 6層は,焼土粒・焼土ブロックを多量,灰白色粘土粒を少

量含む暗褐色土。第 7層は,焼土粒・炭化物を多量,灰白色粘土粒を微量含む暗褐色土。第 8層は,炭化物を

多量,焼土粒・砂粒を中量含む暗褐色上である。

覆± 4層 (第 5層～第 3層 )か らなり, 自然堆積である。第 5層は, ローム粒 。ロームブロックを多量,灰

白色粘土粒・炭化物を微量含む黒褐色土。第 6層は, ローム粒 。ロームブロック・灰白色粘土粒を中量,炭化

物を少量含む極暗褐色土。第 7層は,ロ ーム粒 。ロームプロックを多量に合む暗褐色土。第 8層は,ロ ーム粒・
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ロームブロックを中量含む極暗褐色土である。

遺物 縄文土器片 1点,弥生土器片 4点,土師器片329片 ,須恵器片 2点 ,施釉陶器片 1点が出土している。
第22図 1の羽釜は竃右袖の補強材として出土し, 3の郭が第 7層から出土している。砥石 (第22図 5)は,床

面から出土している。縄文土器片と弥生土器片は,混入したものである。

所見 本跡は,東壁に竃を付設する住居跡である。本跡の時期は,出土遺物から10世紀前葉と考えられる。

E 32.8m

0               1m

第21図 第 7。 8号住居跡

第 7号住居跡出土遺物観察表

怪
。．Ｎ。用
刊

01

Ｅ
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．劇
０
引
引

Ｅ
一

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

第22図
1

釜
器師

羽
土

A 18 0
B(91)

口縁部から体部上位の破片。頸部は
外反し, 日縁端部は上方につまみ上
げている。体部上位に鍔が付く。

体部内面ヘラナデ。日縁部内。外面
横ナデ。

石英 。長石・砂粒
明赤褐色
良好

P24
20%
宅右袖補強材

2

甕

器

型
師
小
土

▲[128]
B(63)

日縁部から体部上位の破片。頸部は
外反し, 日縁部は外傾する。日縁端
部は上方につまみ上げている6

体部内面ヘラナデ。日縁部内・外面
横ナデ。

石英 。長石
明赤褐色
良好

２３
％
土

Ｐ

ｌＯ
覆

-2許



図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

3

杯

器舗師
一局
土

A150
B 60
C 80

平底に,「ハ」の字状に開く高合が
付く。体部は外傾して立ち上がる。
日縁部はわずかに外反する。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回

転ヘラ削り。体部内面磨き。体部内

面黒色処理。

礫粒・スコリア

にぶい褐色
普通 層

拗
％

７

Ｐ
４０
第

4

一霊
器
型
師
小
土

25
96

Ｃ

Ｆ

平底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。顕部は「く」
の字状に外反する。

体部外面下部ヘラ削り。体部内面ヘ

ラナデ。
礫粒・スコリア

明赤褐色
良好

２２
％
土

Ｐ
４０
覆

氏

２

0               10Cm

第22図 第 7号住居跡出土遺物

第 8号住居跡 (第21図 )

位置 調査区の北部,G2e7区。

重複関係 本跡は,第 1号墳と第 7号住居跡と重複している。本跡が第 1号墳周濤覆土中を床面としており,

本跡が第 7号住居跡を掘り込んでいるため,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸 〔4.30〕 m・ 短軸3.24mの 隅丸長方形である。北東コーナーは緩やかにカーブするため,

北壁は南壁よりも短い。

壁 壁高は最大で52cmあ る。壁は,傾斜して立ち上がる。

床 西側は確認できなかった。ほぼ平坦であり,中央部はよく踏み締められている。

覆± 3層 (第 1層～第 3層 )か らなり, 自然堆積である。第 1層は, ローム粒・砂粒を少量,炭化物を微量

含む極暗褐色土。第 2層は,ロ ーム粒 。砂粒を中量,炭化物を少量合む極暗褐色土。第 3層は,ロ ーム粒・ ロー

ムブロックを多量,灰白色粘土粒を少量含む暗褐色土である。

遺物 土師器片26点,施釉陶器片18点が出土している。施釉陶器片18点は折戸53号窯併行の二川窯産のもので ,

第23図 1の長顕瓶である。第23図 1の長頸瓶と2の甑と3の置竃は,床面と第 3層から出上している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から10世紀前葉と考えられる。
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第23図 第 8号住居跡出土遺物

第 8号住居跡出土遺物観察表

表 2 小山遺跡住居跡一覧表

0               10Cm

弥生後期 第 1・

古

第 3号住

平安 (

8

平安 (10世紀前

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図２３

１

第 長 顕 瓶
施釉陶器
(三川窯産)

D[136]
E 06
F[22.0]

体部から底部の破片。平底に、外面
端部で接地する短い高台が付く。体
部の最大径は,体部上位にある。

体部内 ,外面横ナデ。肩部に刷毛塗
りにより施釉。

長石 。礫粒にぶい

灰色 良好
釉は灰オリーブ色

P25
30%
第 2・ 3層

2

甑
土 師 器

B(142)
FE24 0]

体部破片。体部上位が直線的で,最
大径は体部上位にある。体部上位に

小型の把手が付く。

体部外面下部ヘラ削り。体部内面ヘ
ラナデ。

石英 。長石
褐色
普通

Ｐ２６
甥
緬

3

竃

器師
置
土

A E25,0] 体部上端部破片。日縁上端部は平坦
で,内側に肥厚している。体部外面
には縦位の突帯を持つ。

体部内。外面に輪積み痕を残す。体
部内・外面ナデ。

石英・長石
赤褐色
普通

２７
％
面

Ｐ

ｌＯ
床

4.36 ×(3.64)

(9 30)× (5.20)

3.64× (2.611)

[隅丸長方形] (540)× (5 40)

E3.0]× E3 0]

4.80 × 3 20

隅丸長方形 E4 20]×  3 04

隅丸長方形 [4 30]X 3 24

4 06 ×(3.94)
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(2)土坑

第 3号土坑 (第24図 )

位置 調査区の北部,G2i5区。

重複関係 本跡は,第 4号土坑と重複している。本跡が第 4号土坑を掘り込んでいるため,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸 〔1.86〕 m・ 短軸0.54mの長精円形である。

長軸方向 N-37° 一E

壁 深さは最大で12cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。北側の壁は,立ち上がりは緩やかである。

底面 ほぼ平坦で,やや締まりがある。

覆± 1層からなる。第 1層は,ロ ーム粒 。ロームブロックを中量含む暗褐色上である。自然堆積か人為堆積

かは不明である。

遺物 土坑北端の底面及び覆土下層から,第24図 1～ 4の高合付杯 。杯・皿が出上している。

所見 本跡は,完形の堺類 4点を北端底面に副葬した土坑墓の可能性がある。本跡の時期は,出土遺物から9

世紀後葉と考えられる。

0              10Cm

第24図 第 3号土坑・出土遺物

帯

】

∽

２

‐

　

　

　

　

Ｅ
Ｒ

。
く‐

―-31-―



図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第24図
1

杯
土 師 器

A 136
B 40
C 64

平底。体部は直線的に外傾して立ち
上がる。

底部静止ヘラ切り。体部外面下部手
持ちヘラ肖Jり 。体部内面磨き。内面
黒色処理。

石英・長石・スコリア

橙色

普通

P28   90%
第 1層下部

2

高合付林
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底に,「ハ」の字状に開く高合が
付く。体部は直線的に外傾して立ち
上がる。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回
転ヘラ削り。体部内面磨き。内面黒
色処理。

石英。長石・スコリア

笹色
良好

P29   90%
第 1層下部

3

芥

器鉛師
一局
土

13 7

45
88

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底に,「 ハ」の字状に開く高台が
付く。体部は直線的に外傾して立ち
上がる。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回
転ヘラ肖」り。体部内面磨き。内面黒
色処理。

石英 `長石・スコリア

笹色

良好

P30   90%
第 1層下部
体部横位墨書

4

高台付杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底に,「 ハJの字状に開く高台が
付く。体部は直線的に外傾して立ち
上がる。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回
転ヘラ肖Jり ◇体部内面磨き。内面黒
色処理。

石英・長石・スコリア

暗赤褐色
普通

P31   90%
第 1層下部

第 3号土坑出土遺物観察表

4 その他の遺 構 と遺物

今回の調査では,時期不明の土坑 7基と濤 2条を確認した。以下 ,確認された遺構と遺物について記載する。

(1)土坑

第 1号土坑 (第25図 )

位置 調査区の南部,H2bott。

規模と平面形 長軸1.90m。 短軸1.66mの隅丸方形。

壁 二段となり,深さは上段底面まで10cmで ,下段底面まで70cmあ る。壁は,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 皿状で,締まっている。

覆± 5層からなり,第 1層は上段部のみに推積している。第 1層は, ローム粒を少量合む暗褐色土。第 2層

は, ローム粒を少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒 。ロームブロックを少量含む黒褐色土。第 4層は, ロー

ム粒を微量含む暗褐色土。第 5層は, ローム粒を中量, ロームブロックを少量含む褐色土である。

所見 本跡は,断面形が三段となる土坑である。時期や性格については,不明である。

第 2号土坑 (第25図 )

位置 調査区の北部,G2g6区。

規模と平面形 長軸2.40m・ 短軸70cmの隅丸長方形。

長軸方向 N-36° 一E

壁 深さは26cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦で,締まっている。

覆± 3層からなる。第 1層は,ローム粒を中量, ロームブロックを少量,焼土小ブロック・炭化物を微量含

む褐色土。第 2層は, ローム粒を多量含む褐色土。第 3層は,ロ ーム粒を多量, ロームブロックを少量合む褐

色上である。

所見 本跡は,平面形が隅丸長方形の土坑である。時期や性格については,不明である。
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第 4号土坑 (第25図 )

位置 調査区の北部,G2h5区。

重複関係 本跡は,第 3号土坑と重複する。第 3号土坑が本跡を掘り込んでおり,本跡が古い。
規模と平面形 長軸2.46m・ 短軸0.80mの 長精円形。

長軸方向 N-25° 一E

壁 深さは73cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦で,締まっている。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒 。ロームブロックを少量含む暗褐色土。第 2層は,ローム粒を少量

含む褐色土。第 3層は,ローム粒・ ロームブロックを多量に含む褐色土。第 4層は, ローム粒を少量含む褐色

上である。

所見 本跡は,平面形が長橋円形で,深さがある土坑である。時期や性格については,不明である。

第 5号土坑 (第25図 )

位置 調査区の中央部,I1216区。

規模と平面形 長軸3.36m・ 短軸0,74mの長方形。

長軸方向 N-56° 一E

壁 深さは7Clcmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 平坦で,締まっている。

覆± 3層からなる。第 1層は, ローム粒子を中量, ロームブロックを少量合む褐色土。第 2層は, ローム粒・

ロームブロックを少量含む暗褐色土。第 3層は,ローム粒 。ロームブロックを中量合む褐色土である。

所見 本跡は,平面形が長方形で,壁が垂直に立ち上がる土坑である。時期や性格については,不明である。

第 6号土坑 (第25図 )

位置 調査区の中央部,Glj6区。

規模と平面形 径1.46～ 1.64mの楕円形。

壁 深さは20cmで,傾斜して立ち上がる。

底面 皿状で,ほぼ平坦である。

覆± 3層からなる。第 1層は,ローム粒を少量含む暗褐色土。第 2層は,ローム粒・ ロームプロックを少量

合む暗褐色土。第 3層は,ローム粒を多量に含む褐色土である。

所見 本跡は,平面形が楕円形の上坑である。時期や性格は,不明である。

第 7号土坑 (第25図 )

位置 調査区の北部,G2d5区。

規模と平面形 径84～98cmの楕円形。

壁 深さは25cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 皿状で,ほぼ平坦である。

覆± 6層からなる。第 1層は, ローム粒・ ロームブロックを少量含む暗褐色土。第 2層は,ロ ーム粒を中量 ,
ロームブロックを少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒 。ロームブロックを褐色土。第 4層は,ロ ーム粒を



中量を含む褐色土。第 5層は, ローム粒を多量,炭化物を微量含む褐色土。第 6層は, ローム粒を多量に合む

にぶい褐色土である。

所見 本跡は,平面形が楕円形の土坑である。時期や性格は,不明である。

第 8号土坑 (第25図 )

位置 調査区の北部,G2d5区。

重複関係 本跡は,第 5号住居跡と重複 している。本跡が第 5号住居跡を掘りこんでおり,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸 (2.24)m・ 短軸 (0。 92)mの長楕円形。

長軸方向 N-96° 一E

壁 西壁と南壁は,確認できなかった。深さは10cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 皿状で,ほぼ平坦である。

覆± 1層からなる。第 1層は,ローム粒 。ロームブロックを多量に合む褐色土である。

所見 本跡は,平面形が精円形の上坑である。時期や性格については,不明である。

(2)濤

第 2号溝 (第 4・ 26図 )

位置 調査区の中央部,G2is区～G2畿区。

重複関係 本跡は,第 1号墳と第 3号濤と重複する。本跡が第 1号墳と第 3号濤を掘り込んでおり,本跡が新

しい。

規模と形状 調査できた範囲で,全長23.Om・ 上幅1.0～ 1.40m・ 下幅0.25～0.60mである。断面形は逆合形

状で,深さは0.30mである。調査区西側の濤底面には,高まりがある。

方向 N-65° 一Eで,直線的である。地籍図の境界とほぼ一致する。

覆± 4層からなる (A)。 第 1層は, ローム粒を少量含む褐色土。第 2層は, ロームを多量に含む褐色土。

第 3層は, ローム粒 。ロームブロックを多量に合む褐色土。第 4層は, ローム粒・ ロームブロックを少量含む

褐色土である。

所見 本跡の時期は不明であるが,地籍図の境界とほぼ一致することから根きり濤と考えられる。

第 3号濤 (第 4・ 26図 )

位置 調査区の中央部,G2g9区～H3a2区。

重複関係 本跡は,第 1号墳と第 2号濤と重複する。本跡が第 1号墳を掘り込んでいるため本跡が新しく,第
2号濤が本跡を掘り込んでいるため本跡が古い。

規模と形状 調査できた範囲で,全長24.Om。 上幅1,30～ 5,40m・ 下幅0.6～2.90mである。断面形は逆合形

で,深さは0。 10～0.46mである。

方向 調査区内では,弧状に延びている。濤の北側は第 2号濤と重複し,南側は幅広となり東に屈折する。

覆± 2層からなる。第 1層は, ローム粒を微量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒 。ロームブロックを多量

に含む褐色土である。

所見 本跡の時期は不明であるが,根きり濤の可能性がある。
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第26図 第 2・ 3号濤

5 遺構外出土遺物

本跡からは,遺構外から旧石器時代から中性にかけての遺物が出土している。出土遺物は,遺構の覆土に流

れ込んだと判断できたものは遺構外に合め,時代ごとに掲載した。縄文時代と弥生時代の上器については,次

のように分類した。

第 I群 縄文時代前期後葉の上器

第H群 縄文時代中期前葉の上器

第Ⅲ群 縄文時代中期後葉の上器

第Ⅳ群 弥生時代後期前葉の上器

第V群 弥生時代後期中葉の上器

第Ⅵ群 弥生時代後期後葉の上器

旧石器時代 (第27図 1～ 4)

1は,ナイフ形石器で,先端部が欠損している。石材は頁岩である。素材は縦長票1片で,基部に打瘤部があ

る。表面に残された打撃方向は裏面と一致するが,表面の右側縁の打撃方向は右上方から加えている。基部周

辺には細かい調整加工を施している。

2～ 4は剣片である。石材は頁岩で,表面に残された打撃方向は裏面と一致する。

縄文時代 (第28図 )

第 I群  1～ 4は 口縁部破片で,半我竹管の凹面により平行沈線文あるいは結節平行沈線文を施している。

1の 口唇部には刻みを施しており, 4は波状口縁である。 1～ 4は浮島 I～ H式土器である。

第H群 5は LRの結節単節縄文を横位に施した胴部破片である。 5は下小野式上器である。 6～ 8は内彎

する日縁部破片である。 6は棒状工具により結節沈線文を施している。 7は単節縄文を地文とし,楕円形枠状

文内に爪形文を施している。 8は沈線と刺突による連続「 コ」の字状文を施している。 6・ 7は阿玉合式上器 ,

8は中峠式土器である。

第Ⅲ群 9・ 10は単節縄文を地文とした胴部破片である。 9は沈線を垂下させている。10は垂下させた沈線

間を磨り消している。 9は加曾利EI式土器,10は加曾利 EⅡ式土器である。

弥生時代 (第28・ 29図 )

第Ⅳ群 頸部に沈線あるいは平行沈線により文様を施したものである。11は一本単位の沈線により山形文を

施している。12～14は平行沈線により,12は山形文を,13は波状文を,14は縦位に区画後連弧文を施している。
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一第27図 遺構外出土遺物 (1)

第 V群 複合口縁で,段部に刻みや刺突を施すものである。顕部の文様と器種により7類に分類した。

1類 無文帯を持つもの。15は段部に刻みを施した無文の回縁部破片で, 回唇部には縄文を回転施文している。

16～ 18は回縁部と口唇部に附加条 1種 (附加 2条)の縄文を施している。16の段部には刺突を,17の段部には

刻みを施している。18は内面にも施文が及んでおり,段部は亥Jみを施している。19は頸部に口縁部と同じ縄文

を施しており,無文帯の有無は不明である。

2類 櫛歯状工具で山形文を施すもの。21～ 23は頸部破片で,歯の数は21が 5本,22が 6本である。

3類 櫛歯状工具で連弧文を施すもの。24の歯の数は 8本である。

4類 櫛歯状工具で波状文を施すもの。25の歯の数は 7本である。

5類 櫛歯状工兵で平行条線文を施すもの。20は 口縁部破片で,26～29は頸部破片である。20の段部には刺突

を施している。30の頸部文様は不明であるが,胴部の縄文は羽状構成していない。

6類 縄圧痕文を縦位に施すもの。31は附加条 1種 (附加 2条 )の縄文で施している。

7類 蓋。32は 2段の段部に刺突を施している。

第Ⅵ群 単純口縁で ,口縁部に 2段の刺突を施すものである。部位と頸部の文様により3種に分類した。

1類 口縁部。33～40は附加条 1種 (附加 2条)の縄文を施した回縁部破片である。刺突は縄文原体で加えて

いる。33・ 34の 口唇部には縄文原体で刻みを施し,35～37の 口唇部には縄文を施文している。

2類 顕部に櫛歯状工具で波状文を施すもの。41は 回縁部破片で,縄文原体で刺突している。42は歯の数が 5

本,43は歯の数が 8本である。

3類 頸部に櫛歯状工具で細かい波状文を施すもの。44は歯の数が 7本,45は歯の数が 5本である。

4類 頸部に 1本単位の細沈線で格子目文を施すもの。46は縦位の区画後,格子目文を施している。

―-37-一



翻
~ギ

鐵Y

9

７

３鶉錯聯
爾 釉

6

出
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
口
ｗ
４７

鰯に

‰ X ttT飴鰯7姦

∝ おヽ ヽ
II

飴7
20

霧舞＼

30

33
35

顎w4鸞 〃`葵′30                       40

38

∽ ∞ヽ粍麟狙
44

43

姶ザ藝糊
48 0                  10

扉

‐ ９

蝋
Ｈ
鞘
「
２９

憔

２８

第28図 遺構外出土遺物 (2)

―-38-―



サ

５ ２

′

５ ‐

Ⅷ

挨

熊鯵無・‖
61

ノ

６ ４

撃

６８

ガ

６ ３

撃
６９

Ⅷ
《ヾ =

0               10cm
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胴部 47は附加条 1種 (附加 1条)の縄文を施している。48～ 52は附加条 1種 (附加 2条)の縄文を施して

いる。50・ 51は施文方向を変えている。53は撚糸文を,54・ 55は単節縄文を施している。56は附加条 2種の縄

文で羽状を構成している。57～ 59は附加条 1種 (附加 2条)の縄文を施したものである。57には軸縄が観察で

き,軸縄と附加縄ともに条が細い。60は直前段反撚の縄文を施している。61～64は附加条 1種 (附加 2条)の

縄文により羽状を構成している。61162は軸縄が明瞭であるが,63・ 64は不明瞭である。65は附加条 2種の縄

文により羽状を構成している。

底部 66は単節縄文を,67～69は附加条 1種 (附加 2条)の縄文を施した底部破片である。66・ 68・ ∞には

木葉痕がある。

古墳時代 (第27・ 29。 30図 )

70・ 71は内外面にハケロ調整を施したもので ,70が 口縁部破片 ,71が胴部破片である。72は壷の頸部破片で,

屈折部には亥Jみを施した突帯を巡らしている。73は複合させた日縁部破片で,ハケロ調整後に磨きを施 してい

る。ハケ状工具による刻みを施した棒状浮文を 3本 1単位付け, 日縁下端にも刻みを加えている。74・ 75は複

合させた口縁部破片で,75の 口縁部にはハケロ調整を施している。76は対の胴部破片で外面には磨きを施して
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第30図 遺構外出土遺物 (4)

いる。77・ 78は甕の底部破片で,77の外面には磨きを,78の外面にはヘラ削りを施している。

第27図 5は ,剣形の大型石製模造品である。滑石製で,基部に 1ケ所貫通孔を穿っている。基部と峰部の境

に刻みを施し,刃部は両側から研磨している。

平安時代 (第30図 )

79は甕の日縁部破片である。日縁端部は上下に突出させている。80・ 81は「ハ」の字状に高合の付く杯である。

底部の切り離 しは回転ヘラ切りで,内面を黒色処理している。

中世 (第30図 )

82は土師質土器の外で,底部は回転糸切りで切り離している。88は瀬戸産の盤で,底部は回転糸切りで切り

離している。内面を施釉し,底部には獣足の上端部が残っている。84は瀬戸産の高合の付く娩である。

1   77           1   78 で

７ ９
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第 4節 まとめ

小山遺跡の調査成果を時代ごとにまとめておきたい。

旧石器時代

頁岩製のナイフ形石器と象J片が表土から出上している。ナイフ形石器は,縦長崇u片を素材とし打面を残して

基部を調整するもので,東京都はけうえ遺跡第Ⅳ中層と東京都野川中洲北遺跡東区第Ⅳ中～下層のものと共通

性がある。

縄文時代

縄文時代の遺構は確認していない。前期後葉の浮島 I～ H式上器,中期前葉の下小野式土器・阿玉合 H～Ⅳ

式上器・中峠式土器,中期後葉の加曽利 EⅡ～Ⅲ式土器が表土から出土している。

弥生時代

3期に分けることができる。

第 1期 (後期前葉 )

本期の遺構は確認していない。広口壺の頸部には,沈線あるいは平行沈線で山形文 。波状文・縦位区画後連

弧文を施している。新池合遺跡第11・ 17号住居跡からは縦位区画後山形文や波状文を施した土器が,餓鬼塚遺

跡からは縦位区画後連弧文を施した土器が出土しており,本期との共通性がある。

第 2期 (後期中葉)

本期の遺構は確認していない。広口壺は有段回縁で ,顕部には無文帯を持つもの (第 V群 1類)と櫛歯状工具

で文様を施すものとがある。櫛歯状工具による文様には ,山形文 (第 V群 2類)・ 連弧文 (第 V群 3類 )。 波状

文 (第 V群 4類 )・ 平行条線文 (第 V群 5類 )がある。蓋は 2段の複合口縁である。胴部には附加条 1種 (附

加 2条)の縄文を施すものが多い。屋代B遺跡第 9。 33号住居跡出土土器と文様組成の共通性がある。本群土

器は, 2段の複合回縁のものがあること,櫛状工具による連弧文 (第 V群 3類)を施すものがあること,附加

条 1種 (附加 2条)の縄文が施されることから二軒屋式上器と考えられ,鈴木編年のH段階と位置付けること

ができる。

第 3期 (後期後葉 )

第 1・ 2号住居跡に代表される時期である。 2号住居跡は平面形が長方形で,中央に炉を持つ大型住居跡で

ある。出土遺物は,広口壺と紡錘車である。 2段の刺突を加えている単純口縁の広口壺には,頸部に櫛歯状工

具により波状文を施すもの (第Ⅵ群 2類)と細かい波状文を施すもの (第Ⅵ群 3類)と がある。】同部には,附

加条 1種 (附加 2条)の縄文で羽状を構成させている。熊の官遺跡出土遺物と共通性がある。串状工具による

格子目文を施すもの (第Ⅵ群 6類 )は ,髭釜遺跡第32号住居跡出土土器と共通性がある。本群土器は,鈴木編

年のⅢ段階に位置付けることができる。

古墳時代

2期に分けることができる。
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第 1期 (前期 )

第 4号住居跡の時期である。第 4号住居跡は,貯蔵穴が柱穴を結遮ミ軸線より床面中央寄りに位置しているこ

とと出土遺物から4世紀前葉と考えられる。また,遺構外出土遺物として複合回縁に棒状浮文を施した大廓系

の重が出上している。

第 2期 (後期 )

第 1号墳の時期である。第 1号墳は円墳と推定される。当遺跡は大柳古墳と同じ合地上にあることから,古

墳群を形成していることが考えられる。出上した垣輪片は 5片と少なく,突帯は下向きに突出する。本期は,

埴輪の出上が少ないことから6世紀後葉と考えられる。

平安時代

第 5～ 8号住居跡と第 3号土坑の時期である。住居跡は,いずれも第 1号墳周濤覆土を掘り込んで構築して

いる。竃は,第 5・ 6号住居跡が北壁に,第 7号住居跡が東壁に付設している。第 6号住居跡竃の両壁には,

灰白色粘土で構築した棚状遺構が確認された。遺物は,第 8号住居跡から二川窯産の折戸53窯式に比定される

長頸瓶と置竃が,第 3号土坑から外面体部に「本家」と墨書された高合付界が出土している。本期は,第 3号

土坑が 9世紀後葉に,第 5。 6・ 7・ 8号住居跡が10世紀前葉に位置付けることができる。

中世

中世の遺構は確認していないが,時期不明とした土坑が該当する可能性がある。遺物は,表土から瀬戸産の

四足盤・婉が出土している。
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第 5章 八幡前遺跡

第 1節 遺跡の概要

八幡前遺跡は,桜川左岸にある筑波山塊西縁合地の第 1段丘に立地する,旧石器時代から中性にかけての集

落跡である。今回の調査区は,南】ヒ約140m,東西約50m,面積7,232m2で ,舌状合地の南縁部に位置している。

現況は雑種地で,最近まで畑として利用されていた。西側の低地は水田であり,台地との比高は6mである。

また,南側の谷津の対岸に小山遺跡が隣接している。

今回の調査で確認された遺構は,弥生時代後期の土坑 1基,古墳時代中期から後期の竪穴住居跡26軒 。竪穴

遺構 2基・土坑20基・井戸 1基・濤状遺構 3条 。遺物包含層,平安時代の竪穴住居跡 3軒,時期不明の土坑42

基・井戸 3基・濤 3条・焼土遺構 1基である。遺物包合層は標高の低い調査区南半部に堆積しており,そ こで

確認した遺構の半数はその遺物包含層中を床面としている。

出土遺物は,遺物収納コンテナで106箱程で,縄文土器片15点,弥生土器片1120点 ,土師器片27070点 ,須恵

器片47点 ,鉄製品 (鉄斧 。刀子片)3点 ,土師質土器片 3点,陶磁器片27点,石器 6点 ,古銭 3点である。旧

石器時代の遺物は遺構外遺物として石核と剣片が,弥生時代の遺物は広口壷と紡錘車が,古墳時代の遺物は甕・

壷・不・婉・置竃・土鈴が,平安時代の遺物は羽釜・杯 (墨書土器)などが出上している。

第 2節 調査方法と基本層序

1 調査方法
八幡前遺跡の試掘調査において,谷津に面する調査区南半部に遺物包合層が堆積していることを確認した。

今回の調査では,遺物包合層の堆積土中及び堆積上下に遺構が存在することが考えられたため,遺物包含層が

堆積している主要な部分に土層観察用ベル トを残し調査を進めた。遺物包合層は,調査時に遺物包含層第 1・

2・ 3・ 4層 としたが,後に第Ha・ Ⅱb・ Hc・ Hd層と改めた。遺物包含層と濤状遺構から出上した遺物

については,土層観察用ベル トの調査で得られた層序を参考に,層ごとに取り上tずることに努めた。

地山である関東ローム層の層序については,調査区中央部 (C5f5区)にテス トピットを設け,深さ約1.8m

まで掘り下げて,土層の堆積状況を確認した。

2 基本層 序

今回の調査区で確認した基本土層は,表土 (第 Ia～ Ic層),遺物包含層 (第 Ha～ Hd層),関東ロー

ム層 (第Ⅲ～�層),常総粘土層 (第�層),河成砂礫層 (第�層)で,18層 にわたる。表土は,第 二a・ b

層が調査区全体に堆積し,第 Ic層は遺物包含層が堆積する調査区の南西部に分布する。表土は,縄文時代か

ら平安時代にかけての土器片を包合している。遺物包含層は,調査区の南西部に准積し,古墳時代の遺物を主

体に包合している。土質は,粘土の合有率が高く,乾くと硬化する粘質土である。関東ローム層は平行堆積し

ており,調査区南側の谷津に向かうにつれて深く流失している。そのため,関東ローム層上部層は標高の高い

調査区北東部のみに残っている。鹿沼パミス (KP)は ,標高33.80m付近に堆積しており,今回調査したテ

ス トピット (C5亀区)では確認できなかった。以下,調査で確認した各基本土層について列挙する。
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第 Ia層 褐色土。耕作土である。ローム粒を微量含む。礫粒

を少量含む。                   33.8“ 一

第 Ib層 褐色土。ローム粒・礫粒を微量合む。

第 lc層 褐色土。ローム粒・礫粒を少量含む。

第Ha層 暗褐色土～黒褐色土。ローム粒・礫粒を少量合む。

第 II b層  暗褐色土～黒褐色土。ロームブロック・灰白色粘± 33,0 -

ブロック・礫粒を少量合む。

第HC層 暗褐色土～黒褐色土。ローム粒・礫粒を少量含む。

第Hd層 暗褐色土。灰白色ローム粒・礫粒を中量含む。

第Ⅲ層  褐色ローム。

第Ⅳ層  黄褐色パミス。鹿沼パミス (KP)。

第V層  褐色ローム。

第Ⅵ層  黄褐色ローム。Ⅵ層より粘性がある。

第Ⅶ層  褐色ローム。白色スコリアを含む。Ⅶ層より粘性がある。

第Ⅷ層  黄褐色ローム。Ⅷ層より硬質で,粘性がある。

第Ⅸ層  黄褐色ローム。鱗層より色調が明るい。

第X層  褐色ローム。礫粒を少量含む。

第�層  にぶい黄褐色ローム。スコリア・少礫を少量含む。

第�層  灰オリーブ色粘土。雲母・礫粒を多量に合む。

第Xlll層  灰色混礫砂層。

第 3節 遺構と遺物

第33図 八幡前遺跡基本土層図

1 弥生時代 の遺構 と遺 物

今回の調査では,弥生時代の土坑を 1基確認した。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

(1)土坑

第 7号土坑 (第34図 )

位置 調査区の北部,B418区。

規模と平面形 長軸1.64m。 短軸1.56mの方形。

壁 深さは60cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦で,やや締まりがある。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒を中量,ロームブロックを少量,焼土粒 。炭化物を微量含む暗褐色

土。第 2層は,ロ ームブロックを中量, ローム粒を少量含む暗褐色土。第 3層は, ロームブロック・ ローム粒

H        遭鍬

量

星互吾写身:≧魯表曇二羊二万とこ[ぞ暴法F~ム

ブロック・粘土粒を少量
拿
む明褐色上である。

所見 本跡の時期は,出土遺物から弥生時代後期と考えられる。
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0               10cm

0              2m

第34図  第 7号土坑・出土遺物

第 7号土坑出土遺物観察表

2 古墳 時代 の遺構 と遺物

今回の調査では,古墳時代の竪穴住居跡26軒,竪穴遺構 2基,土坑20基,井戸 1基,濤状遺構 3条,遺物包

含層を確認した。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

(1)竪穴住居跡

第 2号住居跡 (第35図 )

位置 調査区の北部,B3da区。

確認状況 遺物包含層である第Hb層上面で確認する。

重複関係 本跡は,第31号住居跡と第69号土坑と重複している。本跡は第31号住居跡と第69号土坑の覆土上層
を床面としており,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸4.58m・ 短軸4.20mの不整方形。

主軸方向 N-126° 一E

壁 壁高は10cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 遺物包含層である第Ⅱb層下部及び第31号住居跡覆土上層を床面としている。ほぼ平坦であるが,踏み締
まりは尋尋い。

ピット 柱穴等のピットは確認していない。

電 南東壁北寄りに付設する。袖部は確認していない。火床面は床面と一致し,煙道は壁よりわずかに突出し
て緩やかに立ち上がる。覆土は, 5層からなる。第 1層は,焼土ブロックを中量,炭化物・礫粒を少量含む暗

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備   考

第34図
1

小 型 壷
弥生式上器

Ｃ

Ｆ

口縁部欠損。最大径は胴部中位。胴部は内彎して立ち上がり,顕部は
わずかに外反する。胴部は,無節のLと Rの原体により羽状縄文を構
成する。顕部と胴部の境には,ボタン状の貼瘤を巡らしている。

石英・長石
にぶい掻色
普通

Ｐ３３
明
融



褐色上。第 2層は,焼土プロック・炭化物を中量含む暗褐色土。第 3層は,焼土ブロック・炭化物を多量に合

む暗褐色上。第 4層は,焼土ブロックを多量,炭化物を少量含む暗褐色土。第 5層は赤褐色焼土である。

覆± 5層からなる。第 1層は,ロ ーム粒を少量,焼土粒を微量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒を少量,

焼土粒を微量含む暗褐色土。第 3層は,焼土ブロック・ ローム粒を少量含む暗褐色土。第 4層は, ローム粒・

焼土粒を微量含む褐色土。第 5層は,ロ ーム粒を中量,焼土粒を微量合む褐色土である。

遺物 本跡から古墳時代の上師器片363点が出上している。

所見 本跡は,南東壁に電を付設する住居跡である。本跡の時期は,時期を決定できる遺物の出土がないため

明確にはできないが,第31号住居跡覆土上層を床面にしており古墳時代以降の遺物が混入していないことから,

7世紀前葉と考えられる。

堅31.4m

。‖く

0           50Cm

―
第35図  第 2号住居跡

第 3号住居跡 (第36図 )

位置 調査区の北部,B3dO区。

重複関係 本跡は,第 8号土坑と重複している。本跡は第 8号土坑に掘り込まれており,本跡が古い。

規模と平面形 長軸 〔3.60〕 m・ 短軸2.54mの長方形と推定される。

長軸方向 N-46° 一W

壁 北東壁と南北壁だけが残存している。壁高は10Cmで,傾斜して立ち上がる。

床 ほぼ平坦であるが,踏み締まりは弱い。

ピット 柱穴等のピットは確認していない。

覆± 1層からなる。第 1層は,礫粒を中量,炭化物を微量合む褐色土である。

口 |   。

2mO



生31.6m

B31.7m

υ               2m

第36図 第 3号住居跡

遺物 本跡からは,古墳時代の土師器片■4点が出土している。
所見 本跡の時期は,第 8号土坑に掘り込まれていることから6世紀代と考えられる。

第 4号住居跡 (第37図 )

位置 調査区の北部,B3働区。

確認状況 遺物包含層である第Hb層上面で確認する。
規模と平面形 長軸 〔4.20〕 m・ 短軸 〔3.60〕 mの隅丸長方形と推定される。
主軸方向 N-112° 一E

壁 東壁だけが残存している。壁高は16cmで,傾斜して立ち上がる。
床 遺物包含層である第Ⅱb層下部を床面にしている。ほぼ平坦であるが,踏み締まりは弱い。
ビット 柱穴等のピットは確認していない。
竃 東壁のほぼ中央に付設している。袖部は確認していない。火床面は床面と一致 し,煙道部は壁より44cm程
突出させ緩やかに立ち上がる。覆土は5層からなる。第 1層は,ローム粒 。焼土粒・炭化物を少量合む暗褐色

土。第 2層は,ローム粒・焼土粒・炭化物を少量含む褐色土。第 3層は,焼土ブロックを多量,炭化物を中量 ,
ローム粒を少量含む暗赤褐色土。第 4層は,焼土ブロック・ ローム粒を少量含む暗褐色土。第 5層は,炭化物
を中量,焼土粒を少量含む褐色土である。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒・礫粒を少量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒・礫粒を中量含む
灰褐色土。第 3層は,ローム粒・礫粒を中量合む暗褐色土。第 4層は,ロームブロック・ ローム粒・礫粒を多

量に合む褐色上である。

遺物 本跡から古墳時代の土師器片580点と須恵器片 2点が出土している。
所見 本跡の時期は,平面形及び主軸方向が第 2号住居跡と近似することから, 7世紀前葉と考えられる。
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第 5号住居跡 (第38図 )

位置 調査区の北部,B4f3区。

規模と平面形 住居跡西側半分が流失しているため規模は不明であるが,平面形は隅丸方形と推定される。

壁 東壁と南壁の一部が残存している。壁高は10cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 東壁と南壁下に残存している。上幅約20cm o下幅約12cmで ,深さ6～ 18cmである。

床 東側半分が残存している。床面はほぼ平坦で,中央部付近に踏み締まりがある。

ピット 1ケ所。Plは,長径36cm・ 短径26cmの精円形で,深さ14cmである。

炉 2ケ所 (炉 A・ 炉 B)。 炉Aは床面中央に位置し,長径80cm・ 短径56cmの精円形で,深さは12cmである。

覆土は 1層からなる。第 1層は,礫粒を中量含む赤褐色焼上である。炉Bは南壁寄りに位置し,長径34cm・ 短

径24m精円形で,深さ 8 cmである。覆土は 2層からなる。第 1層は,焼土粒・礫粒を少量合む褐色上である。

第 2層は,礫粒を中量含む赤褐色土である。

覆± 2層からなる。第 1層は,ロ ーム粒・礫粒を中量含む褐色上である。第 2層は,ローム粒・礫粒・炭化

物を中量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 7点,上師器片367点,須恵器片 2点、土製品片 2点、陶磁器片 5点が出土して

いる。第39図 1・ 2の奄と3の外は,床面から出上している。 3の置竃は,覆土上層からの出上であり,混入

した可能性がある。弥生土器片と陶磁器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,床面から第39図 1の甕と3の杯が出土していることから, 7世紀前葉と考えられる。
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第 5号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図３９

１

第 甕
土 師 器 A[25.5]

回縁部破片。体部上位は直線的で,
日縁部は外方に開く。

日縁部内・外面横ナデ。 長石・雲母・砂粒
にぶい橙色
普通

Ｗ
％
面

Ｐ

・５
床

甕
土 師 器 C 9.0

底部破片。平底。 内面ヘラナデ。 石英・長石・砂粒
明赤褐色
普通

Ｐ・８
窃
繭

3
杯
上 師 器

Ａ

Ｂ

131
42
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部に至る。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後
放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ

長石・雲母・砂粒
明赤褐色
普通

・４
％
面

Ｐ
７５
床

4

竃

器師
置
土 A[220」

上端部から焚田部破片。上端部は隆
帯を巡らし,上端部から突帯を垂下
させる。焚口部上部には庇が付く。

内・外面ナデ。 石英・長石
にぶい橙色
普通

P19
10%
覆上下層
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第39図  第 5鞘 遺物
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第 6号住居跡 (第40。 41図 )

位置 調査区の中央部,B4i5～B4,7区。

確認状況 本跡の大部分は遺物包合層である第Hb層上面で,北壁のみを関東ローム層下部である第 V・ Ⅶ層

で確認する。南壁と西壁は確認できず,南西部は床面のみが残存している。

重複関係 本跡は,第 7号住居跡と第40号住居跡と重複する。本跡は第 7号住居跡と第40号住居跡に掘り込ま

れており,本跡が古い。

規模と平面形 長軸10.20m・ 短軸7.30mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向 N-12° 一W

壁 東壁・北壁及び南壁の一部が残存している。壁高は最大で36cmで,傾斜して立ち上がる。

壁溝 東壁下と南壁・北壁下の一部に残存している。上幅約24mo下幅約14cmで ,深さ約10cmである。

床 床面は平坦であり,床面中央部はよく踏み締めている。

―-53-―
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第43図 第 6号住居跡出土遺物 (2)
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■
■
■

ピット 5ケ所 (Pl～ P5)o Pl～ P4は長径54～ 76cm・ 短径46～70cmの楕円形で,深さ40～ 66cmである。 Pl・

Pワ・ P4は ,断面が 2段となっている。Pl～ P4は,規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は南壁際中央に

位置し,長径68cm・ 短径50cmの楕円形で,深さ22cmである。P5は ,出入り回ピットと考えられる。

貯蔵穴 1ケ所 (P6)o P6は北東コーナー付近に位置し,長径106cm。 短径85cmの楕円形で,深さ26cmである。

底面はほぼ平坦であり,壁は傾斜して立ち上がる。覆土は 2層からなる。第 1層は, ローム粒・焼土粒・炭化

物を少量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒・焼土粒・炭化物を中量含む褐色上である。

竃 北壁に付設し,煙道は壁外に20cm程突出している。両袖は灰白色粘土 。礫粒を多量に含む暗褐色上で構築

し,火床面は床面を 2 cm程掘りくばめている。覆土は 6層からなる。第 1層は,焼土ブロック・礫粒を多量に

含む赤褐色土。第 2層は,焼土ブロック・焼土粒を多量,炭化物・礫粒を中量含む暗赤褐色土。第 3層は,焼

土粒を多量,礫粒を中量,炭化物を少量合む暗赤褐色土。第 4層は,焼土粒・礫粒を中量含む暗赤褐色土。第

5層は,焼土粒・礫粒を少量合む暗褐色土。第 6層は,焼土粒・礫粒を少量含む赤褐色上である。

覆± 3層 (第 4～ 6層)か らなる。第 4層は, ローム粒・礫粒・焼土粒 。炭化物を中量含む褐色土。第 5層

は,ロ ーム粒・礫粒・焼土粒・炭化物を少量含む褐色土。第 6層は, ロームブロック。ローム粒・礫粒を多量 ,

焼土粒・炭化物を微量含む褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片40点,土師器片1289点,須恵器片 3点 ,土製支脚 1点 (第42図 5),管玉 1点

(第44図28),臼玉 1点 (第44図29),不明土製品片 4点が出土している。第42図 1・ 4の甕,第43図 7の甕と

9の甑,第44図 12・ 14・ 19・ 20・ 23・ 25の杯は床面から出土している。第42図 6の ミニチュア土器は, Plに埋納さ

せた状態で出上している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡は,亀を北壁に付設する大型住居跡である。本跡の時期は,床面から第44図 12・ 14・ 19。 20。 23・ 25の

杯が出上していることから6世紀後葉と考えられる。

第 6号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

図４２

１

第 甕
土 師 器

A 19 4
B〔 278〕

体部は倒卵形で,最大径は体部中位
にある。頸部は内傾し, 日縁部は外
反する。

胴部外面ヘラナデ。日縁部内・外面

横ナデ。

石英 。長石・雲母

にぶい橙色

普通

３９
％
面

Ｐ
開
床

2

甕
土 師 器 C 70

底部破片。平底。 内面ヘラナデ① 石英・長石・砂粒
にぶい褐色
普通 層

Ｐ４４
磁
知

3
甕
土 師 器

A181
B(263)

底部欠損。体部は倒卵形で,体部上
位に最大径がある。顕部は直立し,
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後 ,ヘラ磨き。体部

内面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。
石英・長石 。砂粒
赤褐色
普通 層

Ｐ４０
財
紳

4
甕
土 師 器

・８

３０

Ａ

Ｂ

底部欠損。体部は倒卵形で,最大径
は体部中位にある。顕部は内傾し,
日縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ後,ヘ ラ磨き。内
面ナデ。国縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石

明赤褐色

普通

４
％
面

Ｐ
３。
床

6

ミニチェア電器
土 師 器

A 81
B 53
C 50

平底。体部は直立して立ち上がる。 体部外面ナデ①体部内面ヘラナデ。 長石・砂粒
明褐色
普通

P45
lCICl%

Pl覆土

第43図

7

甕

土 師 器

B(274)
C 76

日縁部欠損。体部は倒卵形で,体部
中位に最大径がある。

体部外面ヘラナデ後ヘラ磨き。内面
ナデ。日縁部内・外面積ナデ。

石英・長石

赤褐色

普通

Ｐ４２
賜
繭

8
甕
土 師 器

B(203)
C〔 88〕

体部上半部欠損。体部は倒卵形で,
体部中位に最大径がある。

体部外面ヘラナデ後,ヘラ磨き。内
面ナデ。

石英・長石 。雲母
にぶい赤褐色

普通 上

４３
％
覆

Ｐ

２５
竃

―-59-―



図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備   考

甑
土 師 器

A[302]
BE19 5]

底部欠損。体部は直線的に立ち上が
り, 日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
回縁部内・外面横ナデ。

長石・砂粒
明赤褐色
普通

４６
％
面

Ｐ

２０
床

第44図
10

甑
土 師 器

％

３０

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。体部は倒卵形で,体部上半
部は直線的に立ち上がる。口縁部は
強く外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ヘラナ
デ後,ヘ ラ磨き。日縁部内・外面横
ナデ。

・長石英
色
通

石
橙
普

０
　
層

４３
％

１

Ｐ
９５
第

ネ
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り◇体部内面ナデ後
放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ

長石・雲母・スコリア

にぶい橙色

普通

Ｐ２。叫
融

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
にぶい笹色
普通
Ｐ２‐蹴緬

杯

土 師 器

A125
B 41

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り①体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒
明赤褐色
普通 層

２２

％

１

Ｐ

９０

第

14
杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

129
53
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
にぶい赤褐色
普通

Ｐ２３叫
融

不
土 師 器

A 13 2
B 47

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
直立する。

体部外面ヘラ肖Jり。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・ スコリア

橙色

普通 層

２４
％

１

Ｐ

９５
第

杯
土 師 器

A 13 2
B 45

丸底。体部は内彎気味に立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

長石 。雲母・砂粒
口縁部内・外面横ナデ。 にぶい赤褐色

普通 層

２５
％

１

Ｐ

８０
第

17

杯

土 師 器

A〔130〕

B 44
丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

長石 。雲母・砂粒
明赤褐色
普通

P26
75ラ

`第 1層

杯

土 師 器

A140
B 46

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
口縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母

橙色

普通

P27
70%
貯蔵穴覆土

不

土 師 器

A〔 126〕

B 49
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ肖Jり 。内面ナデ。日縁
部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒
にぶい橙色
普通

２８
％
面

Ｐ
８０
床

杯

土 師 器

A[136コ
B 44

丸底。体部は内鸞して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。内面ナデ。日縁
部内・外面横ナデ。

粒
色
通

砂
笹
普

スコリア 閉
％
面

Ｐ
５０
床

杯

土 師 器

A[130]
B(44)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
口縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。内面ナデ。日縁
部内・外面横ナデ。

長石・スコリア

明赤褐色
普通 層

３３

％

１

Ｐ

３０

第

杯
土 師 器

A「 162]
B 39

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母
橙色
普通

３２
％
土

Ｐ
３０
覆

堺

土 師 器

A〔 130〕

B(41)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・雲母
橙色
普通

３４

％

面

Ｐ

ｌＯ

床

杯
土 師 器

A[144ヨ
B 49

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部に至る。日縁部は直立する。
体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・スコリア

橙色
普通

３０
％
土

Ｐ
拇
覆

杯
土 師 器

A〔 143〕

B(40)
丸底。体部は内彎 して立ち上がり,
日縁部に至る。日縁部はほぼ直立す
る。

体部外面ヘラ削り。内面ナデ後放射
状の磨き。日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・スコリア
にぶい橙色
普通

３．
％
面

Ｐ
３０
床

杯
土 師 器

A〔 144
B(39)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
回縁部に至る。口縁部はほぼ直立す
る。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内。外面横ナデ。

砂粒・ スコリア

橙色
普通 層

３５

％

１

Ｐ

２０

第

不

土 師 器

A[120]
B(32)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部に至る。日縁部はほぼ直立す
る。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・雲母・砂粒
橙色
普通

３６
％
土

Ｐ

２０
覆

葛 卜



第 7号住居跡 (第40・ 41図 )

位置 調査区の中央部,B4j6区。

確認状況 第 6号住居跡の覆土上面で確認する。

重複関係 本跡は,第 6号住居跡と重複する。本跡は第 6号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新 しい。

規模と平面形 長軸4.42m・ 短軸4.04mの隅丸長方形である。

主軸方向 N-2° 一E

壁 壁高は20cmで,傾斜して立ち上がる。

床 床面は平坦で,中央部に踏み締まりがある。

ピット 6ケ所(P,～ P6)o Pl～ P4は ,長径29～42cm・ 短径38～40cmの 円形で,深さ23～ 34cmである。Pl～ P4

は,主柱穴と考えられる。P5は南壁際中央に位置し,長径30cm・ 短径26cmの精円形で,深さ30cmで ある。P5

は,出入りロピットと考えられる。P6は ,長径60cm・ 短径40cmの精円形で,深さ48cmである。断面形は 2段

となる。P6は柱穴と考えられるが,第 6号住居跡に伴う可能性もある。

宅 北壁に付設され,煙道を壁よりも約40cm突出させている。袖部は,礫粒を多量に含んだ灰白色粘土で構築

している。火床面は床面よりも約 2 cm掘 りくばめ,煙道は緩やかに立ち上がる。覆土は, 3層からなる。第 1

層は,焼土粒を少量,礫粒を多量に合む褐色土で,下部が赤変硬化していることから天丼部崩落土と考えられ

る。第 2層は,焼土プロック・焼土粒を多量含む褐色土。第 3層は,焼土ブロック。炭化物を多量含む暗褐色

上である。

0              10Cm

―
一第45図 第 7号住居跡出土遺物

一-61-―



覆± 3層 (第 1～ 3層 )か らなる。第 1層は, ローム粒・礫粒・焼土粒・炭化物を微量含む暗褐色土。第 2
層は, ローム粒・礫粒 。炭化物を少量含む褐色土。第 3層は, ロームブロック・ ローム粒を多量含む褐色土で

ある。

遺物 本跡から,弥生土器片14点 ,土師器片279点,土製支脚 (第45図 9)が出上している。第45図 1の甕と
2・ 3・ 4・ 5。 7の杯は,床面から出土している。方生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,床面から第45図 2・ 3・ 4・ 5。 7の杯が出土したことから, 6世紀末葉と考えられる。

第 7号住居跡出土遺物観察表

第 8号住居跡 (第46図 )

位置 調査区の中央部,C5bっ区。

確認状況 遺物包含層である第Ha層上面で確認する。
規模と平面形 長軸3.66m・ 短軸2.76mの隅丸長方形である。
長軸方向 N-3° 一W

壁 壁高は1lcmで ,傾斜して立ち上がる。

床 床の大半は遺物包含層である第Hb層下部を床面としているため,踏み締まりは弱い。
ビット 1ケ所。Plは,長径50cm。 短径38cmの楕円形で,深さ48cmでぁる。断面形は南側に段がある。
覆± 4層からなる。第 1層は, ロームブロック・ ローム粒を中量,焼土粒・炭化物を微量合む褐色土。第 2

層は, ロームブロック・ ローム粒・炭化物を少量合む褐色土。第 3層は, ロームブロック・ ローム粒を中量,

焼土粒・炭化物を微量含む褐色土。第 4層は,ロ ームブロック・ ローム粒を多量,炭化物を微量含む褐色土で

ある。

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図４５

１

第 甕
土 師 器

A〔 169〕

B(147)
回縁部から胴部破片。体部上位は内
傾 し, 国縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
回縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・砂粒
にぶい黄褐色
普通

５７
％
面

Ｐ
３０
床

2

婉

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,
口縁部との境に稜がある。日縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面積ナデ。

砂粒・スコリア

桂色
普通

５５
％
面

Ｐ
８０
床

3

娩
土 師 器

100
83
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石 。雲母・砂粒
にぶい褐色
普通

５６
％
面

Ｐ
∞
床

4

杯
土 師 器

A〔 142〕

B 46
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
口縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・スコリア

橙色

普通

５０

％

面

Ｐ

５０
床

5
杯
土 師 器

A〔 142〕

B 43
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
国縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り (剣落)。 体部内
面ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

長石 。雲母・砂粒
にぶい橙色

普通

５‐
％

面

Ｐ

７０
床

6
杯

土 師 器

A〔 134〕

B 46
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
回縁部との境に突出した稜がある。
回縁部は直立する。

体部外面ヘラ肖Jり。体部内面ナデ。
口縁部内。外面横ナデ。

雲母・砂粒
橙色
普通

５４
％

土

Ｐ

３０
覆

7

杯

土 師 器

A〔 145〕

B(36)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部に至る①日唇部は尖る。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

粒
色
％

砂
橙
ω

５２
％
面

Ｐ
４０
床

杯
土 師 器

A〔 150〕

B 33
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部に至る。日唇部は尖る。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・雲母
にぶい黄橙色
普通

５３

％

土

Ｐ

３０

覆
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遺物 本跡から,弥生土器片 1点,土師器片22点が出上 している。

土 している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第46図 第 8号住居跡

第47図 1の甑と2～ 5の杯は,覆土から出
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第 8号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第47図
1

甑
土 師 器

A〔 26.6〕

B26.4
C 96

無底式。体部は外傾して立ち上がり,
日縁部は外方に開く。

体部外面ヘラナデ後,一部に磨き。
体部内面ヘラナデ後,磨き。日縁部
内・外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
橙色
普通

Ｐ６５
明
融

不

土 師 器

132
53

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒
にぶい種色
普通

剛
財
融

杯
土 師 器

132
4.6

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
にぶい黄橙色
普通
Ｐ６．叫駐

4

不
土 師 器

A 12.4
B 5,4

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

雲母 。砂粒
笹色
普通
Ｐ６２嘲融

5

ネ
上 師 器
A 144
B 68

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
橙色
普通
躙叫盈

第11号住居跡 (第48図 )

位置 調査区の中央部,C5鶴区。

重複関係 本跡は,第12号住居と重複する。本跡は第12号住居跡に掘り込まれているため,本跡が古い。

規模と平面形 本跡の南側を第12号住居跡に掘り込まれているため規模は不明であるが,東西6.02mの隅丸方

形と推定される。

A

A 33.7m

0               2m

ー
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主軸方向 N-16° 一E

壁 東壁だけが残存している。壁高は10cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 東壁下と竃両側に残存している。上幅約20cm・ 下幅約 8 cmで ,深さ約 5 cmである。

床 西側の床は流失している。平坦であり,中央部に踏み締まりがある。

ピット 2ケ所。 Pとは,長径47cm・ 短径38cmの精円形で,深さ35cmである。P2は,長径38cm・ 短径30cmの精

円形で,深さ60cmである。 P,。 P2は,主柱穴と考えられる。本跡は4本柱と考えられるが,確認できたのは

2ケ所だけである。

宅 北壁に付設している。竃は下部まで流失しており,火床部だけが残存している。火床面は床面より5 cm程

掘りくぼめ,火床部のやや北側に土製支脚を設置している。覆土は 1層からなる。第 1層は,炭化物を少量合

む明赤褐色焼上である。

覆上  1層からなり,東側だけに堆積している。第 1層は, ローム粒 。焼土粒・炭化物を微量含む暗褐色上で

ある。

遺物 本跡から,弥生土器片 1点 ,土師器片44点 ,土製支脚片 1点が出上している。

所見 本跡の時期は,規模と主軸方向が重複する第12号住居跡とほぼ一致することから5世紀末葉と考えられ

る。

第12号住居跡 (第49図 )

位置 調査区の中央部,C5f6区。

重複関係 第11号住居跡と第13号住居跡と重複する。本跡は,第11号住居跡を掘り込んでいるため本跡が新し

く,第13号住居跡に掘り込まれているため本跡が古い。

規模と平面形 第13号住居跡に西側を掘り込まれているため東西方向の長さは不明であるが,南北6.76mの隅

丸方形と推定される。

主軸方向 N-1° 一E

壁 東壁だけが残存している。壁高は16cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 西側は不明であるが,東・南・北壁下で確認する。上幅約20cm o下幅約10cmで ,深さ 6 cmである。

床 平坦で,中央部に踏み締まりがある。

ピット 3ケ所。Pl～ P9は,長径30～ 80cm・ 短径32～ 58cmの精円形で,深さ48～50cmである。 4本 目のピッ

トは確認していないが, 4本柱と考えられる。

竃 北壁に付設する。竃下部まで流失しており,火床部だけが残存している。覆土は 1層からなる。第 1層は ,

灰白色粘土粒を少量合む暗赤褐色焼上である。

覆± 2層からなる。第 1層は, ローム粒を中量,焼土粒・炭化物を微量合む褐色土。第 2層は,ロ ーム粒を

多量含む褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片15点 ,土師器片180点が出上している。第50図 3・ 5の杯は,床面から出土して

いる。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,第50図 3・ 5の郭が床面から出土していることから5世紀末葉と考えられる。
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0            10Cm

第50図 第12号住居跡出土遺物

第12号住居跡出土遺物観察表

第13号住居跡 (第49図 )

位置 調査区の中央部,C5g6区。

重複関係 第12号住居跡と重複する。本跡は第12号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新しい。

規模と平面形 本跡の大半は流失しているため規模は不明であるが,平面形は隅丸長方形と推定される。

主軸方向 N-18° 一E

壁溝 東側と北側だけに残存する。上幅16～ 30cm・ 下幅14～18cmで ,深さ約 6 cmである。

床 北側だけが残存している。平坦で,中央部に踏み締まりがある。床面の一部には焼土が堆積している。

ピット 4ケ所。Pl～ P4は,長径38～ 50cm・ 短径18～36cmの精円形で,深さ36～86cmである。

図版 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５。

１

第 甕

上 師 器

B(180)
C 70

平底で,底部が突出する。体部は内
彎して立ち上がる。

体部外面ヘラナデ後,磨 き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・砂粒
にぶい橙色
普通

７３
％
土

Ｐ

４０
覆

2

甑
土 師 器

A〔 150〕

B(103)
口縁部から体部破片。体部は直線的
に立ち上がり, 日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナブ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
明褐色
普通

Ｐ７４
財
融

3

不

上 師 器

Ａ

Ｂ

150
54
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部は外

傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,

放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ

デ。内・外面赤彩

石英。長石。スコリア

赤色
普通

７０
％
面

Ｐ
９５
床

4
杯
土 師 器

A142
B 46

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部はわ

ずかに外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,

放射状の磨き。日縁部内。外面横ナ

デ。

粒
色
通

砂
橙
普

７‐
％
土

Ｐ
制
覆

5

杯

土 師 器

A〔138〕

B(5,2〕
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま日縁部至る。日縁郡はわず
かに外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・雲母
橙色
普通

７２
％
面

Ｐ
２５
床
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覆± 1層からなり,北東側だけに堆積している。第 1層は,焼土ブロック・炭化物を多量に含む黒褐色土で

ある。

遺物 本跡から,弥生土器片26点 ,土師器片283点が出土している。第51図 1～ 3の小型甕は,床面から出土

している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡は,床面に焼土が堆積していることから焼失家屋と考えられる。本跡の時期は,出土遺物から5世

紀末葉と考えられる。

0             1ocm

第51図 第13号住居跡出土遺物

第13号住居跡出土遺物観察表

第18号住居跡 (第52図 )

位置 調査区の東部,C6ge区。本跡の北側は,調査区外である。

重複関係 第14号土坑と重複する。本跡は第14号土坑に掘り込まれているため,本跡が古い。

規模と平面形 本跡の大半が調査区外であるため南北方向の長さは不明であるが,東西6.84mの隅丸方形と推

定される。

壁 壁高は 7 cmで,傾斜して立ち上がる。

壁溝 南壁中央部では確認できず,それ以外では全周する。上幅 8～20cm・下幅 4～13cmで,深さ約 4 cmであ

る。

床 ほぼ平坦であるが,踏み締まりは弱い。

ピット 1ケ所。Plは,長径101cm・ 短径74cmで ,深さ32cmである。底面は起伏がある。覆土は 3層からなる。

第 1層は住居跡覆土第 1層 と同一層で,ローム粒を少量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒を

少量合む暗褐色土。第 3層は,ローム粒・灰白色粘土粒を多量にふくむ暗褐色土である。Plは南壁際中央に

位置するが,性格は不明である。

ノ

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５．

１

第 甕

器

型
師
小
土

A〔 146〕

B(52)
日縁部破片。顕部は内彎し, 日縁部
はわずかに外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・砂粒
にぶい赤褐色
良好

７７
％
面

Ｐ

ｌＯ
床

2

甕

器

型
師
小
土

B(6.0)
C 6.9

底部破片。平底。体部は内彎して立

ち上がる。 1と 同一個体の可能性が

ある。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ヘラナデ。日縁部内外面横ナデ。

石英・長石・砂粒
明赤褐色
普通

７６
％
面

Ｐ

ｌＯ
床

3

甕

器

型
師
小
土

B(11.3)
C 73

平底。底部は突出する。体部は内鸞
して立ち上がる。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。

石英・長石
にぶい赤褐色
普通

Ｐ７５
鋭
繭
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覆±  1層からなる。第 1層は,ロ ーム粒を少量,炭化物を微量含む暗褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 3点,土師器片70点 ,陶器片 1点が出土している。第53図 1の対, 2・ 3・ 6・

8の杯は床面から出土している。弥生土器片と陶器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,第53図 2・ 3・ 6・ 8の外が床面から出上していることから6世紀初頭と考えられる。

0               2m

第52図 第18号住居跡

0              1ocm

Ｅ
ф
．寸
０
引
引

第53図 第18号住居跡出土遺物
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第18号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５３

１

第 対
土 師 器

A[100]
B 144

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
顕部が直立する。日縁部は外傾する。

体部外面磨き。体部内面ヘラナデ。
日縁部内・外面積ナデ。外面赤彩。

砂粒
橙色
普通

Ｐ９７
甥
緬

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
顕部がくびれる。日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ヘラナ
デ後,放射状の磨き。日縁部内。外
面横ナデ。外面日縁部・ 内面赤彩。

雲母・スコリア

明赤褐色
普通

Ｐ９．
賜
繭

3

ネ
土 師 器

150
60

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
顕部がくびれる。口縁部は外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,

放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ
デ◎外面回縁部・内面赤彩。

砂粒・スコリア

怪色
普通

Ｐ９２
腸
輌

杯

土 師 器

A 14 6
B〔51]

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
回縁部との境に稜がある。日縁部は

外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,

放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ
デ。外面日縁部・内面赤彩。

砂粒・スコリア

橙色
普通

Ｐ９５
萌
盈

5

杯
土 師 器

A 14 0
B 58

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
顕部がくびれる。日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,

磨き。日縁部内・外面横ナデ。外面
日縁部・内面赤彩。

砂粒・スコリア

橙色
普通

P94
90ラ

`Pl覆土

雰
土 師 器

A〔 146〕

B 64
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
顕部がくびれる。日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ肖1り。体部内面ナデ後 ,

磨き。口縁部内・外面横ナデ。外面
日縁部 。内面赤彩。

砂粒・スコリア

明赤褐色
普通

２２
％
面

Ｐ
∞
床

7

杯
土 師 器

A138
B 46

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
顕部がくびれる。日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,
放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ

デ。外面日縁部・内面赤彩

砂粒・ スコリア

明赤褐色
良好

P96
lCXl%

Pi覆土

杯
上 師 器

A〔 14.2〕

B(48)
日縁部破片。頸部はくびれ, 日縁部
は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後 ,
磨き。日縁部内。外面横ナデ。内・

外面赤彩。

砂粒
明赤褐色
普通

Ｐ９３
鋭
�

第19号住居跡 (第54図 )

位置 調査区の東部,C6jO区。本跡の東側は,調査区外である。

重複関係 第57号土坑と重複する。本跡は第57号土坑に掘り込まれているため。本跡が古い。

規模と平面形 本跡の東側は調査区外であるため規模は不明であるが,一辺約7.60mの隅丸方形と推定される。

壁 南西壁だけが残存している。壁高は10cmで ,傾斜して立ち上がる。

壁滞 北東壁側では確認できず,それ以外では全周する。上幅30～ 48cm・ 下幅18～38cmで,深さ8～ 12cmであ

る。

床 ほぼ平坦で,全体的に踏み締まりがある。

ビット 3ケ所。Pl～ P3は,径58～80cmの 円形で,深さ54～84cmである。Pl～ P3は,規模や配列から主柱穴

と考えられる。

覆± 3層からなる。第 1層は,ロ ーム粒を少量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒を少量,焼土粒を微量合

む褐色土。第 3層は, ローム粒を少量含む褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片12点,土師器片190点 ,須恵器片 3点が出土している。第55図 1・ 2・ 4の甕と

8・ 9の杯と10の須恵器薩は,床面から出土している。第55図 3の甕と6の杯は,壁濤底面から出上している。

所見 本跡の時期は,第55図 3の甕と6の杯が壁濤底面から,第55図 10の須恵器磁が床面から出上しているこ

とから, 5世紀末葉と考えられる。
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A34.3m

0               2m

第54図 第19号住居跡

第19号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

図５５

１

第 甕

器

型
師
小
土

A〔160〕

B(19,1)
平底。体部は球形で,頸部はほぼ直
立する。日縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
口縁部内・外面積ナデ。

長石 。砂粒
にぶい黄橙色
普通

副
％
面

Ｐ
５０
床

甕

器

型
師
小
土

A〔148〕

B(10.8)
体部上半部破片。体部は内彎して立

ち上がり, 日縁部は外反する。
体部内・外面ナデ。日縁部内・外面
積ナデ。

石英,長石・スコリア

獲色
普通

朗
％
面

Ｐ
ｌＯ
床

甕

器

型
師
小
土

A 13 4
B13.1
C 59

平底。体部は倒

'F形

で,体部上位に
最大径がある。頸部は「く」の字状に
外反 し, 日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
にぶい褐色
普通

P104
70%
壁濤底面

甕

器

型
師
小
土

A〔126〕

B(98)
体部上半部破片。顕部は「 く」の字状
に外反し,顕部内面に突出した稜が
ある。日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒
にぶい橙色
普通

１０
％
面

Ｐ
３０
床
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図版番 器  種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

5

士霊
器

頸

師

短

土

A〔 114〕

B(85)
体部上半部破片。体部は内彎して立
ち上がり, 日縁部はほぼ直立する。

体部内 。外面ヘラナデ◎日縁部内・
外面横ナデ。

雲母・砂粒
獲色
普通

１０
％
土

Ｐ
３０
覆

6
杯
土 師 器

A 142
B 59

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

そのまま口縁部に至る。日縁部は外
傾する。

体部内・外面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。

石英 。長石・秒粒
赤褐色
普通

P98
lCXl%

壁濤底面

7
ネ
土 師 器

140
50

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま回縁部に至る。日縁部は外
傾する。日縁部内面に稜がある。

体部外面ナデ。体部内面ナデ後,放
射状の磨き。日縁部内・外面横ナデ。
外面日縁部・ 内面赤彩。

砂粒・スコリア

明赤褐色
普通

P99
80フ

`P2覆土

8
杯
土 師 器

A〔 130〕

B 33
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日唇部は外
傾する。

体部内 。外面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。外面口縁部内面赤彩。

石英・長石・スコリア

明赤褐色
普通

硼
％
面

Ｐ
５０
床

9
杯

土 師 器

A〔 147〕

B 47
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま日縁部に至る。口縁部はほ
ぼ直立する。

体部内・外面ヘラナデ①日縁部内。

外面横ナデ。外面日縁部内面赤彩。
長石・ スコリア

橙色

普通

P101
25%
床面

魃
須 恵 器

A〔 95〕

B(45)
回頸部破片。顕部は外傾して立ち上
がり, 日縁部との境に突出した稜が
ある。回縁部は外傾する。

内・外面ナデ。顕部には櫛状工具に
よる波状文を施している。

粒
色
好

砂
灰
良

P206
10%
床面

I

4

分
一

0               10Cm

第55図 第19号住居
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第20号住居跡 (第56図 )

位置 調査区の東部,C6j4区。

確認状況 遺構確認調査で本跡の床面だけを確認する。

重複関係 本跡は,第63号土坑と重複している。本跡の東側が流失しているため,新旧関係は不明である。

規模と平面形 本跡の東側は流失しており規模は不明であるが,南北約5.50mの隅丸方形と推定される。

主軸方向 N-4° 一E

壁 西壁の一部が残存している。壁高は 4 cmで ,傾斜して立ち上がる。

壁溝 北壁下に残存している。上幅 8～ 14cm・ 下幅 4～ 10cmで ,深さ6 cmである。

床 西側半分が残存している。平坦で,中央部に踏み締まりがある。北側中央部床面に焼土が堆積している。

ピット 3ケ所。Pl～ Paは,径28～ 32cmで,深さ24～ 52cmである。本跡は4本柱と考えられるが, 3ケ所だ

けを確認している。

貯蔵穴 1ケ所。P4は北東コーナー付近に位置し,長径100cm・ 短径80cmの楕円形で,深さ30cmである。覆土

は 3層からなる。第 1層は,焼土粒を少量含む灰白色粘上で,上面はよく締まっている。第 2層は,ロ ーム粒

を中量,ロームブロック・焼土粒 。灰白色粘土粒を少量合む褐色土。第 3層は,ロ ーム粒を中量,焼土粒を少

量含む褐色上である。P4は ,第 1層が粘上であることから本跡より古い遺構である可能性もあるが,その位

置から貯蔵穴と考えられる。

① l

A34.3m

0               2m

A

01

|

第56図 第20号住居跡
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宅 北壁際中央部に火床部だけが残存している。覆土は灰を多量に含む赤褐色焼土である。

覆± 1層からなり,西側だけに堆積している。第 1層は, ロエム粒を中量,焼土粒を微量含む暗褐色土であ

る。

遺物 本跡から,弥生土器片 9点 ,土師器片156点 ,須恵器片 2点が出土している。第57図 2の杯はP4の底面
から出上している。弥生土器片と 1の杯は,混入したものである。

所見 本跡の時期は,第57図 2の杯がP4底面から出土していることから5世紀末葉と考えられる。

0               1ocm

第57図 第20号住居跡出土遺物

第20号住居跡出土遺物観察表

第22号住居跡 (第 58図 )

位置 調査区の東部,C5jO区。

規模と平面形 南壁は流失しているが,東西6.18m・ 南北5。 74mの隅丸方形と推定される。

主軸方向 N-7° 一E

壁 南壁は流失しているが,それ以外の壁はわずかに残存している。壁高は18cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝 東壁と北壁下に残存している。上幅12～26cm・ 下幅 6～ 16cmで ,深さ16cmである。

床 平坦で,全体的に踏み締まっている。

ビット 4ケ所。Pl～ P4は,径72～ 104cmの楕円形で,深さ40～ 54cmである。断面形は,開口部が開く形であ

る。Pl～ P4は,主柱穴と考えられる。

宅 北壁に付設され,竃下部だけが残存している。両袖は,礫粒を多量に含む灰白色粘上で構築している。火

床面は床面と一致し,煙道部底面はほぼ平坦で,先端で傾斜して立ち上がる。覆土は 5層からなる。第 1層は

焼土ブロックを多量に含む暗赤褐色土で,下部が赤変硬化していることから煙道天丼部と考えられる。第 2層

は,焼土粒を多量に含む暗赤褐色土。第 3層は,焼土粒を多量,灰白色粘土粒を少量含む暗赤褐色土。第 4層

は,焼土粒・灰白色粘土粒を少量含む暗褐色土。第 5層は暗褐色焼上で,火床部にあたる。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒を中量,焼土粒を少量含む褐色土。第 2層は, ローム粒を中量,焼

土粒を少量含む褐色土。第 3層は, ローム粒を多量に含む明褐色土。第 4層は, ローム粒・鹿沼パミス粒を少

量含む褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片19点,土師器片171点,須恵器片 1点が出上している。第59図 1の甕, 2の高杯 ,

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

図５７

１

第 杯
土 師 器

A[136〕
B(42)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

雲母・スコリア

橙色
普通

１０
％
土

Ｐ
２０
覆

2

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部に至る①口縁部はほぼ直立す
る。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
にぶい橙色
普通

‐０７
％

４
底面

Ｐ

８０

Ｐ
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3の甑, 5の郭は,床面から出土している。

所見 本跡の時期は,第59図 5の杯が床面から出上していることから5世紀末葉と考えられる。

01

止 340m   al

D

O          SO Cm

ー第58図 第22号住居跡

第22号住居跡出土遺物観察表

口
|

0               2m

図版番 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第59図
1

甕
土 師 器

A〔130〕

B(68)
体部上半部破片。体部は内彎して立

ち上がり,顕部はほぼ垂直に立ち上

がる。日縁部は外方に突出する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ヘラナデ。日縁部内・外面横ナデ

石英 。長石

笹色
普通

P l14

10%
床面

2

杯
器師

一局
土 B(5,3)

杯部から脚部の破片。脚部は大きく

開き,杯部は内彎して立ち上がる。
外面ヘラナデ。杯部内面ナデ後,放
射状の磨き。

粒
色
通

砂
橙
普

スコリア １１
％
面

Ｐ
釣
床

3

甑
土 師 器

B(175)
C〔108〕

無底式。体部は内彎して立ち上がる 体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。

砂粒・ スコリア

橙色普通

■
％
面

Ｐ
３０
床

4

不
土 師 器

A〔 13.2〕

B(5,4)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部は外
傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後

放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ

デ。外面日縁部赤彩。内面赤彩。

雲母・ スコリア

怪色

普通

０
　
上

１１
％
覆

Ｐ
３０
宅
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図版番 器  種 計測値tcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

5
杯
土 師 器

A 125
B 6.3

丸底。体部は内管して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部はほ
ぼ直立する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・スコリア

橙色
普通

１１
％
面

Ｐ
ｎ
床

6
杯
土 師 器

A121
B(45)

底部欠損。体部は内彎して立ち上が
り,そのまま口縁部に至る。日縁部
はほぼ直立する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
口縁部横ナデ。

石英 。砂粒
明赤褐色
普通

２
　
土

１１
％
覆

Ｐ
３０
篭

7
尾
須 恵 器

A〔 104〕

B(53)
日顕部破片。頸部は「く」の字状に
立ち上がり, 日縁部との境は突出し
た稜がある。日縁部は外傾する。

内・外面ナデ。顕部外面は櫛歯状工
具による波状文を施している◎

長石・砂粒
灰色
良好

１１
％
土

Ｐ
・５
覆

0              1ocm

第59図 第22号住居跡出土遺物

第23号住居跡 (第60図 )

位置 調査区の東部,D5a8～ D5a9区。

確認状況 遺構確認面で竃底面と床面の一部を確認する。本跡の南側は,流失している。
規模と平面形 壁の一部と柱穴と考えられるピットの配置から,一辺7.60mの隅丸方形と推定される。
主軸方向 N-37° 一E

壁 北東壁の一部が残存している。壁高は10cmで,傾斜して立ち上がる。
床 北側の一部が残存している。中央部に踏み締まりがある。
ビット 4ケ所。PI～ P4は,長径40～ 74cm・ 短径34～68cmの楕円形で,深さ6～50cmである。Pl～ P4は,主
柱穴と考えられる。

宅 北東壁に付設する。竃底面近くまで流失しており,遺存状態は不良である。火床面は床面より5 cm程掘り
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くぼめ,煙道部底面は平坦で先端で緩やかに立ち上がる。火床部北側には,上製支脚が設置されていた痕跡が

ある。覆土は4層からなる。第 1層は|,焼土粒を少量含む褐色土。第2層は,焼土ブロックを多量に含む暗赤

掲色上。第 3層は,灰白色粘土粒・焼土プロックを少量含むにぶい褐色土。第 4層鳴 焼土プロック・焼土粒

を少量含む暗褐色上である。

遺物 赤跡から,遺物は出上していない。

所見 本跡の時期は,本跡に伴う遺物はないが,本跡の形態から6世紀代と考えられる。

《〔::)Ps
◎ E

~~一 ― ______一 ― ___ア

ロ
|

A33.5m

0            2m

だ

ー



第24号住居跡 (第61図 )

位置 調査区の東部,D5fOtt。

確認状況 遺構確認面において,本跡の北側だけを確認する。

規模と平面形 本跡の南側は流失しているため規模は不明であるが,柱穴と考えられるピットの配列から一辺

約4.30mの隅丸方形と推定される。

壁 北東壁と南東壁の一部が残存している。壁高は最大でncmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 北側だけが残存している。中央部 tと踏み締まりがある。

ビット 4ケ所。Pl～ P4は,径16～28cmの精円形で,深さ38～ 60cmである。Pl～ P4は,主柱穴である。

遺物 本跡から,土師器片30点が出土している。第62図 3外は,覆上下層から出上している。

所見 本跡の時期は,第62図 3の杯が覆土下層から出土していることから5世紀末葉と考えられる。
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第61図 第24号住居跡

第24号住居跡出土遺物観察表

0               2m

図版 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第62図
1

甕
土 師 器

A E28,7] 口縁部破片。体部上位は直線的で,
日縁部は外方に開く。顕部は肥厚す
る。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・ スコリア

掻色普通

P120
10%
覆上下層

甕
土 師 器

C 8.4 底部破片。平底。 外面ナデ後,磨き。内面ナデ。 雲母・砂粒
にぶい種色
普通

P l19

10%
覆上下層

杯
土 師 器

A〔 13.8〕

B 43
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部は外

傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
磨き。日縁部内・外面横ナデ。

長石'砂粒,スコリア

明赤褐色
普通

P■ 7
75,`

覆上下層

杯
土 師 器

AE14 1〕

B 54
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラナデ。内面ナデ。口縁
部横ナデ。

石英・雲母・スコリア

明赤褐色

普通 層

８
　
上

■
％
土

Ｐ
３０
覆

■
■

■

―-78-―



π
Ц

恥

第62図 第24号住居跡出土遺物

第25号住居跡 (第63図 )

位置 調査区の東部,D6hl区。

確認状況 遺構確認調査で床面だけを確認する。

重複関係 第20号土坑と重複する。本跡は,第20号土坑に掘り込まれており,本跡が古い。

規模と平面形 長軸5,86m・ 短軸5.68mの 隅丸方形である。

壁 壁高は最大で 8 cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

o              10Cm
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第63図 第25号住居跡
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壁滞 北東壁下と北西壁下に確認する。上幅10～ 28cm・ 下幅 3～ 13cmで ,床面からの深さは 3～ 8 cmである。
床 平坦で,南に緩やかに傾斜している。
ピット 4ケ所。Pl～ P4は ,径27～34cmの精円形で,深さ20～ 36cmである。Pl～ P4は,主柱穴と考えられる。
遺物 本跡から,弥生土器片 1点 ,土師器片11点が出土している。本跡に伴う遺物は出土していない。
所見 本跡の時期は, 5世紀末葉と考えられる第20号土坑に掘り込まれていることから, 5世紀代と考えられ
る。

第27号住居跡 (第64図 )

位置 調査区の中央部,C4a6区。

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で竃を確認する。
規模と平面形 西壁と南壁が確認できなかったため規模は不明であるが,一辺約3.10mの方形と推定される。
主軸方向 N-30° 一E

壁 北東壁と南東壁の一部を確認する。壁高は最大で18cmで,傾斜して立ち上がる。
床 遺物包含層である第Hb～ Hc層を床面にし,平坦でわずかに踏み締まりがある。
ビット 9ケ所 (Pl～ P9)。 Pl～ P9は,径 9～60cmの精円形で,深さ38～52cmである。柱穴と考えられるが ,

配列に規則性はないため本跡に伴わないピットの可能性もある。

貯蔵穴 1ケ所 (P iO)。 P iOは南東コーナー付近に位置し,径68～78cmの精円形で,深さ51cmである。底面は

ほぼ平坦である。覆土は 3層からなる。第 1層は,ロームブロック・ ローム粒・炭化物を少量,焼土粒を微量

含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒を少量,焼土粒・炭化物を微量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒を中量

含む暗褐色土である。                                     フ

竃 北東壁に付設する。煙道部は,地山のローム層下部を トンネル状に掘り込み竪坑と横坑を連結させて造っ
ている。遺存状態は良好である。火床面は床面をわずかに掘りくばめ,煙道部底面でわずかに立ち上がり横坑

より深い竪坑に至る。火床面及び煙道壁面は赤変硬化している。袖部は確認していない。覆土は10層からなる。

第 1層は, ローム粒・焼土粒を中量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒を少量合む黒褐色土。第 3層は, ロー

ム粒を中量,焼土ブロック・焼土粒を小量含む褐色土。第 4層は, ローム粒・焼土粒を少量含む暗褐色土。第

5層は, ローム粒を少量,焼土粒を少量含む褐色土。第 6層は, ローム粒を多量,焼土粒を中量含むにぶい褐

色土。第 7層は,焼土粒を多量 。ローム粒を中量含む明赤褐色土。第 8層は,ロ ームブロック・ ローム粒を多

量含む褐色土。第 9層は, ローム粒を多量含む褐色土。第10層は, ローム粒を多量含む明褐色上である。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒・礫粒を少量合む黒褐色土。第 2層は,礫粒を中量, ローム粒を少
量含む暗褐色土。第 3層は,礫粒を少量, ローム粒を微量含む暗褐色土。第 4層は, ローム粒を多量,礫粒を

中量含む暗褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 1点,土師器片36点が出土している。第65図 1の甕は竃火床面から出土している。
弥生土器片は,混入したものである。

所見 本跡は,竃煙道部を竪坑と横坑を連結させて造っている住居跡である。本跡の時期は,第65図 1の甕が
亀火床面から出土したことから, 7世紀前葉と考えられる。
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第65図 第27号住居跡出土遺物

第27号住居跡出土遺物観察表

第28号住居跡 (第 66図 )

位置 調査区の西部,B4g2区。

確認状況 遺物包含層である第Hb層上面で確認する。

重複関係 第 1号濤と重複する。本跡は第 1号濤に掘り込まれており,本跡が古い。

規模と平面形 本跡は,北西側を第 2号濤に掘り込まれ西側が流失しているため規模は不明であるが,一辺約

5.60mの隅丸方形と推定される。

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第65図
1

甕
上 師 器

AE24 0〕

B(90)
体部上半部破片。体部は内傾して立
ち上がり,顕部は外反する。日縁部
は短く,外傾する。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石 。雲母・砂粒
橙色

普通

P122
5%
電火床面
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第66図 第28号住居跡

第28号住居跡遺物出土状況

―-82-―



Ч

H 〈

0              20cm

―-33-―

第67図 第28号住居跡出土遺物



壁 北東壁と南東壁の一部が残存している。壁高は最大で45cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。
壁濤 北東壁と南東壁下に残存している。上幅11～34cm・ 下幅 4～ mcmで,床面からの深さ6～ 8 cmである。
床 遺物包合層である第Hb～ Hc層 と混礫砂層である第�層を床面とし,東側だけが残存している。平坦で ,

中央部に踏み締りがある。

ピット 3ケ所。 Pl・ P,は,径34～41cmの精円形で,深さ26～35cmである。 Pl・ P2は ,主柱穴と考えられる。

P3は南東壁際中央部に位置し,径84cmの不整円形で,深さ10cmで ある。P3の底面は,壁高の底面と一致して

いる。P3は,位置から出入り回ピットと考えられる。

覆± 4層からなる。第 1層は,礫粒を少量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 2層は, ロームブロック・礫粒

を中量含む暗褐色土。第 3層は,灰白色粘土ブロック・礫粒を多量,炭化物を少量含む暗褐色土。第 4層は,

ローム粒・礫粒・炭化物を中量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片48点,古墳時代の土師器片402点 ,平安時代の上師器片 1点,磨製石斧 (第67図 1
1)が出上している。第67図 1の甕, 4の高杯, 7・ 8の杯は,床面から出上している。P3の北側床面には,

第67図 5のイを正位に置いた上に 2の鉢を逆位に伏せ,その脇から子持ち勾玉形石製模造品 (第67図 12)が出

土している①12の子持ち部は研磨されている。10の置竃は,第 2層から出土している。弥生土器片と平安時代

の上師器片は,混入したものである。

所見 本跡の時期は,第67図 5。 7・ 8の外が床面から出上したことから6世紀初頭と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(em) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第67図
1

甕

土 師 器

A200
B(100)

顕部は内傾して立ち上がり, 日縁部
は外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英。長石・スコリア

明赤褐色

普通

‐３

％

面

Ｐ

拗

床

2

鉢
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底で,底部は突出する。体部は内
彎して立ち上がり, 日縁部との境に
稜がある。日縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
磨き。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・スコリア

橙色

普通

‐３
％
面

Ｐ
９０
床

3

F4Li

土 師 器

A〔 134〕

B(77)
C〔 64〕

平底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
磨き。

・スコリア母
色
通

雲
橙
普

・２
％
土

Ｐ
２０
覆

4

芥

器師

一局
土

A〔 146〕

B(62)
杯部破片◎杯部は内彎して立ち上が
り, 日縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ後,磨 き。体部内
面ナデ後,放射状の磨き。日縁部内
・外面横位の磨き。内・外面赤彩。

雲母・砂粒
明赤褐色
普通

‐２
％
面

Ｐ
５。
床

5

杯

土 師 器

A〔149〕

B(55)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
内彎する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
放射状の磨き①日縁部内。外面横位
の磨き。内面赤彩。

スコリア粒
色
通

砂
橙
普

P123
95,`

床面

6

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部は外
反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
放射状に磨き。日縁部内・外面横ナ
デ。内・外面赤彩。

雲母・砂粒
橙色
普通

囲
％
土

Ｐ
８０
覆

7
杯
土 師 器

A142
B 49

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま日縁部に至る。日縁部は外
傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・ スコリア

橙色

普通

・２
％
面

Ｐ
９５
床

8
不

土 師 器

A〔 137〕

B 52
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま日縁部に至る。日唇部は外
傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
磨き。

長石・雲母・スコリア

笹色
普通

‐２
％
面

Ｐ
８０
床

9

杯

器

型
師
大
土

A〔 238〕

B 65
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
磨き。日縁部内・外面横ナデ。内。

外面赤彩。

粒
色
通

砂
笹
普

スコリア 囲
％
土

Ｐ
５０
覆

篤

器師

置

土

A〔228〕

B(200)
上端部から焚口部破片。体部は内傾
して立ち上がる。焚日部の上部に庇
が付く①

内・外面ナデ。 石英 。長石
にぶい黄褐色
普通

P132
20%
第 2層
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第29号住居跡 (第68図 )

位置 調査区の中央部,B4i3区。

確認状況 遺物包含層の トレンチ調査で確認する。遺物包合層である第Hb層上面から掘り込んでいる。

重複関係 第37号住居跡と第 1号竪穴遺構と重複する。本跡は第37号住居跡と第 1号竪穴遺構に掘り込まれて

おり,本跡が古い。

規模と平面形 第37号住居跡と第 1号竪穴遺構に掘り込まれているため規模は不明であるが,一辺約6.Omの

隅丸方形と推定される。

壁 東壁 。西壁・北壁の一部が残存している。壁高は最大で26cmで,傾斜して立ち上がる。

床 平坦で,全体的に踏み締まりがある。

ビット 1ケ所。Plは,長径46cm・ 短径30cmの精円形で,深さ40cmである。Plは,主柱穴と考えられる。

覆± 3層からなる。第 1層は,炭化物を中量, ローム粒・礫粒を微量含む暗褐色土。第 2層は, ロームブロッ

ク・ ローム粒・礫粒を多量に合む暗褐色土。第 3層は, ローム粒 。礫粒を多量,炭化物を微量含む暗褐色土で

ある。

0               2m

第68図 第29号住居跡
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遺物 本跡から,土師器片127点,須恵器片 1点が出土している。第69図 1～ 3の甕は覆土から, 4の甑はP]
覆土から出土している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

0             10Cm

第69図 第29号住居跡出土遺物

第29号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

第69図
1

甕

土 師 器

AE14 6]
B 34.5
C 86

体部は倒卵形で,体部上位に最大径
がある。頸部は内傾し, 日縁部は外
反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部横ナデ。

石英 。長石・雲母
橙色
普通

P13380%
覆土
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図版番 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

甕
土 師 器

A〔154〕

B(163)
体部上半部破片。体部は倒卵形で,
体部上半部に最大径がある。顕部は

外反し,そのまま口縁部に至る。

体部内・外面ヘラナデ。口縁部内・

外面横ナデ。
石英・ 長石・雲母

にぶい橙色

普通

P134   20%
覆土

甕
土 師 器

B(204)
C 84

平底。体部は球形で,内彎して立ち
上がる。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。

石英・長石明

赤褐色

普通

P135  25%
覆土

4

甑
土 師 器

B(130)
C 8,6

無底式。体部は外傾して立ち上がる。体部内・外面ヘラナデ。 雲母 。砂粒
明褐色
普通

P136   30%
Pl覆土
SXl-1の甑と
同一個体

―
■
一
■
■
■
Ｆ
‐
‐
‐
　
―

‐

第30号住居跡 (第70図 )

位置 調査区の中央部,C5g3～ C5h8区。

確認状況 遺物包含層である第Hb層上面で確認する。

規模と平面形 長軸6.50m・ 短軸6.Omの 隅丸方形である。

主軸方向 N-10° 一E

壁 壁高は最大で36cmで,傾斜して立ち上がる。

床 大半は関東ローム層下部の第Ⅸ～�層を床面にしているが,南西部は遺物包含層である第Hc層を床面に

している。南側に向かってわずかに傾斜し,平坦で中央部に踏み締まりがある。

ビット 5ケ所。Pl～ P4は,径26～34cmの精円形で,深さ20～42cmである。PI～ P4は,配列から主柱穴と考

えられる。P5は,径25cmの 円形で,深さ43cmである。P5は,位置から補助柱穴と考えられる。

貯蔵穴 南東コーナー付近に付設する (P6)o P6は ,長径106cm・ 短径99Cmの精円形で,深さ46cmである。底

面はほぼ平坦で,壁は傾斜して立ち上がる。覆土は 2層からなる。第 1層は,ロ ーム粒・灰白色粘土粒・焼土

粒を中量含む黒褐色土。第 2層は, コーム粒・灰白色粘土粒・炭化物を少量含む黒褐色上である。

毛 北壁に付設する。遺存状態は良好である。焚口部は,径14～34cmの角柱状花闘岩を両側に立て,その上に

径17～43cmの角柱状花闘岩を乗せ構築している。焚回の内径は,幅108cm,高 さ36cmである。両袖部は,灰白

色粘土で造られており,壁から外開きに延びている。煙道は壁外に延びておらず,竃を付設した壁面は内彎し

ている。火床面は床面と一致する。覆土は 6層からなる。第 1層は,焼土粒 。礫粒を少量合む暗褐色土。第 2

層は,焼土粒 。ローム粒を中量,礫粒を少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒・礫粒を中量含む暗褐色土。

第 4層は, ローム粒・礫粒を中量含む褐色土。第 5層は,焼土ブロック・ロームブロックを多量含む暗赤褐色

土。第 6層は,ロームブロックを多量含む褐色上である。焚口部に堆積する第 5層は火床部にあたり,第 6層

上面が煙道底面となる可能性がある。

覆± 5層からなる。第 1層は,ロ ーム粒・焼土粒を微量含む褐色土。第 2層は,ロ ーム粒・焼土粒・炭化物

を少量含む暗褐色土。第 3層は,炭化物を中量,ロ ーム粒・焼土粒を少量含む暗褐色土。第 4層は,ロ ーム粒・

灰白色粘土粒・炭化物を中量含む極暗褐色土。第 5層は,ロ ームブロック・ ローム粒を多量含む暗褐色土。

遺物 本跡から,縄文土器片 5点,弥生土器片75点,土師器片1279点 ,須恵器片 1点 ,平安時代の上師器片 1

点が出土している。第71図 2の甕は篤に設置された状態で出土し,第72図 8の甑は 2の甕に乗せられた状態で

出土している。第71図 4の甕, 5の壷, 7の鉢,第72図 9の甑,10の鉢,14～ 16・ 18・ 20・ 21の杯は,床面か

ら出土している。縄文土器片と秀生土器片と平安時代の土師器片は,混入したものである。

所見 本跡は,電の焚口を角柱状の花闘岩で構築している住居跡である。本跡の時期は,第72図 14～ 16・ 18・

20・ 21の杯が床面から出上していることから6世紀前葉と考えられる。
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第71図 第30号住居跡出土遺物 (1)
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「~~1  23

0             10Cm

第73図 第30号住居跡出土遺物 (3)

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第71図
1

甕
土 師 器

A 25,6
B〔648〕
C 120

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部上位にある。顕部はほぼ直立し,
日縁部は外反する。

胴部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ヘラナデ。日縁部内・外面横ナデ

石英・長石・雲母

褐色

普通

P149
90,`

第4層

2

甕
土 師 器

A 19 8
B 30,8
C 88

平底で,底部が突出する。体部は球
形で,最大径は体部中位にある。顕
部はほぼ直立し, 日縁部は外傾する

体部外面ヘラナデ後,磨き。内面ヘ
ラナデ。日縁部横ナデ。

石英・長石
明褐色
良好

P159
lCXl%

宅第 5層

3

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底で,底部が突出する。体部は球
形で,体部中位に最大径がある。顕
郡はほぼ直立し, 日縁部は外傾する

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内面
ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・スコリア

橙色

良好
Ｐ・５。Ｍ融

4

甕
土 師 器

A〔 152〕

B(95)
日顕部破片。頸部は内傾し, 日縁部
は外反する。

体部内・外面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
にぶい褐色
普通

・５
％
面

Ｐ
ｌＯ
床

霊

土 師 器

B(13.3)
C 75

平底。体部は横長の楕円形で,体部
中位に最大径がある。顕部は「く」
の字状に外反し, 日縁部は外傾する

体部外面ナデ後,磨き。体部内面
ナデ。

長石。砂粒・スコリア

赤tB色
普通

‐５
％
面

Ｐ
∞
床

霊

土 師 器

A 69
B 9.1
C 40

平底で,底部が突出する。体部は球
形で,体都中位に最大径がある。顕
部はほぼ直立し, 日縁部は外傾する

体部外面ヘラナデ。内面ナデ。口縁

部内・外面横ナデ。

長石・砂粒
にぶい黄笹色

良好

ｍ
％
土

Ｐ
３０
覆

鉢
土 師 器

A(125)
B〔 125〕

C 88

平底。体部は直線的に外傾して立ち

上がり,そのまま日縁部に至る。
体部外面ヘラナデ。内面ナデ。日縁

部内 。外面横ナデ。

石英・長石
橙色
普通

‐４
％
面

Ｐ
９５
床

第72図
8

甑

土 師 器

B(173)
C 90

無底式。体部は直線的に外傾して立

ち上がる。

体部外面ヘラナデ後,磨 き。体部内
面ナデ。

粒
色
通

砂
橙
普

スコリア P155
40ラ

`2の奏の上部

9

甑
土 師 器

A 20.5
B131
C 50

無底式。体部は外傾して立ち上がり

日縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ヘラナ
デ。日縁部内・外面積ナデ。

石英・長石

にぶい赤褐色

普通

・５
％
面

Ｐ
８５
床

鉢
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

ほぼ直立する。

体部外面ヘラナデ後,磨 き。体部内
面ナデ後放射状の磨き。口縁部内・

外面横ナデ。

長石・砂粒にぶし

橙色
普通

理
％
面

Ｐ
９０
床
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図版番 器 種 計測値(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

娩
土 師 器

Ａ

Ｂ

145
10.5
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ヘラナデ後,ヘラ肖Jり。体
部内面ナデ後,放射状の磨き。日縁
部内・外面横ナデ。

石英 。長石・砂粒
にぶい褐色
普通

P145
80%
第 3層

ネ

器師
高
上

脚部破片。脚柱は円柱形で,裾部は
「ハ」の字状に広がる。

脚部内・外面ヘラナデ。 石英・雲母・砂粒
明赤褐色
普通

P148
20ラ

`第 4層

杯
器師

一風
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

144
122
107

脚柱は円柱形で,裾部は「ハ」の字
状に広がる。杯部は内彎して立ち上
がり,日縁部は外傾する。

体部内 。外面ヘラナデ。日縁部内・
外面横ナデ。

石英 。長石・雲母
赤褐色普通

・４
％
土

Ｐ
８０
覆

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
回縁部との境に稜がある。日縁部は
外傾する。

体部外面ヘラナデ後,横位の磨き。
体部内面ナデ後,放射状の磨き。日
縁部内・外面積位の磨き。

砂粒・スコリア

赤褐色
普通
Ｐ・３７叫繭

15

不
上 師 器

A〔 126〕

B(48)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

内・外面ナデ後,横位の磨き。 石英 。砂粒
明赤褐色
普通

・４
％
土

Ｐ
対
覆

雰
土 師 器

Ａ

Ｂ

13 2

49
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外傾する。

石英・砂粒
放射状の磨き。日縁部内・外面横位
の磨き。

色褐
通
赤
普

P138
85%
覆土

杯
土 師 器

A〔 14.4〕

B 53
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
放射状の磨き。日縁部内・外面横位
の磨き。

・
色
粒
褐
好

砂
赤
良

スコリア P158
100%
第 5層

杯
土 師 器

A12.6
B 45

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
放射状の磨き。日縁部内・外面横位
の磨き。内・外面一部黒色処理。

石英
赤褐色
普通

P285
70%
覆土

不

上 師 器

A〔 150〕

B 47
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後
磨き。日縁部内面横位の磨き。日縁
部外面横ナデ。

砂粒・ スコリア
明赤褐色
良好
Ｐ・５７叫繭

20
杯
土 師 器

AE14 4]
B(45)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
内傾する。

体部外面ヘラナデ。内面ナデ後,放
射状の磨き。口縁部内・外面横位の
磨き。

砂粒・スコリア

橙色
普通

ュ
％
土

Ｐ

２０
覆

不

土 師 器

A〔126]
B(47)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラナデ。内面ナデ後,放
射状の磨き。日縁部内・外面横ナデ
内・外面黒色処理。

砂粒・スコリア

明赤褐色
普通

・３
％
土

Ｐ
７０
覆

杯
土 師 器

AE12 4コ

B(43)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ後
放射状の磨き。日縁部内・外面横ナ

砂粒・スコリア

明赤褐色
普通

剛
％
塘

Ｐ
罰
第

第73図
23

竃

器師
置
土

F〔390〕 焚日部破片。体部は内彎して立ち上
がる。体部横位に2単位の円窓があ
る。

体部外面ヘラナデ。体部内面に輪積
み痕を残す。

石英・長石
にぶい黄褐色
普通

P156
15%
覆上
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第31号住居跡 (第74図 )

位置 調査区の西部,B3c8区。

確認状況 遺物包合層である第Hb層上面で確認する。

重複関係 本跡は,第 2号住居跡 。第19・ 66・ 67号土坑と重複している。第 2号住居跡が本跡の覆土中を床面

にし,第 19・ 67号土坑が本跡を掘り込んでいるため本跡が古く,第66号土坑上面を貼床にしているため本跡が

新しい。

規模と平面形 長軸5.72m。 短軸5.48mの隅丸方形である。

主軸方向 N-22° 一W

壁 南壁が第19号土坑に掘り込まれている以外は残存している。壁高は最大で40cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

壁濤 北壁の一部で確認する。壁濤の床面側には高さ 7 cm程の高まりがある。壁濤は,上幅12cm・ 下幅 5 cmで ,

高まりからの深さ 3 cmである。

床 混礫粘土層である第�・�層を床面にしている。平坦で,全体的に踏み締まっている。

ピット 4ケ所。P3は第67号土坑底面で確認する。Pl～ P4は,径22～44cmの精円形で,深さ38～48cmで ある。

Pl～ P4は,主柱穴と考えられる。

貯蔵穴 1ケ所 (P5)o北東コーナー付近に付設する。長軸84cm・ 短軸82cmの方形で,深さ35cmである。覆

土は3層からなる。第 1層は,礫粒を中量, ロームブロック・ ローム粒・焼土粒・炭化物を少量含む黒褐色土。

第 2層は, ロームブロック・礫粒を中量,ロ ーム粒・炭化物を少量含む極暗褐色土。第 3層は,礫粒を多量 ,

ローム粒を中量含むにぶい褐色土である。

寵 北壁に付設する。煙道は地山である第�層を トンネル状に掘り込んで造り,遺存状態は良好である。両袖

は礫粒を中量含む灰白色粘土を主に用いて造り,焚口の最大幅は46cmである。火床面は床面よりもやや掘りく

ばめ,わずかに傾斜して煙道に至る。煙道部は,長さ110cm・ 径 6～ 20cmで,竪坑と横坑を掘り連結させてい

る。煙道の竪坑は,径22cm・ 深さ46cmである。火床面から煙道部は良く焼けており,最大で10cmが赤変硬化し

ている。覆土は10層からなる。第 1層は,焼土粒を少量, ローム粒を微量含む暗褐色土。第 2層は,焼土ブロッ

ク・焼土粒を多量含む暗赤褐色土。第 3層は,赤変硬化した暗赤褐色土。第 4層は暗赤褐色焼土。第 5層は,

焼土粒を微量含む暗褐色土。第 6層は,焼土粒を少量含む暗褐色土。第 7層は,焼土ブロック・焼土粒を多量

含む暗赤褐色土。第 8層は,焼土粒を中量含む暗赤褐色土。第 9層は,焼土ブロック・焼土粒を多量に含む暗

赤褐色土。第10層は,焼土粒・炭化物を中量含む暗赤褐色上である。第 3層は竃天丼部で,第 4層は火床部に

あたる。

覆± 4層からなる。第 1層は,礫粒を多量合む暗褐色土。第 2層は,礫粒を中量,炭化物を微量合む黒褐色

土。第 3層は, ロームブロック・礫粒を多量合む暗褐色土。第 4層は,礫粒を中量,炭化物を少量合む黒褐色

上である。

遺物 本跡から,弥生土器片34点,土師器片2264点 ,須恵器片 6点 ,土製品片20点,土鈴 (第77図25),勾玉

形土製模造品 (第77図26),剣形石製模造品 (第77図27)が出上している。第76図 6の甕は,竃火床よりやや

奥に正位の状態で出上している。第75図 5の小型甕, 7・ 11の甑, 8。 9の鉢,14・ 15・ 18・ 21の杯は,床面

から出土している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡は,長い煙道部を持つ亀を北壁に付設する住居跡である。本跡の時期は,14・ 15・ 18・ 21の杯が床

面から出上したことから6世紀後葉と考えられる。
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E31.2m

第74図 第31号住居跡

第31号住居跡出土遺物観察表

F

0               1m

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第75図
1

甕
土 師 器

A〔 16.7〕

B28.4
C 7.2

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部中位にある。頸部はほぼ直立し,
日縁部は外反する。

胴部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ヘラナデ。日縁部内・外面横ナデ

雲母・ スコリア

明赤褐色
普通

P175
90%
Ps第 1層

2

甕
土 師 器

A〔252〕

B314
C 79

平底で,底部が突出する。体部は倒
卵形で,最大径は体部中位にある。
顕部は直立し, 日縁部は外傾する。

体部内・外面ヘラナデ。口縁部横
ナデ。

石英。長石・スコリア

明褐色
普通

ｍ
％
面

Ｐ
７５
床
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第75図  第31号住居跡出土遺物 (1)
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0             10cm



|

。             10cm

第77図 第31号住居跡出土遺物 (3)

篭 |リ マ

0         5cm

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

3

甕
上 師 器

A 14 8
B(230)
C 7.5

平底。体部は倒卵形で,体部上位に
最大径がある。頸部はほぼ直立し,
日縁部は外傾する

体部外面ヘラナデ後 ,磨き。体部内面
ナデ。日縁部内・外面積ナデ。

石英 。長石・砂粒
褐色
普通

Ｗ
％
土

Ｐ
拗
覆

4

甕

器

型
師
小
土

A〔 16.2〕

B(178)
C 6.8

平底。体部は球形で,体部中位に最
大径がある。顕部は「 く」の字状に

外反し,そ のまま日縁部に至る。

体部内・外面ヘラナデ。日縁部内・

外面横ナデ。

長石・砂粒
明赤褐色

普通

P178
lCXl%

Ps第 1層

―-97-一



図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

5

甕

器

型

師

小

土
B(172)
C 76

口縁部欠損。平底。体部は球形で,
体部中位に最大径がある。顕部は外
反して立ち上がる。

体部外面ナデ後,磨 き。体部内面
ナデ。

石英・長石・砂粒
赤褐色
普通

・７
％
面

Ｐ
６０
床

第76図
6

甕
土 師 器

B(323)
C 82

口縁部欠損。平底。体部は倒卵形で
体部上位に最大径がある。顕部はほ
ぼ直立する。

体部外面ヘラナデ。内面ナデ。顕部
内・外面横ナデ。

石英・長石・砂粒
橙色
普通

P174
90フ

`床 面

7
甑
上 師 器

A(280)
B〔282〕

C 70

無底式。体部は直線的に外傾して立
ち上がり,そのまま口縁部に至る。
日縁部は短く外反する。

体部外面ナデ。体部内面ナデ後,ヘ
ラ磨き。日縁部内。外面横ナデ。

石英。長石・スコリア

褐色
普通

P182
95%
床面

8
鉢
土 師 器

A(196)
B104
C 93

平底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石
赤褐色
普通

P172
95%
床面

9
鉢
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある◎回縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。回縁部内・外面横ナデ。

長石 。雲母
にぶい怪色

普通

・７
％
面

Ｐ
∞
床

甕
土 師 器

Ｂ

Ｃ

平底。体部は直線的に外傾して立ち
上がる。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
体部外面に研ぎ濤があり,砥石とし
て再禾U用 している。

石英・長石・雲母

橙色

普通

・８
％
土

Ｐ
対
覆

11

甑
土 師 器

A178
B 238
C 95

無底式。体部は内彎して立ち上がり
顕部はわずかに外反する。日縁部は
短く直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ヘラナ
デ◇日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・砂粒
茶褐色
普通

P183
65%
床面

第77図
12

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

単孔式。体部は直線的に外傾して立
ち上がる。日縁部は複合回縁で,指
頭圧痕を施している。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。 長石・スコリア

黄褐色
普通

取
％
土

Ｐ
絲
覆

13
婉

土 師 器

A 96
B 41

体部は内彎して立ち上がり,そのま
ま口縁部に至る。日縁部は直立する

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母
にぶい橙色

普通

P171
909`

覆土

杯
土 師 器

A127
B 44

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
回縁部は内傾する。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・雲母・スコリア

橙色
普通
Ｐ・６２叫繭

不
土 師 器

A〔 126〕

B(41)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
口縁部は内傾する。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面ナデ。
口縁部内 。外面横ナデ。

雲母,砂粒・スコリア

橙色普通 Ｐ・６３叫緬
杯
土 師 器

A〔 130〕

B 38
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ

長石・砂粒
橙色
普通

P164
85%
P5底面

不

土 師 器

A〔 130〕

B(41)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ肖Jり。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

粒
色
通

砂
掻
普

スコリア 酎
％
土

Ｐ
４。
覆

杯
土 師 器

A〔 144〕

B(45)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ肖Jり 。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
明赤褐色
普通

蒟
％
面

Ｐ
４。
床

不

土 師 器

A〔 131〕

B 40
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ肖Jり 。体部内面ナデ。
日縁部内面横ナデ。

砂粒・スコリア

橙色普通
・６
％
土

Ｐ
５。
覆

ネ
土 師 器

A〔 130]
B(44)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ肖Jり 。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒・スコリア

橙色
普通

鴎
％
土

Ｐ
∞
覆

杯

土 師 器

A〔 156ヨ

B(45)
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ヘラ肖」り。内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ

雲母・砂粒。スコリア

黄橙色
普通

‐６
％
面

Ｐ
５０
床

不
土 師 器

A[128コ
B(43)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒・スコリア
明赤褐色
普通

P169
459`

覆土

杯
土 師 器

A〔 390〕

B 37
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま回縁部に至る。日縁部は直
立する。

体部内・外面ナデ。 長石・秒粒

橙色

普通

・７
％
土

Ｐ
５０
覆
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第33号住居跡 (第78図 )

位置 調査区の西部,B3a6区。

重複関係 本跡は,第 6号濤と重複している。本跡は第 6号濤に掘り込まれており,本跡が古い。

規模と平面形 本跡は南東コーナーだけが残存しており規模は不明であるが,平面形は隅丸方形と推定される。

壁 東壁と南壁の一部が残存している。壁高は最大で20cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 混礫粘土層である第�層を床面にしており,平坦で踏み締まっている。

貯蔵穴 1ケ所 (Pl)。 南東コーナー際に付設する。長軸73cm・ 短軸62cmの長方形で,深さ24cmで ある。

覆± 4層からなる。第 1層は,ローム粒・礫粒 。炭化物を少量合む褐色土。第 2層は, ローム粒を少量合む

暗褐色土。第 3層は, ローム粒・焼土ブロック・焼土粒・炭化物を少量含む暗褐色土。第 4層は,ローム粒・

焼土粒・炭化物を少量合む暗褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 3点,土師器片61点,須恵器片 1点,陶器片 2点が出土している。第79図 1の杯

は,貯蔵穴であるPlの底面から出土している。弥生土器片と陶器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,第79図 1の杯が貯蔵穴底面から出土していることから5世紀末葉と考えられる。

A31.2m

B

0               2m

第78図  第33号住居跡
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図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

第79図
1

不
土 師 器

A 122
B 57
C 65

平底。体部は内傾して立ち上がり,
日縁部との境にわずかな稜がある。
日縁部は短く,ほぼ直立する。

体部内。外面ナデ。口縁部内・外面
横ナデ。

石英。長石・スコリア

にぶい赤褐色

普通

・８５

％

‐
底 面

Ｐ

弱

Ｐ

0              10Cm

第79図 第33号住居跡出土遺物

第33号住居跡出土遺物観察表

第36号住居跡 (第80図 )

位置 調査区の中央部,B4j8～B4j9区。

確認状況 遺物包含層の トレンチ調査で確認する。本跡の南側は流失している。

重複関係 本跡は,第34号住居跡と第 2号濤状遺構と重複する。第34号住居跡は本跡の覆土中を床面としてい

るため本跡が古く,本跡は第 2号濤状遺構を掘り込んでいるため本跡が新しい。

規模と平面形 北側だけが残存しているため規模は不明であるが,平面形は隅丸方形と推定される。

壁 北壁の一部が残存している。壁高は最大で10cmで,傾斜して立ち上がる。

床 北側だけが残存しており,踏み締まりは弱い。

ピット 2ケ 所。 Plは,長径66cm o短径28cmの精円形で,深さ36cmである。 Pヮは,長径78cm・ 短径62cmの精

円形で,深さ35cmである。いずれも断面は二段となる。 Pl・ P2は,主柱穴と考えられる。

0               2m

ロ

Ｌ

Ｍ

Ｈ

Ｉ Ｉ

テ

ー 十

年

十

１

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｅ
Ｏ
．
Ｎ
Ｏ
引

引

第80図 第36号住居跡
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貯蔵穴 1ケ所 (P3)o北東コーナー付近に付設する。平面形は一辺96cmの方形と推定され,深さは30cmで

ある。覆土は, ローム粒・炭化物を中量含む暗褐色土である。

覆± 2層からなる。第 1層は,ロ ーム粒を中量,焼土粒・炭化物を微量含む褐色土。第 2層は, ローム粒を

多量含む暗褐色上である。

遺物 本跡から,土師器片60点 ,須恵器片 3点,砥石 1点 (第31図 1),銅鏃 1点 (第81図 2)が出上してい

る。 2の銅鏃は,第 1層から出上している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡の時期は,本跡に伴う遺物がないため不明であるが,第34号住居跡より古く第 2号濤状遺構より新

しいことから古墳時代後期と考えられる。

0  2
°Cm      i______引

一――――――写

Cm

第81図 第36号住居跡出土遺物

第37号住居跡 (第82図 )

位置 調査区の中央部,B4a4区。

重複関係 本跡は,第29号住居跡・第61・ 68号土坑と重複する。本跡は第29号住居跡を掘り込んでいるため本

跡が新しく,第61・ 68号土坑に掘り込まれているため本跡が古い。

規模と平面形 本跡は大半が第61・ 68土坑に掘り込まれているため規模は不明であるが,平面形は一辺5.40m

の隅丸方形と推定される。

主軸方向 N-17° 一W

壁 東壁と北壁の一部が残存している。壁高は最大で29cmで,傾斜して立ち上がる。

床 平坦で,全体的に踏み締まっている。

竃 北壁に付設し,煙道は壁外に16cm程突出している。両袖は,主に礫粒を多量含む灰白色粘土で構築してい

る。火床面は床面と一致し,煙道はゆるやかに立ち上がる。覆土は 6層からなる。第 1層は,焼土粒・炭化物

を少量含む暗褐色土。第 2層は,礫粒を多量,ロ ームブロック・ローム粒を中量,炭化物を微量含む暗褐色土。

第 3層は,焼土ブロックを多量含む暗赤褐色土。第 4層は,ロームブロック・ローム粒を中量合む暗褐色土。

第 5層は,焼土粒・炭化物を多量含む黒褐色土。第 6層は暗赤褐色焼上である。第 3層が亀天丼部で,第 6層

が火床部である。

遺物 本跡から,土師器片 8点が出土している。第83図 1の甕と2～ 4の郭は,竃東側床面から出土している。

所見 本跡の時期は,第83図 2～ 4の郭が床面から出土していることから6世紀後葉と考えられる。

冊

Ｎ

ＩＩＩＩ

Ｍ

‐―ｌ

ｕ

一

◇
一

一一‐□

一
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第82図 第37号住居跡

第83図 第37号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物観察表

0              1ocm

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図８３

１

第 甕
土 師 器

A E14.4]

B 13.4
体部は卵形で,体部中位に最大径が
ある。顕部は外反し, 日縁部は外側
に強く開く。

体部内・外面ナデ。口縁部内・外面
横ナデ。

石英 。長石・砂粒
にぶい赤褐色
普通

P186
25,`

床面

杯
上 師 器

A 12.0
B 40

丸底。日縁部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。内・外面黒
色処理。

砂粒・スコリア
にぶい掻色
普通
醐嘲漸

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。口縁部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
回縁部横ナデ。内・外面黒色処理。

長石'雲母'スコリア
にぶい黄檻色
普通

鴎
％
面

Ｐ
鉤
床

―-10歩



図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

4

不

土 師 器

A13.8
B 4.6

丸底。日縁部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部横ナデ。

石英・長石・砂粒
明赤褐色
普通
Ｐ・８７蹴緬

第39号住居跡 (第84図 )

位置 調査区の西部,B3e6～ B3e7区。

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で確認する。

規模と平面形 長軸4.82m・ 短軸4.72mの隅丸方形である。

主軸方向 N-18° 一E

壁 壁高は最大で44cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

4

上30em   引

B

0               2m

Ｆ
一

0               1m

第84図 第39号住居跡
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第85図 第39号住居跡出土遺物(1)



床 混礫粘土層である第�層を床面にしている。平坦で,踏み締まりがある。

ピット 4ケ所。Pl～ P4は,径22～26cmの精円形で,深さ15～24cmである。Pl～ P4は,主柱穴である。

貯蔵穴 1ケ所 (P5)o南東コーナー際に付設する。径87～92cmの精円形で,深さ40cmである。

竃 北壁に付設し,煙道は壁外にはなく袖部の一部と亀底面だけが残存している。袖部は,礫粒を多量に含む

灰白色粘上で主に造られている。火床面は床面と一致し,煙道は緩やかに立ち上がり壁面に至る。覆土は4層

からなる。第 1層は,炭化物・礫粒を少量含む暗褐色土。第 2層は,焼土ブロック・炭化物を多量含む暗赤褐

色土。第 3層は,焼土ブロック・炭化物を多量含む極赤暗褐色土。第 4層は,焼土ブロックを多量合むにぶい

赤褐色土である。

覆上 4層からなる。第 1層 と第 2層は, ロームプロックと褐色土の混合土。第 3層は, ロームブロック・炭

化物を多量に含む暗褐色土。第 4層は, ロームブロック・ ローム粒を多量含む褐色上である。床面上には,多

量の炭化材・焼上が放射状に堆積している。

遺物 本跡から,弥生土器片22点 ,土師器片375点,土製支脚 (第86図 10)カミ出土している。第35図 1～ 4の

甕, 6の甑,第86図 7の鉢, 8・ 9の杯は,床面から出土している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡は,床面上から多量の炭化材・焼上が堆積している状況から,焼失家屋と考えられる。本跡の時期

は,第86図 8。 9の杯が床面から出上していることから6世紀前葉と考えられる。

0              10Cm Om
第86図 第39号住居跡出土遺物 (2)

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調 。焼成 備  考

図８５

１

第 甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は倒卵形で,体部上位に
最大径がある。顕部は外反し, 日縁
部は強く開く。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

石莫・長石・雲母

褐色
普通

・９
％
面

Ｐ
８０
床

2

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

14 9

187
62

平底。体部は球形で,体部上位に最
大径がある。頸部は外反し, 日縁部

予よ開く。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

石英・長石

赤褐色
普通

P196
90ラ

`床面

3
甕
土 師 器

A lll
B l15
C 66

平底。体部は球形で,体部中位に最
大径がある。顕部は「くJの字状に
外反し, 日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・ 砂粒

にぶい褐色

普通

・９

％

面

Ｐ

９５

床

4

甕
土 師 器

A〔 184〕

B(174)
平底。体部は倒卵形で,体部中位に
最大径がある。顕部は外反し, 日縁

部は開く。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
にぶい褐色
普通

‐９
％
面

Ｐ
２５
床
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図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

5
甑
上 師 器

A 18 6
B 135
C 53

無底式。体部は外傾して立ち上がり
そのまま口縁部に至る。日縁部は外
傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
にぶい褐色
普通

P201
50フ

`Ps覆土

甑
土 師 器

２６

２４

・０

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。体部は倒卵形で,体部上位
に最大径がある。頸部は外反し, 日
縁部は開く。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・スコリア

橙色
普通

別
％
面

Ｐ
詢
床

第86図
7

鉢
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は直線的に内彎して立ち
上がり, 回縁部との境に稜がある。
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
にぶい桂色
llXl%
Ｐ・９４叫繭

不
土 師 器

A 14 0
B 52

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ後 ,

放射状の磨き。回縁部内・外面横
ナデ。外面口縁部 。内面赤彩。

石英。長石・スコリア

橙色

良好
Ｐ・９０既繭

9
杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

13.0

5.5
体部は内彎して立ち上がり, 日縁部
との境に突出した稜がある。日縁部
は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面積ナデ。

石英。長石・スコリア
明褐色
普通

・９
％
面

Ｐ
９５
床

(2)竪穴遺構

第32号住居跡・第15号住居跡として調査した遺構については,床面に踏み締まりがないこと,柱穴と考えら

れるピットがないことから,居住を目的とした竪穴住居跡と区別できる。そのため,第32号住居跡を第 1号竪

穴遺構,第15号住居跡を第 2号竪穴遺構と改称し,確認した遺構と遺物について記載する。

第 1号堅穴遺構 (第87図 )

位置 調査区の中央部,B4i9～B4i3区。

A31.5m

o               2m

13

第87図 第 1号竪穴遺構
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■
■
■

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で確認する。遺物包含層である第Ha層上面から掘り込んでいる。

重複関係 本跡は,第29号住居跡と重複している。本跡は第29号住居跡を掘り込んでいるため,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸4.10m・ 短軸3.40mの不整楕円形である。

長軸方向 N-12° 一W

壁 壁高は最大で80cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦であるが,踏み締まりはない。

覆± 11層からなり,北西側から流れ込むように堆積している。第 1層と第 2層は,コームブロックと暗褐色

上の混合土。第 3層は,ロ ーム粒・礫粒を少量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 4層は, ローム粒・礫粒を少

量,炭化物を微量含む黒褐色土。第 5層は, ロームブロックと暗褐色上の混合土。第 6層は,ローム粒 。礫粒・

炭化物を少量含む黒褐色土。第 7層は,礫粒を多量,ロームブロック・ ローム粒を少量含む暗褐色土。第 8層

は, ロームブロックと褐色上の混合土。第 9層は,ロ ームブロック・礫粒を少量含む暗褐色土。第10層は, ロー

ムブロック・ローム粒を多量含む暗褐色土。第■層は,ローム粒を多量含むにぶい褐色土である。第 1・ 2・

5・ 8層の混合土は,一時期に堆積した層である。

遺物 本跡から,弥生土器片 2点 ,土師器片652点 ,紡錘車 1点 (第88図16),土師質土器片 1点,陶器片 1

点が出土している。遺物は, 2ケ所に集中しており,西側を第 1ブロック,東側を第 2ブロックとした。第 1

ブロックからは,第88図 2・ 3・ 5～ 8・ 10・ 11の杯が出土している。第 2ブロックからは,第88図 1の甑 ,

4・ 9の杯,13の鉢が出土している。14の婉は,第 1・ 2ブロックから出土しており,接合している。弥生土

器片と土師質土器片と陶器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第 1号竪穴遺構出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第83図
1

甑
土 師 器

A28.6
B(174)

体部は直線的に外傾して上がり, 日

縁部との境に稜がある。日縁部は外
反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

砂粒
赤褐色
良好

P252
75% 第 4層
SI-29の甑と
同一個体

2
邦
上 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
回縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・秒粒
明赤褐色
普通

第 6層
２５

％
Ｐ２
ｍ

3
不

土 師 器

A 126
B 4.6

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
橙色

普通

P226
1∞% 第 6層

4

杯
土 師 器

A129
B 4.3

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

雲母・砂粒
にぶい橙色
普通

第 4層
２７
％
Ｐ２
団

ITN

上 師 器

A 13 8
B 47

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

雲母 。砂粒
明赤褐色

普通

P228
lCXl% 第 6層

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内 。外面横ナデ。

砂粒・ スコリア

明赤褐色

普通

P230
lCXl% 表土

不

土 師 器

A l1 8
B 3.9

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

砂粒・スコリア

橙色

普通

第 6層
３３

％
Ｐ２
ｍ

杯
土 師 器

13 8

50
Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日唇部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

砂粒
明赤褐色
普通

第 6層Ｐ２３５蹴

9
不

土 師 器

14 5

68
Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内 。外面横ナデ。

砂粒・ スコリア

種色
普通

第 4層
３４

％
Ｐ２
硼
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o            5cm

翻
‐５

第88図  第 1号竪穴遺構出土遺物

0              1ocm

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

13.0

4.6
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

砂粒
明赤褐色
普通

路
％

Ｐ

銹 第 6層

杯
土 師 器

A14.3
B 4.3

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。日縁部は直
立する。

体部外面ヘラ肖Jり。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

砂粒
明赤褐色
普通

P229
1∞% 第 6層

―-108-―



図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

杯
土 師 器

A〔 145〕

B 49
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

内傾する。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

砂粒・雲母・スコリア

橙色
普通

P242
80%  表土

鉢
土 師 器

Ａ

Ｂ

10.6

7.5
平底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

ほぼ直立する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。日縁部内・外面横ナデ。

雲母・秒粒
赤褐色
普通

P248
75% 第 4層

婉
土 師 器

A〔 173〕

B 9.5
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

体部内・外面ナデ。口縁部内・外面

積ナデ。

雲母・砂粒
明赤褐色
普通

P249
60% 第4・ 6層

ミニチュア1器

土 師 器

Ａ

Ｂ

平底。日縁部はわずかに内彎する。 体部内・外面ナデ。 石英・ 長石

にぶい褐色

普通

土表
５．
％
Ｐ２
硼

第 2号堅穴遺構 (第89図 )

位置 調査区の東部,D5b5～ D5c5区①

規模と平面形 長軸5.54m・ 短軸4.23mの隅丸長方形。

長軸方向 N-37° 一W

壁 壁高は最大で60cmで,傾斜して立ち上がる。一部オーバーハングしているところがある。

床 ほぼ平坦であるが,踏み締まりはない。

暉

燃ユ・“

八

0              2m

第89図  第 2号竪穴遺構

―-109-―



覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒・礫粒・炭化物を微量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒・灰白色
粘土粒を中量,炭化物・礫粒を少量含む黒褐色土。第 3層は, ローム粒・灰白色粘土粒を多量,炭化物・礫粒

を少量合む暗褐色土。第 4層は, ローム粒 。灰白色粘土粒・炭化物を多量,礫粒を少量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片90点 ,土師器片1916片 が出土している。第90図 1の甕は第 4層上面から逆位に出
上している。第95図27～ 30。 第96図47の杯は,両端を 2点正位に重ねて4つを連ねた状態で第 4層上面から出
土している。第96図46の置竃や甕や杯などは、大型の破片を投棄した状態で主に第 2層から出土している。弥

生土器片は混入したものである。

所見 本跡は,第90図 1の甕と第95図 27～ 30・ 47の外の出土状態から祭祀行為が第4層堆積時に行われたこと
が考えられる。本跡が機能していた時期は,出土遺物から6世紀初頭と考えられる。

第 2号竪穴遺構出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図９０

１

第 甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。顕部はほぼ直
立し, 日縁部は外反する。

胴部内・外面ヘラナデ。日縁部内・
外面横ナデ

石英 。長石・砂粒
橙色
普通

P307
95,`

第 4層上面

2
甕
土 師 器

A242
B(330)

体部は球形で,最大径は体部中位に
ある①顕部は直立し, 日縁部は短く
外傾する。

体部内 。外面ヘラナデ。日縁部横
ナデ。

石英・長石・スコリア

明褐色

普通

P308
75ワ

`覆土

第91図
3

甕

土 師 器

A〔 184〕

B(254)
体部は倒卵形で,最大径は体部中位
にある。顕部は内傾し, 日縁部は強
く外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内面
ヘラナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・砂粒
にぶい赤褐色
普通

P313
40フ

`覆土

4

甕
土 師 器

A 150
B(174)

体部は球形で,最大径は体部中位に
ある。顕部は「く」の字状に外反し
回縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨 き①体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石

赤褐色

良好

３．
％
土

Ｐ
９０
覆

甕

土 師 器

A〔 196〕

B 302
C 80

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部はほぼ直立して立
ち上がり, 日縁部は外傾する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。日縁部内。外面横ナデ。

石英・長石
にぶい橙色
普通

P314
60%
第4層

甕
土 師 器

A 166
B 275
C 76

平底。体部は倒卵形で体部上位に最
大径がある。顕部はほぼ直立する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。内面ヘ
ラナデ。頸部内・外面横ナデ。

石英・長石

茶褐色

良好

P317
60フ

`第 4層

7
甕
土 師 器
A 179
B(144)

口縁部から体部上半部破片。顕部は
内傾して立ち上がり, 日縁部は外傾
する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ヘ
ラナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・スコリア
橙色
普通

P315
30%
第 4層上面

図９２

８

第 密
土 師 器

A(198)
B 328
C 85

平底。底部は突出する。体部は球形
で,最大径は体部中位にある①顕部
は「く」の字状に外反する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面
ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

長石
明赤褐色
普通

P309
90フ

`覆土

9
甕

土 師 器

A286
B 309
C 80

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部上位にある。顕部は外反し, 日縁
部に至る。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ヘラナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・砂粒
にぶい橙色
普通

３．
％
土

Ｐ
９５
覆

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部上半部が直線的で,最大
径が体部上位にある◎回縁部はほぼ
直立する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
にぶい橙色
普通

P323
95フ

`覆土

甕
土 師 器

109
145
50

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部上位にある。顕部は「くJの字状
に外反し, 日縁部は外傾する。

体部内・外面ヘラナデ。日縁部内・
外面横ナデ。

砂粒
赤褐色
普通
Ｐ３２４叫融

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。底部は突出する。体部はつぶ
れた倒卵形である。顕部は「 くJの
字状に外反し, 日縁部に至る。

体部外面ヘラナデ後,磨 き◇体部内
面ヘラナデ。日縁部内。外面横ナデ 色

粒

黄

通

砂

浅

普
Ｐ３２５叫融

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。底部は突出する。体部はつぶ
れた倒卵形である。顕部は直立し,
そのまま日縁部は外傾する。

体部内・外面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。

石英・長石
暗褐色
普通

期
％
土

Ｐ

７５
覆

第93図
14

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は「く」の字状に
外反し, 日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母
にぶい赤褐色
普通

P311
30%
第 4層

-lЮ一
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図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・虎成 備  考

甕
土 師 器

A〔 195〕

B347
C 84

平底。底部は突出する。体部は倒卵
形である◇顕部は「く」の字状に外
反し, 日縁部は外傾する。

体部外面磨き。体部内面ナデ。口縁
部内・外面横ナデ。

石英 。長石

橙色

普通

P312
50%
覆土

甕
土 師 器

A 16 8
B 228
C 64

平底。体部は倒卵形で,最大径が体
部上位にある。顕部は「く」の字状
に外反し, 日縁部は外傾する。

体部外面ハケロ。体部内面ナデ①ロ
縁部内・外面ハケロ。

石英・長石
灰黄褐色
普通

３２
％
土

Ｐ
７０
覆

17

甕
土 師 器

B〔 125〕

C 46
口縁部欠損。平底。体部は球形で,
最大径は体部中位にある。顕部は「
く」の字状に外傾する。

縁
面

国

内

体部外面磨き。体部内面ナデ。
部内。外面横ナデ。外面赤彩。
日縁部赤彩。

砂粒・ スコリア

にぶい橙色

普通

３２
％
土

Ｐ
９０
覆

一霊
器

頸
師
短

土
A〔 123〕

B lll
丸底。体部は球形で, 日縁部との境
に稜がある。日縁部は内傾する。

底面ヘラ削り。体部外面ナデ。体部
内面ヘラナデ。口縁部内・外面横ナ
デ。

長石・スコリア

赤褐色
普通

期
％
土

Ｐ
４０
覆

第94図
19

甕
土 師 器

A190
B(244)

体部下半欠損。体部は球形で,最大
径は体部上位にある。顕部はほぼ直
立し, 回縁部は外傾する。

体部外面磨き。体部内面ナデ。日縁
部内・外面横ナデ。

長石・雲母・砂粒
にぶい赤褐色
普通

３．
％
土

Ｐ
４０
覆

甕

土 師 器

A〔 152]
B(183)

底部欠損。体部は倒卵形で,最大径
は体部上位にある。頸部はほぼ直立
し, 日縁部は外反する。

体部外面ヘラナデ後,磨 き①体部内
面ナデ。口縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
にぶい褐色
普通

P320
85%
覆土

甑
土 師 器

２７

努

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。体部は球形で,顕部は直立
する。日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨 き。内面ナ
デ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石

明赤褐色

普通

P327
80%
第 4層

甑
土 師 器

AE17 9]
B176
C 50

無底式。体部は外傾して立ち上がり
そのまま口縁部に至る。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。 石英 。長石・雲母
にぶい黄橙色
普通

３２
％
土

Ｐ
側
覆

婉

土 師 器

A〔 66〕

B 50
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
内傾する。

体部外面ヘラ削り。内面放射状の磨
き。日縁部内・外面横ナデ。内。外
面赤彩。

石英
赤褐色
普通

３０
％
土

Ｐ
４５
覆

郭

器師

一局
土
D 62 林体部下半から脚部の破片。脚部は

短い円錐形で,「ハ」の字状に広が
る。

脚部外面ヘラ削り。内面放射状の磨
き。内・外面赤彩。

石英・長石
赤褐色
良好

３０
％
上

Ｐ
５０
覆

第95図
26

甑

土 師 器

２７

％

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。体部上半部が直線的で,最
大径は体部上位にある。日縁部は外
傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面磨き。
日縁部横ナデ。

砂粒
明赤褐色
良好

３２
％
土

Ｐ
９０
覆

ネ
土 師 器

132
60

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面下半ヘラ削り。体部内面放
射状の磨き。日縁部内・外面横ナデ。
内・外面赤彩。

雲母・礫粒
赤褐色
良好

P253
85%
第 4層上面

杯

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面下半ヘラ肖Jり 。体部内面放
射状の磨き。日縁部横ナデ。内・外
面赤彩◎

雲母・礫粒
明赤褐色
良好

P254
1∞%
第 4層上面

29

杯
土 師 器

14.0

57
Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部横ナデ。内・外面赤
彩。

雲母・礫粒
明赤褐色
良好

P257
lCKl%

第 4層上面

杯

土 師 器

156
56

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部横ナデ。外面日縁部
赤彩。内面赤彩。

雲母 。礫粒
橙色
普通

P256
lCKl%

第4層上面

林
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部横ナデ。外面回縁部
赤彩。内面赤彩。

礫粒
橙色
普通
蜘叫盈

芥

土 師 器

A148
B 54

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部横ナデ。外面日縁部
赤彩。内面赤彩。

礫粒・スコリア

橙色
普通
Ｐ２６５蹴斑

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面磨き。日縁
部内・外面一部黒色処理。

際粒・雲母
赤褐色
良好

２７
％
土

Ｐ
９０
覆

芥

土 師 器

A154
B 57

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面磨き。日縁
部内・外面一部黒色処理。

礫粒・雲母
赤褐色
良好

醐既
盈

杯

土 師 器

14 6

56
Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面横ナデ。内
外面一部黒色処理。

礫粒・雲母
赤褐色普通

P266
95%
覆土

-118-



図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備   考

杯

土 師 器

A145
B 49

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面へら削り。体部内面放射状
の磨き。口縁部内・外面横ナデ。外

面口縁部赤彩。内面赤彩。

礫粒・スコリア

にぶい赤褐色
普通

２７
％
土

Ｐ
７０
覆

秀

土 師 器

A151
B 54

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面へら削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。
雲母・礫粒

明褐色

普通

Ｐ２６２叫融
杯

土 師 器

A143
B 52

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。外

面口縁部赤彩。内面赤彩。

雲母・礫粒・スコリア

明赤褐色
普通

％
％
土

Ｐ
７０
覆

不

土 師 器

A150
B 53

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部は外反する①
体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。口縁部内・外面横ナデ。
雲母・礫粒
明赤褐色
普通

２７
％
土

Ｐ
７０
覆

lTN

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。外

面口縁部赤彩。内面赤彩。

雲母 。礫粒
赤褐色
普通

２６
％
土

Ｐ
９０
覆

lTk

土 師 器

A149
B 61

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。口縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。
雲母・礫粒
赤褐色
普通

２６
％
上

Ｐ
９０
覆

不

土 師 器

A142
B 5.4

丸底。体部は内彎して立ち上がり,

日縁部との境に稜がある。口縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面横ナデ①外

面日縁部赤彩。内面赤彩。

雲母・礫粒・スコリア

橙色
普通

２６
％
土

Ｐ

７０

覆

不

土 師 器

A151
B 53

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。内
・外面黒色処理。

雲母・礫粒
赤褐色
普通

２７
％
土

Ｐ
８５
覆

44
不

土 師 器

Ａ

Ｂ

15 3

57
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。国縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き◎口縁部内。外面横ナデ。外

面口縁部赤彩。内面赤彩。

雲母・礫粒
赤褐色

普通

２７
％
土

Ｐ
７０
覆

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。外

面口縁部赤彩。内面赤彩。底面黒斑

礫粒・スコリア

明赤褐色
普通

P273
70%
第4層

第96図
46

電

器師
置
土
A230
B460
C 520

体部は合形で,内彎して立ち上がる
焚日部上位に庇がつく。焚回部の両

側に円窓がある。

体部外面ヘラナデ。体部内面に輪積
み痕が残る。

石英 。長石

褐色
普通

３３
％
土

Ｐ
６０
覆

杯
土 師 器

A 146
B 50

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面積ナデ①

母
色
通

奎
百
橙
並
日

。礫粒 P255
100%
覆土

郭

上 師 器

15 3

55
Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。内

面赤彩。

雲母・礫粒
赤褐色
普通

２５
％
土

Ｐ
９５
覆

49

雰

土 師 器

146
49

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。外

面日縁部赤彩。内面赤彩。

粒
色
通

礫
橙
普
Ｐ２５９叫融

杯

土 師 器

A145
B 51

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。
礫粒
明赤褐色

普通

P271
85%
覆土

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。内

外面赤彩。

長石・礫粒
赤褐色
良好

翔
％
土

Ｐ
７０
覆

杯
土 師 器

A131
B 49

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面ヘラ肖」り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。

内・外面赤彩。

石長・
色
英
褐
好

石
赤
良

邪
％
土

Ｐ

９５
覆

lTh

土 師 器

131
49

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。
長石・スコリア

赤褐色
良好

P281
95'`

覆土

TTN

土 師 器

A[138]
B(47)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。口縁部は

直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状

の磨き。日縁部内・外面横ナデ。外

面日縁部赤彩。内面赤彩。

長石・スコリア

赤褐色
良好

慶
％
土

Ｐ

４０

覆

杯
土 師 器

A135
B 51

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。日縁部内・外面

横ナデ。

長石・スコリア

赤褐色
良好

２９
％
土

Ｐ
８５
覆
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図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

杯
土 師 器

A131
B 43

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。日縁部内・外面
横ナデ。

石英・ スゴリア

赤褐色

良好

馴
％
土

Ｐ
絲
覆

界
土 師 器

A 12.6
B 50

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
回縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面磨き。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
茶褐色
普通

２９
％
土

Ｐ
８５
覆

杯

土 師 器

A 18 6
B 53
C 35

平底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面磨き。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
暗褐色
普通

釣
％
土

Ｐ
∞
覆

杯
土 師 器

A 10,0
B 46

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
回縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ヘラ磨
き。日縁部内・外面積ナデ。

礫粒・ スコリア

赤褐色
良好

”
％
上

Ｐ
９５
覆

(3)土坑

今回の調査では,古墳時代の上坑20基を確認した。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

第 8号土坑 (第97図 )

位置 調査区の西部,B3d9区。

重複関係 本跡は,第 3号住居跡と重複する。本跡は第 3号土坑を掘り込んでおり,本跡が新しい。
規模と平面形 長軸3.42m・ 短軸2.40mの瓢箪形である。

長軸方向 N-4° 一E

壁 壁高は最大で40cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

底 ほぼ平坦であるが,北側は一段深くなる。北側部は,別な土坑の可能性がある。
覆± 3層からなる。・第 1層は,礫粒を中量含む暗褐色土。第 2層は,礫粒を中量, ロームブロック・ ローム

粒を少量含む暗褐色土。第 3層は,ローム粒・ロームブロックを中量,礫粒を少量含む黒褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 9点 ,土師器片281点,須恵器片 2点,土製支脚 (第97図 2)が出土している。
第97図 1の須恵器横瓶は,南西壁際第 3層から出土しており,第31号住居跡覆土出土破片と接合している。弥

生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,第97図 1の須恵器横瓶が第 3層から出土していることから6世紀後葉と考えられる。

第 8号土坑遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

図９７

１

第 瓶
器恵

横
須

A 13.0
B E32.0]

回頸部と体部破片。体部は横長のつ
ぶれた球形で,頸部は直角に外反す
る。日縁端部は短く内傾する。

体部外面平行タタキロ後,縦位のカ
キロ。体部内面同心円状の当て具痕。
日顕部内 。外面横ナデ。

石英・長石
掲灰色
良好

P387
20%
第 3層
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一

多/ 0              10cm

第97図 第 8号土坑・出土遺物

第19号土坑 (第98図 )

位置 調査区の西部,B3d8区。

重複関係 本跡は,第31号住居跡と重複する。本跡は第31号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新しい。

規模と平面形 径2.50m～ 2.74mの精円形である。

壁 壁高は最大で76cmで ,傾斜して立ち上がる。北側の壁には段がある。

床 鍋底形で,多少の起伏がある。

覆± 4層からなる。第 1層は,礫粒を中量含む暗褐色土。第 2層は, ロームブロックと暗褐色上の混合土。
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第 3層は,ロームブロックを多量,礫粒を中量合む暗褐色土。第 4層は,ロームブロック・礫粒を少量合む黒

褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片14点,土師器片135点,鉄斧 1点 (第98図 3)が出土している。第98図 1・ 2の
甕は,入れ子状に第 3層下部から出上している。鉄斧は北東壁際の第 3層から出上している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

A
―-31.3m

0              2m

中

0               1ocm

第98図  第19号土坑・出土遺物
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第19号土坑出土遺物観察表

図版 器 種 計測値(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図９８

１

第 甕
土 師 器

・９

努

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は外反し, 日縁部
は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部外面下部ヘ

ラ削り。体部内面ナデ。口縁部内・

外面横ナデ。底部木葉痕。

長石 。礫粒
にぶい褐色
普通

P338
909`

第 3層

2
甕
上 師 器

AE19 6]
B(153)

体部下半欠損。顕部は内傾し, 日縁
部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨 き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・雲母
明赤褐色
普通

P339
30%
第 3層

第20号土坑 (第99図 )

位置 調査区の東部,D6il区。

重複関係 本跡は,第25号住居跡と重複する。本跡が第25号住居跡を掘り込んでいるため,本跡が新しい。

規模と平面形 長径1.14m・ 短径1.02mの精円形。

壁 壁高は最大で24cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形。

覆± 2層からなる。第 1層は,ローム粒・礫粒を中量,炭化物を微量含む黒褐色土。第 2層は,ロ ーム粒を

多量,炭化物・礫粒を微量合む暗褐色上である。

遺物 本跡から,土師器片28点,石製紡錘車 (第99図 1)が出上している。第99図 4の高杯と 5・ 6の杯が,

第 2層から出土している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第22号土坑 (第100図 )

位置 調査区の中央部,C5f3区。

規模と平面形 長径3.68m・ 短径3.34mの精円形。

壁 壁高は最大で72cmで ,傾斜して立ち上がる。

底 平坦。南側に長径95cm o短径88cmの精円形で,深さ14cmの ピットがある。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒・炭化物を少量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒・焼土粒・炭化

第20号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

図９９

２

第 甕
土 師 器

２８

”

・０

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は球形で,最大径は体部中位に
ある。顕部は「く」の字状に外反し
口縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面積ナデ。

石英 。長石・礫粒
橙色
普通

P343
90%
第 2層

甑
上 師 器

A21,0
B 269
C 78

無底式。体部は倒卵形で,最大径は
体部上位にある。顕部は直立し, 日

縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。日縁部内 。外面横ナデ。

石英 。長石・雲母
明赤褐色
普通

P344
90%
第 2層

杯

器師
一局
土
A 132
B 46

不体部は内彎して立ち上がり, 回縁
部はわずかに外反する。脚柱は短い

円錐形で,脚部は強く開く。

杯体部 。脚部外面磨き。杯体部内面
ナデ。日縁部内 。外面横ナデ。脚部
内面ヘラナデ。内・外面赤彩。

石英・礫粒・スコリア

赤褐色
普通

P342
809`

第 2層

林
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面横ナデ。

石英。長石・スコリア

赤褐色
普通

P341
80%
第 2層

不
上 師 器

Ａ

Ｂ

14 4

68
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内。外面横ナデ。

長石・スコリア

橙色
普通

P340
95%
第 2層
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物を微量含む黒褐色土。第 3層は, ローム粒・焼土粒・炭化物を微量含む黒褐色土。第4層は, ローム粒 。焼

土粒・炭化物を少量含む黒褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片90点 ,土師器片139点が出土している。第100図 1・ 2の杯は第 2層から出土して

いる。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡は,底面南側にピットがある土坑である。本跡の時期は,本跡に伴う遺物は出土していないが,出

土遺物から7世紀前葉と考えられる。

0               2m

0              10cm
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第99図 第20号土坑 。出土遺物
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第100図 第22号土坑・出土遺物

第22号土坑出土遺物観察表

第23号土坑 (第101図 )

位置 調査区の中央部,C5i4区。

重複関係 本跡は,第24号土坑と重複している。本跡が第24号土坑を掘り込んでいるため,本跡が新 しい。

規模と平面形 径 (1.90)～ 2.10mの楕円形。

壁 壁高は40cmで ,傾斜して立ち上がる。

底 平坦。

覆± 2層からなる。第 1層は,ローム粒・礫粒を少量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 2層は,灰白色粘土

粒・礫粒を中量,炭化物を微量合む黒褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 1点 ,土師器片 3点が出土している。第101図 1の壷と2の杯が第 1層から出土

している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第24号土坑 (第101図 )

位置 調査区の中央部,C5i4区。

重複関係 本跡は,第23号土坑と重複する。本跡は第23号土坑に掘り込まれているため,本跡が古い。

規模と平面形 本跡は,長径3.60m・ 短径3.04mの精円形。

図版 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第lCXl図
1

杯
土 師 器

A 15 7
B 4.1

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外形する。

体部外面下部ヘラ削り。体部内面ナ

デ。日縁部内・外面横ナデ。

長石・礫粒
黒褐色
普通

P345
1∞%
第 2層

杯
上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部はほぼ直立する。

体部内・外面ナデ。口縁部内。外面

横ナデ。

石英・長石
橙色
普通

P346
6Cl%

第 2層
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壁 壁高は26cmで,傾斜して立ち上がる。

底 平坦。

覆± 2層からなる。第 1層は ,ローム粒・礫粒を中量含む暗褐色土。第 2層は ,ロームブロック・ ローム粒・

礫粒を多量含む黒褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 8点,土師器片110点 ,須恵器片 1点が出土している。第101図 3の甕と4の須恵
器杯が第 1層から出土している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

A32.7m

。               2m
トーーーーート___―J

ツ 0               1ocm

第101図 第23・ 24号土坑・出土遺物

第23・ 24号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

第101図
1

甕
土 師 器

A 14 8
B208
C 66

偏平な丸底。体部は球形で,最大径
は体部中位にある。顕部は「く」の
字状に外反し, 日縁部は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・礫粒
にぶい笹色
普通
醐叫藉

2
不
土 師 器

A 10.0
B 55

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ヘラナ
デ。日縁部内・外面横ナデ。

礫粒
赤褐色
普通

閣
％
娼

Ｐ

５５
第

第101図

3
甕
土 師 器

A E15.9]

B(119)
口縁部から体部の破片。体部は倒卵
形で,最大径は体部上位にある。顕
部は外反 し, 日縁部は外傾する。

体部外面磨き。体部内面ナデ。日縁
部内・外面横ナデ。

粒
色
好

礫
橙
良

スコリア ３
　

層

３５
％

１

Ｐ
２５
第

不
須 恵 器

B(3.3) 丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部内・外面横ナデ。体部外面下部
ヘラ削り。

長石・礫粒
灰色
良好

５
　
層

３５
％

１

Ｐ

・５
第
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第30号土坑 (第102図 )

位置 調査区の中央部,C4Q区。

確認状況 遺物包含層調査後の基底面 (第�層)で確認する。

規模と平面形 長径3.56m・ 短径3.24mの精円形。

壁 壁高は最大で94cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形で,わずかに起伏がある。

覆± 4層からなる。第 1層は, ローム粒 。礫粒・炭化物を少量含む黒褐色土。第 2層は, ローム粒・炭化物

を少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒・炭化物を中量合む暗褐色土。第 4層は,灰白色ローム粒・礫粒を

多量含む褐色土である。

遺物 本跡から,土師器片2835片 ,須恵器片 3点が出土している。第103図 5の小型甕は床面から,第104図 9

の高杯と10の婉は第 4層から出土している。他の遺物のほとんどは,第 2・ 3層から投棄された状態で出土し

ている。

所見 本跡は,遺物包合層下に存在する土坑である。本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第30号土坑出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第102図
1

甕

器

型
師
小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部上位にある。顕部はほぼ直立し,
日縁部はわずかに外傾する。

胴部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・礫粒
明赤褐色

普通

P382
80%
第 3層

2

甕

器

型
師
小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

14 4

13 0

70

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部上位にある。顕部はほぼ直立し,
日縁部はわずかに外傾する①

体部外面ヘラナデ。内面ナデ。日縁

部内・外面横ナデ。

石英 。長石・礫粒
にぶい赤褐色

普通

P379
75%
第 3層

3

甕

土 師 器

A 20 0
B 38.5
C 90

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部はほぼ直立し, 日

縁部はわずかに外傾する。

体部外面ヘラナデ後、磨き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石

明赤褐色

普通

P380
40ラ

`第 3層

第103図
4

甕
土 師 器

A[194]
B(210)

日縁部から体部の破片。顕部は」内

傾し,口縁部は外反する。
口縁部内・外面横ナデ。 石英 。長石 。礫粒

にぶい橙色

普通

P383
60%
第 2層

5

甕

器

型

師

小

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は倒卵形で,体部上位に
最大径がある。顕部はほぼ直立し,
日縁部はわずかに外傾する。

体部内・外面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。

石英・長石・スコリア

笹色

普通

P377
95%
底面

6

士匠
器
顕
師
長
土

B(125)
C 68

平底。体部は縦長の球形で,最大径
は体部中位にある。顕部は長く,直
立する。

体部内面ヘラナデ。顕部内・外面横
ナデ。

石英・長石

橙色

普通

融
％
媚

Ｐ

５０

第

7

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

無底式。底径が小さく,体部は内彎
して立ち上がる。日縁部はわずかに

外反する。

体部内・外面ナデ。口縁部横ナデ。 長石・ スコリア

笹色

普通

P386
90ライ
第 2層

対

土 師 器

B( 日縁部欠損。丸底①体部はつぶれた

球形で,最大径は体部中位にある。
日縁部は外反する。

底面ヘラ削り。 長石・ スコリア

橙色

普通

P375
80%
第4層

第104図
9

不
器師

一局
土

A161
B(68)

脚部欠損。杯体部は内彎して立ち上

がり,日縁部は外傾する。
杯体部外面磨き。体部内面ナデ後放

射状の磨き。日縁部内。外面横ナデ

内・外面赤彩。

砂粒
赤褐色
良好

P373
50%
第 4層

婉

土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底①体部は内彎して立ち上がり,
口縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ヘラナ

デ。日縁部内・外面積ナデ。
石英・長石
甥褐色
良好

P371
1∞%
第 2層

杯
土 師 器

A[104]
B 60

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は直立する。日縁部内面に稜
がある。

体部内。外面ナデ。底面ヘラ削り。
日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石
明赤褐色
普通

P372
609`

第 2層

杯
土 師 器

A■ 7
B 57

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部はわずかに外傾する。

体部外面ナデ。体部内面放射状の磨

き。回縁部内・外面横ナデ。

雲母・礫粒
明赤褐色
普通

P370
95,`

第 2層
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0            10Cm

第103図 第30号土坑出土遺物 (2)
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0           10Cm

第104図 第30号土坑出土遺物 (3)

0             2m

第105図 第35・ 36号土坑・出土遺物

0              10Cm

第35号土坑 (第105図 )

位置 調査区の東部,C5d6区。

重複関係 本跡は,第11号住居跡と第36号土坑と重複する。本跡が第11号住居跡と第36号土坑を掘り込んでい

るため,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸1.00m・ 短軸0.90mの方形。

壁 壁高が40cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形で,ほぼ平坦である。

覆± 2層からなる。第 1層は,ローム粒・炭化物を微量含む黒褐色土。第 2層は, ロームプロック・ ローム

粒を多量合む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 1点 ,土師器片 9点が出上している。第105図 1・ 2の郭は,第 2層から出上し
ている。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀前葉と考えられる。

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備  考

杯
須 恵 器

A 10 4
B 48

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は外傾する。

底部回転ヘラ切り。体部内・外面横
ナデ。

長石・礫粒
灰白色
普通

断
％
土

Ｐ
５０
覆

庭
須 恵 器

B(3_9) 頸部から体部の破片。頸部は直角に
外反する。

顕部は櫛歯状工具により波状文を
施している。体部は2条の沈線下に
櫛歯状工具の刺突文を施している。

長石

灰オリーブ色

良好

謡
％
土

Ｐ

・５

覆

-13卜



第35号土坑出土遺物観察表

図版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

第105図
1

杯
土 師 器

A146
B 62

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外傾する。

体部外面輪積み痕。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面横ナデ。

雲母・礫粒
明褐色
普通

P393
95,`

第 2層

2

ネ
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
ほぼ直立する。

体部外面ヘラ肖Jり後,磨き。体部内
面放射状の磨き。日縁部内・外面横
ナデ。内・外面黒色処理。

色
母
褐
好

雲
赤
良

P394
50%
第 2層

第36号土坑 (第105図 )

位置 調査区の東部,C5d6区。

重複関係 本跡は,第11号住居跡と第36号土坑と重複する。本跡は第11号住居跡を掘り込んでいるため本跡が

新しく,第35号土坑が本跡を掘り込んでいるため本跡が古い。

規模と平面形 長軸1.00m・ 短軸0,98mの方形。

壁 壁高が44cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形で,ほぼ平坦である。

覆± 3層からなる。第 1層は, ロームブロック・ローム粒を多量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 2層は,

ローム粒を中量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 3層は, コーム粒・炭化物を中量含む黒褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 3点 ,土師器片38点が出土している。第105図 3の外は,第 2層から出土してい

る。弥生土器は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀前葉と考えられる。

第37号土坑 (第106図 )

位置 調査区の東部,C6hl区。

規模と平面形 長径1.96m・ 短径0。 96mの瓢箪形。

重複関係 本跡は,平面形が瓢箪形で底面までの深さが異なることから土坑が重複している可能性があるが ,

確認できなかった。

長径方向 N-38° 一E

壁 壁高は最大で48cmで,傾斜して立ち上がる。南西側の張り出し部は浅く,底面まで 8 cmである。

底 鍋底形。

覆± 5層からなる。第 1層は,ローム粒を少量含む褐色土。第 2層は,焼土ブロック・焼土粒を中量, ロー

ム粒・炭化物を少量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒・焼土粒・炭化物を少量含む暗褐色土。第 4層は,焼

土ブロック・炭化物・ ローム粒を少量合む暗褐色土。第 5層は,ロ ーム粒を多量含む褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 8点 ,土師器46点が出土している。第106図 1の短頸壷と2の杯は,覆土から出

上している。弥生土器片は混入したものである。

第36号土坑出土遺物観察表

図 版 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第105図
3

杯
土 師 器

A 14.2
B 55

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する6

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部内・外面横ナデ。外

面日縁部赤彩。内面赤彩。

雲母・スコリア

赤褐色
普通

P396
65%
第 2層
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第106図 第37号土坑・ 出土遺物

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第37号土坑出土遺物観察表

第45号土坑 (第 107図 )

位置 調査区の西部,C6g7区。

規模と平面形 長径0.86m・ 短径0.58mの精円形①

長径方向 N-8° 一E

壁 壁高は最大で14cmで ,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形で,起伏がある。

覆± 2層からなる。第 1層は, ローム粒を少量含む暗褐色土。第 2層は, ロームプロック・ローム粒を多量

含む褐色土である。

0              10cm

図版 器  種 計測値 (em) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第106図
1

士空
器
顕
師
短
土
A107
B(76)

日縁部から体部の破片。体部はつぶ
れた球形で,顕部は「くJの字状に
外反する。日縁部は直立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ヘラナ
デ。日縁部内・外面横ナデ。外面赤
彩。内面日縁部赤彩。

スコリア

明赤掲色

良好

３９
％
土

Ｐ
３。
覆

杯
土 師 器

A 13 8
B 53

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部はわずかに内傾する。

底面ヘラ削り。内面放射状の磨き。
日縁部内・外面横ナデ。外面口縁部
赤彩。内面赤彩。

石英・長石・雲母
赤褐色
良好

３９
％
土

Ｐ
鍋
覆

A352m (c697)

0               1m

第107図 第45号土坑・出土遺物
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第45号土坑出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第107図
1

甕

器

型
師
小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

13 8

14 1

56

平底。体部は球形で,顕部は直立す
る。口縁部は強く外傾する。

体部外面ヘラナデ後,磨き。体部内
面ナデ。日縁部内・外面横ナデ。

長石・雲母・礫粒

にぶい橙色

良好

P403
95%
底面

2

対
土 師 器

A■ 9
B151

丸底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。顕部は「 くJ
の字状に外反し, 回縁部は外傾する

日顕部縦位の磨き。体部外面横位の

磨き。外面赤彩。

粒
色
好

礫
橙
良

P402
90ワ

`第 2層

杯

土 師 器

A[133]
B 48

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
国縁部は外反する。

体部外面ヘラ肖」り◎体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。外面口縁部

赤彩。内面赤彩。

色
母
褐
通

雲
赤
普

P400
50%
第 2層

遺物 本跡から,土師器片 5点が出上 している。第107図 1の壺が底面から出土 し, 2の対と 3の杯が第 2層

から出土 している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第46号土坑 (第 108図 )

位置 調査区の東部,C6h9区。

規模と平面形 長径1.58m・ 短径1.10mの長精円形。

長径方向 N-48° 一E

壁 壁高は最大で70cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形で,起伏がある。

覆± 4層からなり,第 4層は崩落土である。第 1層は, ローム粒を少量含む黒褐色土。第 2層は, ロームブ

ロック・ ローム粒を中量含む黒褐色土。第 3層は,ローム粒を中量,灰白色粘土ブロックを少量含む黒褐色土

である。第 4層は,黒褐色土粒を少量含む灰褐色粘土層である。

遺物 本跡から,土師器片60点が出土している。第108図 1・ 2・ 4・ 5の小型甕は第 3層から, 3の小型甕

と6の甑は第 2層から出上 している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第46号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第108図
1

甕

器

型

師

小

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。顕部は直立し,
国縁部は外反する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。日縁部内・外面横ナデ。

雲母・スコリア

橙色
普通

P407
95%
第 3層

2

甕

器

型
師
小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は直立し, 回縁部
は外反する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。口縁部内・外面横ナデ◎

石英・長石・礫粒
明赤褐色
普通

P406
95%
第 3層

3

甕

器

型

師

小

上

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は直立し, 日縁部
は外反する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。日縁部内・外面積ナデ。

石英 。長石・雲母
明赤褐色
普通

P408
90,`

第 2層

4

甕

器

型

師

小

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部中位にある。顕部は直立し, 日縁
部は外反する。

体部外面ナデ後,磨き。体部内面ナ
デ。日縁部内・外面積ナデ①

石英 。長石

にぶい怪色

普通

P404
95%
第 3層

5

甕

器

型
師
小
上

A142
B 169
C 78

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は直立し, 日縁部
は外反する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面積ナデ。

長石・雲母
にぶい黄怪色

普通

P405
95%
第 3層
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0              10cm

第108図 第46号土坑 。出土遺物
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ャ1附

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

6
甑
土 師 器

A 22.4
B 248
C 96

無底式。体部は球形で,最大径は体
部中位にある。日縁部は外反する。

体部外面ヘラ磨き。体部内面ナデ。
回縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・雲母
明赤褐色
普通
卵甥舞
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第109図  第52号土坑 。出土遺物

第52号土坑 (第109図 )

位置 調査区の西部,C5,6区。

規模と平面形 長径2.70m・ 短径0.76mの長精円形。

長径方向 N-22° 一W

壁 壁高は最大で15cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。南西壁の一部は,流失して残存していない。

底 平坦。

ピット 1ケ所 (Pl)。 南壁際に位置するが,本跡とは別の遺構の可能性がある。長径80cm・ 短径52cmで ,

深さ37cmである。

覆± 2層からなる。第 1層は,ロ ームブロック・ ローム粒を中量含む暗褐色土。第 2層は, ロームブロック・

ローム粒を多量合む明褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 3点,土師器片18点が出土している。第109図 1の高杯と2の ミニチュア土器が ,

Plか ら出土している。弥生土器片は混入したものである

所見 本跡の時期は,出土遺物から4世紀中葉と考えられる。

第52号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(Cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第lC19図
1

杯
器師

高
土

A 13 2
D16.4
E 74

杯部は内彎して立ち上がる。脚部は

長く,強 く開く。脚部上位に3単位
の円孔が付く。

体部内・外面ナデ後,磨き。脚部内
外面ナデ後,磨き。脚部内面ヘラ削
り後,ナデ。

石英・長石

明褐色
良好

P411
80%
Pi覆土

ミ野ュラJ目器
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は内彎して立ち上がり, 口縁部
は短く外傾する。

体部内・外面ナデ。 石英・長石
茶褐色
普通

P410
lCXl%

Pl覆土
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第110図 第56・ 59号土坑・ 出土遺物

第56号土坑 (第110図 )

位置 調査区の東部,D6ictt。

重複関係 本跡は,第59号土坑と重複している。本跡が第59号土坑を掘り込んでいるため,本跡がが新 しい。
規模と平面形 長径0.86m・ 短径0.78mの精円形。
壁 壁高が42cmで,傾斜して立ち上がる。
底 鍋底形。

覆± 2層からなる。第 1層は, ローム粒を少量,焼土粒を微量含む暗褐色土。第 2層は,灰白色粘土粒を中
量,ロ ーム粒・炭化物を少量含む暗褐色上である。

遺物 本跡から,弥生土器片 3点 ,土師器片18点が出土している。第■0図 1の外と2の短頸壺は覆土から出
土している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第59号土坑 (第 110図 )

位置 調査区の東部,D616区。

重複関係 本跡は,第56号と重複している。第56号土坑が本跡を掘り込んでいるため,本跡が古い。
規模と平面形 長径0,80m・ 短径0,70mの精円形。
壁 壁高が34cmで,傾斜 して立ち上がる。
底 鍋底形。

覆± 2層 (第 3・ 4層 )か らなる。第 3層は, ローム粒・灰白色粘土粒・砂粒を少量含む褐色土。第 4層は ,

ローム粒・灰白色粘土粒を中量,砂粒を少量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,土師器片 2点が出土している。第110図 3の杯は,覆土から出土している。

第56号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第■0図
1

不

上 師 器

A 123
B 45

丸底。体部は内彎して立ち上がり
,

日縁部はわずかに外傾する。
体部外面ヘラ削り後,ヘ ラ磨き。体
部内面放射状の磨き。日縁部内・外
面積ナデ。外面口縁部・内面赤彩。

雲母
暗褐色
良好

４
％
土

Ｐ
７５
覆

2
一箆
器

顕
師
短
土

A 10 0
B 38

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は内傾する。

底面ヘラ削り。体部外面磨き。体部
内面放射状の磨き。日縁部横ナデ。
外面赤彩。

雲母・ スコリア

赤褐色
良好

４
％

土

Ｐ

９５
覆
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第111図 第61号土坑・出土遺物

所見 本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉と考えられる。

第61号土坑 (第111図 )

位置 調査区の中央部,C4a3区。

重複関係 本跡は,第29。 37号住居跡と重複する。本跡は第29・ 37号住居跡を掘り込んでいるため,本跡が新

しい。

規模と平面形 長径2.92m o短径2.70mの楕円形。

壁 壁高は98cmで,緩やかに傾斜して立ち上がる。

底 常総粘土層である第 層を底面にしている。鍋底形。

覆± 6層からなる。第 1層は, ローム粒・礫粒を少量,炭化物を微量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒・

礫粒を少量,灰化物を微量含む黒褐色土。第 3層は,灰白色粘土ブロック・ ローム粒を多量,礫粒を少量含む

暗褐色土。第 4層は, ローム粒 。礫粒・炭化物を少量含む黒褐色上である。第 5層は, ローム粒,礫粒を少量

含む暗褐色土。第 6層は,灰白色粘土ブロック・ ローム粒を多量,礫粒を少量合む黒褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 8点,土師器片65点が出土している。第111図 1の甕と 3の杯が,第 6層から出

土している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から7世紀前葉と考えられる。

第59号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第■0図
3

杯
上 師 器

A13.5
B 55

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部は外反する。

体部外面ヘラ肖Jり。体部内面ナデ。
日縁部内 '外面横ナデ。

礫粒・スコリア

明褐色
普通

Ｐ４．
暢
融
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第61号土坑出土遺物観察表

図 版 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第■1図

1

甕

器

型
師
小
土

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は直立し, 日縁部
は外傾する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石
褐色
普通

P420
95%
第 6層

2
杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
直立する。

体部外面ヘラ肖Jり 。日縁部横ナデ。
底面黒斑。

石英・長石
赤褐色
良好

P417

"%覆土

3
杯
土 師 器

A 15.6
B 41

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁端部は尖る。

体部外面ヘラ削り。日縁部内。外面
横ナデ。

雲母 。礫粒
明褐色
良好

P418
80%
第 6層

①
l

E

く
|

。               2m
I   I  I

第112図  第62号土坑・出土遺物

0              10Cm

第62号土坑 (第■2図 )

位置 調査区の中央部,C4a2区。

確認状況 第29号住居跡調査中に確認する。本跡は,遺物包合層である第Hb層下部から掘り込んでいる。
重複関係 本跡は,第29号住居跡と重複する。本跡は第29号住居跡を掘り込んでいるため,本跡が新 しい。
規模と平面形 本跡の西側は未調査であるが,径3.Omの円形と推定される。
壁 壁高は最大で30cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。
底 平坦であるが,わずかに起伏がある。

覆± 3層からなるが,第 1層は遺物包合層である第 Hb層の一部の可能性がある。第 1層は,礫粒を少量合

む黒褐色土。第 2層は,礫粒を中量含む黒褐色土。第 3層は,礫粒を多量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 8点 ,土師器片85点が出土している。第112図 1・ 3の杯は,第 2層から出土し
ている。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物と本跡が第29号住居跡を掘り込んでいることから, 7世紀前葉と考えられる。
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第62号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第■2図
1

杯
土 師 器

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内 。外面横ナデ。

石英 。長石・礫粒
明赤褐色
良好

P422
90%
第 2層

2
杯
土 師 器

A141
B 44

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ◇日縁端部内
面に沈線が巡る。

礫粒
暗赤褐色
良好

P423
lCXl%

覆土

3

不

土 師 器

A 15 6
B 41

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま日縁部に至る。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部内・外面積ナデ。

雲母・礫粒
褐色
良好

P421
95%
第 2層

引

＼

σ

Ａ
一

ト  

ー生 3■ 2m

0              2m

第113図 第66号土坑・ 出土遺物

第66号土坑 (第■3図 )

位置 調査区の西部,B3島区。

重複関係 本跡は,第31号住居跡と重複する。第31号住居跡が本跡の覆土上を貼床としていることから,本跡

が古い。

規模と平面形 長径3.00m・ 短径2.64mの楕円形である。

壁 壁高は70cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形。

覆上 自然堆積。

遺物 本跡から,土師器片67点が出上している。第113図 1のイは,覆土上層から出土している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第66号土坑出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第■3図
1

不

土 師 器

A14.4
B 48

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に突出した稜がある。
日縁部は直立する。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

礫粒 。スコリア

橙色
普通

P424
80%
覆土上層
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第114図  第67号土坑・ 出土遺物

第67号土坑 (第■4図 )

位置 調査区の西部,B3d8区。

重複関係 本跡は,第31号住居跡と重複する。第31号住居跡床面に貼床が確認できなかったことから,本跡が
新しい。本跡は第19号土坑と接しているが,重複関係は不明である。

規模と平面形 長径1.50m・ 短径1.30mの楕円形。
壁 壁高は最大で30cmで,傾斜して立ち上がる。
底 鍋底形で,起伏がある。

覆上 自然堆積。

遺物 本跡から,土師器片13点が出上している。第■4図 1の甕は覆土から出土している。
所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第67号土坑出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第114図
1

杯
土 師 器

AE18 9]
B345
C E10.2]

平底。体部は縦長の球形で,顕部は
内傾し, 日縁部は強く外反する。

日縁部内・外面横ナデ。 石英・長石
橙色
普通

躍
朝
融
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第115図 第69号土坑・出土遺物

第69号土坑 (第 115図 )

位置 調査区の西部,B3d9区。

重複関係 本跡は,第 2号住居跡と重複する。第 2号住居跡は本跡の覆土上面を床面としており,本跡が古い。

規模と平面形 長径2.30m・ 短径2.14mの精円形。

壁 壁高は最大で36cmで,傾斜して立ち上がる。東壁の一部は,オーバーハングしている。

底 鍋底形で起伏があり,東側がピット状になっている。

覆± 6層からなる。第 1層は,焼土粒・炭化物・礫粒を少量合む黒褐色土。第 2層は,焼土粒・炭化物を中

量,礫粒を少量含む暗褐色土。第 3層は, ロームブロック・ローム粒を多量,礫粒を少量含む暗褐色土。第 4
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層は,焼土粒・礫粒を少量合む暗褐色土。第 5層は, ロームブロック

は,炭化物を多量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,縄文土器片 2点 ,弥生土器片 2点,土師器片625点 ,

いる。第115図 1・ 2の甕は,北側底面に潰れた状態で出上している。

混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

第69号土坑出土遺物観察表

ローム粒を多量含む暗褐色土。第 6層

須恵器片 3点 ,陶器片 1点が出上 して

縄文土器片と弥生土器片と陶器片は ,

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

第115図
1

甕
土 師 器

A E19.5]

B(287)
平底。体部は倒卵形で,最大径は体
部上位にある。頸部は直立し, 口縁
部は外反する。

体部外面磨き。体部内面ヘラナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英 。長石・礫粒
明赤褐色
普通

Ｐ４２
暢
繭

2
甕
土 師 器

A 18.0
B(180)

体部下半欠損。体部は倒卵形で,最
大径は体部上位にある。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
回縁部内・外面横ナデ。

石英・長石
にぶい褐色
普通

馳
明
繭

(4)井戸

今回の調査では,古墳時代の井戸を 1基を確認した。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

第 1号井戸 (第■6図 )

位置 調査区の中央部,C4a8区。

重複関係 本跡は,第 5号濤状遺構と重複する。本跡が第 5号濤を掘り込んでおり,本跡が新しい。

規模と平面形 長径1.82m・ 短径 .76mの精円形。

壁 壁高は最大で72cmで,傾斜して立ち上がる。

底 鍋底形で,第�層とした混礫砂層まで掘り込んでいる。

覆± 3層からなる。第 1層は, ローム粒・ ロームブロックを中量,炭化物を微量合む暗褐色土。第 2層は,
ローム粒 。ロームブロックを微量合む黒褐色土。第 3層は,ローム粒 。ロームブロックを少量含む暗褐色土で

ある。

遺物 第116図 1の ミニチュア土器は,第 1層から出土している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から6世紀後葉と考えられる。

0              10cm

第116図 第 1号井戸・出土遺物
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第 1号井戸出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■6図
1

ミニチュア圭器

土 師 器

Ａ

Ｂ

94
61
平底。体部は外傾して立ち上がり,
そのまま口縁部に至る。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
日縁部内。外面横ナデ。内・外面赤

彩。

石英・長石 。礫粒
明赤褐色
普通
Ｐ４３２叫舞

(5)濤状遺構

第 2・ 3・ 5号濤として調査した遺構については,覆土の堆積後に遺物包含層である第Ha～ d層が形成さ

れること,標高の低い所に堆積している覆土はローム粒と褐色上の混合上が多いこと,標高の低い所の底面に

は流水痕があり流路の可能性があること,第 5号蒔は第 1号井戸と重複していることから水場 しての機能が想

定できることから,区画や境界の性格を持つ濤と区別できる。そのため第 2・ 3・ 4号濤状遺構と改称し,以

下確認した遺構と遺物について記載する。

第 2号溝状遺構 (第■7・ ■8図 )

位置 調査区の中央部,B419～ C4dっ区。

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で確認する。

重複関係 本跡は,遺物包合層と重複している。本跡の覆上の堆積後に遺物包合層が形成されることから,本

跡が古い。

規模と断面形 本跡の北側は調査区外に延びるため,長さは不明である。上幅は最大で6.54m,下幅は最大で

3.54mで ,深さは最大で0.70mで ある。断面形は皿底で,底面は南側に傾斜し,深さは南側になるにつれ浅く

なる。

覆± 4層からなる。第 1層は,灰白色粘土粒を多量, ローム粒・礫粒を少量含む黒褐色土。第 2層は, ロー

ム粒・礫粒を微量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒・礫粒を少量含む暗褐色土。第 4層は,灰白色粘土粒・

ローム粒・礫粒を少量含む暗褐色上である。

所見 本跡は,南側に傾斜する濤状遺構である。本跡の時期は出土遺物がないため不明であるが,重複関係か

ら遺物包含層より古いことが判明している。

第 3号濤状遺構 (第117・ 118図 )

位置 調査区の中央部,C4aO～ C4dOtt。

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で確認する。

重複関係 本跡は,遺物包含層と重複している。本跡の覆土堆積後に遺物包合層が形成されることから,本跡

が古い。

規模と断面形 本跡の南端部と北端部は不明瞭であるが,長さ14.50mと 推定される。北側は上幅が最大1.08

m・ 下幅が最大0.68mで直線的に延び,南側は上幅が最大4.06m・ 下幅が最大2.54mで末広がり状になる。断

面形は鍋底形で,深さは最大で34cmで ある。底面は,南側に傾斜している。

覆± 4層からなる。第 1層は,ロ ーム粒・礫粒を少量含む暗褐色土。第 2層は,ローム粒を少量含む暗褐色

土。第 3層は, ローム粒を少量,礫粒を微量含む暗褐色土。第 4層は, ローム粒を中量,灰白色粘土粒・礫粒

を少量含む暗褐色上である。

遺物 第119図 1の長頸壺と勾玉形石製模造品 (第■9図 2)は ,共判して覆土から出上している。
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第117図 濤状遺構 (1)
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o           4m

C32,7m

0              2m

第118図 濤状遺構 (2)

所見 本跡は,南側に傾斜する濤状遺構である。本跡の時期は,出土遺物と遺物包含層より古いことから5世

紀末葉と考えられる。

E
―-32.Om

0              10Cm

第119図  第 3号濤状遺構出土遺物

o            5cm

第 3号溝状遺構出土遺物観察表

図版 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備  考

第■9図
1

一里
器
顕
師
長
土

A16.1
B14.3

丸底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。頸部は直立し,
日縁部はわずかに外傾する。

体部内・外面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。

石英・雲母
にぶい赤褐色
普通

Ｐ４３
蹴
盈

第 5号濤状遺構 (第■ 7・ ■8図 )

位置 調査区の中央部,C4a8～ C4働区。

確認状況 遺物包含層の トレンチ調査で確認する。

重複関係 本跡は,第 1号井戸と遺物包含層と重複している。本跡は第 1号井戸に掘り込まれ,本跡の覆土の

堆積後に遺物包含層が形成されることから,本跡が古い。

規模と断面形 長さ■ ,30mで ,上幅が最大で3.60m,下 幅が最大で3.24mである。短軸方向の断面形は鍋底

形で,深さは最大で70cmである。長軸方向の断面形は,南側に向かって階段状に深くなっている。

覆± 24層からなる。第 1～ 4層は暗褐色上であるが,第 5～ 24層は暗褐色土層と混合土が互層となる。第 1
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層は,ロ ームブロック・灰白色粘土ブロック・小礫を多量含む暗褐色土。第 2層は,ローム粒・ ロームブロッ

クを多量含む暗褐色土。第 3層は, ローム粒 。ロームブロック・灰白色粘土ブロックを多量含む暗褐色土。第

4層は,ロ ーム粒・ ロームブロック・灰白色粘土ブロックを少量含む黒褐色土。第 5層は,ロ ームブロックと

暗褐色土の混合土。第 6層は,ローム粒・礫粒を中量含む黒褐色土。第 7層は, ロームブロックと暗褐色上の

混合土。第 8層は, ロームブロック・灰白色粘土ブロックを中量含む暗褐色土。第 9層は,ロームブロックと

暗褐色土の混合土。第10層は, ローム粒・礫粒を微量含む黒褐色土。第11層は, ローム粒・礫粒を少量含む黒

褐色土。第12層は, ロームブロックと灰白色粘土ブロックの混合土。第13層は,常総粘土層の崩落土。第14層

は, ロームプロック・礫粒を微量含む暗褐色土。第15層は, ローム粒・礫粒を少量合む暗褐色土。第16層は,

ロームブロックと暗褐色上の混合土。第17層は, ロームブロックを多量含む暗褐色土。第18層は, ロームブロッ

クと灰白色粘土ブロックの混合土。第19層は,ロ ーム粒・灰白色粘土粒を微量含む黒褐色土。第20層は,珠粒
を多量に含む浅黄色土。第21層は,ロームブロックと褐色土の混合土。第22層は,礫粒を多量,ローム粒を微

量含む暗褐色土。第23層は,ロームブロックと灰白色粘土ブロックと暗褐色土の混合土。第24層は,ロームブ

ロック・灰白色ロームブロック・礫粒を少量含む暗褐色土である。

遺物 第120図 2の密は,第22層から出土している。他の遺物は,覆土上層から出土している。
所見 本跡は,南側に向かって階段状に深くなる濤状遺構である。本跡の時期は,出土遺物から5世紀末葉か
ら6世紀初頭と考えられる。

第 5号溝状遺構出土遺物観察表

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第120図
1

甕
上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は球形で,最大径は体部
中位にある。顕部は「くJの字状に
外反し、日縁部は外反する。

体部内・外面ヘラナデ。日縁部内。

外面横ナデ。
石英 。長石 。砂粒
明赤褐色
普通

P212
70%
覆土上層

2
甕
土 師 器

B(303)
C 90

顕部から底部の破片。平底。体部は
球形で、最大径は体部中位にある。
顕部は「く」の字状に外反する。

体部内・外面ナデ。 石英・長石
暗褐色
普通

P214
40%
第22層

3
甕
土 師 器

A E23 2]

B(133)
口縁部から体部上半部破片。顕部は
「く」の字状に外反する。日縁部は
外傾する。

体部内・外面ナデ。日縁部内・外面
横ナデ。

石英・長石
橙色
普通

P217
20ラ

`覆土上層

4

杯
土 師 器

AE13 8]
B 50

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面放射状
の磨き。日縁部横ナデ。

石英・雲母
橙色
普通

P203
50%
覆土上層

5

不
土 師 器

A[147]
B(5.3)

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は
外反する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
口縁部横ナデ。

長石・ スコリア

赤褐色

普通

P205
40%
覆土上層

婉
土 師 器

A l13
B 75

丸底。体部は内彎して立ち上がり,
そのまま日縁部に至る。日縁部は直
立する。

体部外面ヘラ削り。体部内面ナデ。
日縁部横ナデ。

石英。長石・スコリア
橙色
普通

P358
70%
覆土上層

7
対
土 師 器

B(95)
C 42

平底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。

体部内・外面ナデ。 石英・長石・スコリア
黄褐色
普通

P208
70%
覆土上層

対
土 師 器

Ｂ

Ｃ

94)
34
平底。体部はつぶれた球形で,最大
径は体部中位にある。

体部外面磨き。体部内面ナデ。 長石・雲母
橙色
普通

P359
70%
覆土上層
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第120図 第 5号溝状遺構出土遺物

―-147-―



010

・ 4

・ 1               ●3

名

0               2m

第121図  遺物包含層

(6)遺物包含層 (第32・ 121図 )

今回の調査では,遺物包含層を標高の低い調査区の南西部 (B3・ C4・ D5区付近)に確認した。遺物包
含層は暗褐色土を基調とし,第 Ha～ d層の4層からなる。第Ha・ d層は調査区中央部C4区付近にのみ堆
積し,第Ⅱboc層は調査区南西部に堆積している。遺物包含層の時期は、 5世紀末葉から6世紀前葉の遺物
を主体に包含していること,遺物包含層の下位から5世紀末葉の第30号土坑と第 3・ 5号濤状遺構が確認され
たことから, 5世紀末葉以降に堆積したと考えられる。層毎の遺物量は,第 Hb層が最も多く,第 Hc・ d。
a層の1贋で少なくなる。遺物包含層から出上した土器はほとんどが破片であるが,C4gl～ C4h2区の第Hb層か
らは略完形に復元できる第122図 1の甕や 8の置竃がつぶれた状態で集中して出土している。第122図 3の空と

4の壷は古墳時代前期の外来系土器で、凹石 (第123図 10)は混入したものである。

・ 。キ確es

遺物包含層出土遺物観察表

図版番 器 種 計根J値 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調 。焼成 備  考

第122図
1

甕
土 師 器

・３

２４

８

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底で、底部は突出する。体部は球
形で,最大径は体部中位にある。顕
部は外反し、回縁部に至る。

体部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。
日縁部内・外面横ナデ。

石英・長石・スコリア

怪色

普通

P213
95%
第Hb層

甕

土 師 器

A[162]
B(243)

日縁部から体部の破片。体部は球形
で、顕部はほぼ直立する。顕部は外
反する。

口縁部内 。外面横ナデ。 石英 。長石・雲母
赤茶褐色
普通

P215
40%
第Hb層

3
甕
土 師 器

AE20 4ヨ 口縁部破片。顕部は「 くJの字状に
外反し、日縁部は外傾する。国縁部
端部は平坦である。

体部外面ハケロ。体部内面ヘラナデ
ロ縁部内・外面ハケロ。

長石・雲母
黒褐色
良好

P219
5%
第Hb層

4

霊

土 師 器

A[181ヨ 回縁部破片。顕部はわずかに外反 し
日縁部は有段日縁である。

顕部外面ハケロ。顕部内面ヘラナデ
ロ縁部内・外面積ナデ。

石英 。長石
赤褐色
普通

P211
10%
第Hb層

5

里

土 師 器

90]
39

Ｂ

Ｃ

回縁部から顕部欠損。体部はつぶれ
た倒卵形で,最大径は体部上位にあ
る。

体部外面下半部ヘラ肖1り。体部内面
ナデ。外面赤彩。

石英・長石
赤褐色
普通

P209
60夕

`第Hb層

6

雰

器師

一局
土

A[166]
B 94
C l15

杯体部は内彎して立ち上がり、回縁
部は外傾する。脚部は短い円錐形で
「ハJの字状に強く広がる。

杯体部外面ヘラ削り後,ナデ。日縁
部内・外面積ナデ。脚部外面ヘラ削
り。脚部内面に輪積み痕を残す◇

石英 。長石
褐色
普通 層

２。

％

Ｈ

Ｐ

５０
第
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0                10Cm

第122図  遺物包含層出土遺物 (1)

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

7
杯
上 師 器

Ａ

Ｂ

14 8

68
丸底。体部は内彎して立ち上がり,
日縁部との境に稜がある。日縁部は

外傾する。

日縁部内・外面横ナデ。 石英・スコリア

褐色
普通

P202
95%
第 Hb層

第123図
8

竃

器師
置
土

A[22.0]
B[384]
C E52 0]

体部は合形で、内傾して立ち上がる

焚口部上位に庇がつく。
体部外面ナデ。体部内面に輪積み痕
を残す。

石英 。長石

褐色
普通

P223
40%
第Hb層

庭
須 恵 器

F 122 頸部から体部破片。体部の最大径は
体部上位にあり,頸部は「 く」の字
状に外反する。

顕部と体部上位に櫛歯状工呉に波状

文を施している◎

石
色
好

長
灰
良

スコリア P433
30%
第Ⅱb層

―-14鮮
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3 平安 時代 の遺構 と遺物

今回の調査では,平安時代の竪穴住居跡を 3軒確認した。その内 1軒はAと Bに分けることができ,それを

合めると4軒となる。以下,確認した遺構と遺物について記載する。

(1)竪穴住居跡

第 lA・ B号住居跡 (第124図 )

位置 調査区の西部,B3cO～ B3dO区。

確認状況 遺構確認時に北側のAだけを確認する。Bは,Aの調査中に確認する。

重複関係 本跡は,第 1号土坑と第 4号濤と重複する。本跡は,第 1号土坑の覆土上部を床面にしているため

本跡が新しく,第 4号濤に掘り込まれているため本跡が古い。本跡はAと Bか らなり,Aが Bを掘り込んでい

るためAが新しい。

規模と平面形 Aと Bは,いずれも南西コーナー付近だけが残存するのみで規模は不明であるが,長方形と推

定される。

壁 Aと Bは,いずれも西壁と南壁の一部が残存し,壁高は最大で1lCmで傾斜して立ち上がる。

床 Aと Bは床面が一致し,いずれも平坦で踏み締まりは弱い。

覆土 Aは 1層からなる。第 1層は,ローム粒を少量含む暗褐色土である。Bは 3層からなる。第 1層は, ロー

ム粒を少量含む褐色土。第 2層は,ローム粒を少量合む褐色土。第 3層は,ロ ーム粒を少量合む褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 1点 ,上師器片187点 ,須恵器片 1点 ,陶器片 1点が出上している。Aか らは,

第125図 1の羽釜と2・ 3の杯が床面から出土している。Bか らは遺物は出土していない。弥生土器片と陶器

片は混入したものである。

o             2m

01

Ｅ
Ｏ
．ＴＯ
封
引

第124図 第 1号住居跡
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所見 本跡は,Aと Bの 2軒の住居跡が重複する遺構である。

ないことが考えられる。Aの時期は,第 125図 1の羽釜と2・

紀後葉と考えられる。

Aと Bは床面が一致することから,時期差が少

3の杯が床面から出土していることから, 9世

逹 1卸
~3
0              10Cm

第125図 第 1号住居跡出土遺物

第 1号住居跡出土遺物観察表

第17号住居跡 (第126図 )

位置 調査区の東部,C6h7区。

確認状況 遺構確認調査で,床面の一部を確認する。

重複関係 本跡は,第 16号住居跡と重複する。第16号住居跡が本跡の覆土上を床面としているため,本跡が古

い。

規模と平面形 長軸4.70m・ 短軸4.56mの隅丸方形である。

主軸方向 N-14° 一E

壁 壁高は最大で17cmで ,ほば垂直に立ち上がる。

壁溝 西壁と北壁の一部を除き,全周する。上幅 8～28cm o下幅 3～ 13cmで ,床面からの深さは最大で10cmで

ある。

床 西側には撹乱があるが,平坦で中央部に踏み締まりがある。

ピット 7ケ所。Pl～ P4は,径20～38cmの精円形で,深さ45～ 68cmでぁる。Pl～ P4は,規模や配置から主柱

穴と考えられる。 Plと P2は平面形が瓢箪形で,柱穴を立て直している。P5は南壁寄り中央に位置し,径25～ 2

8cmの精円形で,深さ26cmである。P5は,出入りロピットと考えられる。 P6・ P7は壁コーナー付近に位置し,

径20～30cmの 円形である。 P6・ P7は,補助柱穴と考えられる。

寵 火床部だけを確認し,遺存状態は不良である。火床面は床面と一致し,被熱範囲は火床面下10cmに及ぶ。

覆± 3層からなる。第 1層は, ローム粒を多量に合む褐色土。第 2層は, ローム粒を中量含褐色土。第 3層

は, ローム粒を少量,焼土粒を微量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片10点,土師器片109点 ,須恵器片10点が出土している。第127図 1・ 2の杯は,北

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第125図
1

釜

器師

羽

土

A 190
B(7_9)

口縁部から顕部の破片。頸部は外反
し, 日縁端部は上方につまみ上げて
いる。体部上位に鍔が付く。

体部内・外面ナデ。回縁部内 。外面
横ナデ。

長石・雲母・礫粒
にぶい橙色
普通

４
％
面

Ｐ

２０
床

杯

土 師 器

Ｂ

Ｃ

2.2)

68]
体部から底部破片。平底。 底部回転ヘラ切り。体部外面下端ヘ

ラ削り。内面磨き◎体部内面黒色処
理。

長石・肇粒・スコリア
にぶい橙色
普通

２
％
面

Ｐ

ｌＯ
床

3

高台付杯
土 師 器

DE79]
E 13

底部破片。「ハ」の字状に開く高台
が付く。

底部回転ヘラ切り。高合部内・外面
横ナデ。

長石・雲母・スコリア
にぶい褐色
普通

１
％
面

Ｐ
ｌＯ
床
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第126図 第 16・ 17号住居跡

東コーナー付近床面から正位の状態で出上している。 3の杯は, 1の杯の上に重ねた状態で出土している。

所見 本跡の時期は,第127図 1・ 2の郭が床面から出上していることから, 9世紀前葉と考えられる。
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第127図 第17号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土遺物観察表

第21号住居跡 (第128図 )

位置 調査区の東部,D6b7～ D6c7区。

規模と平面形 長軸4.60m・ 短軸3.60mの隅丸長方形。

主軸方向 N-13° 一E

壁 壁高は最大で 5 cmで ,ほぼ垂直に立ち上がる。

床 平坦で,中央部に踏み締まりがある。
ピット 6ケ所。Pl～ P4は,径18～28cmの楕円形で,深さ18～ 36cmである。Pl～ P4は,規模や配置から主柱

図版番 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第127図

1

杯
土 師 器

A127
B 43
C 56

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り。体部内面磨き。
体部内面黒色処理。

母
色
通

奎
否
橙
並
口

スコリア P8320%
体部横位墨書
床面

2
郭

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り①体部外面下部回
転ヘラ削り。体部内面磨き。体部内
面黒色処理。

礫粒・スコリア

笹色
普通

馳
％
面

Ｐ
∞
床

ネ
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は外傾して立ち上がる。 底部回転ヘラ切り。体部外面下部回
転ヘラ削り。体部内面磨き。体部内
面黒色処理。

雲母・スコリア

橙色
普通

P85
30%
1の杯の上

雰

土 師 器

AE14 2]
B 43
C[90]

口縁部から体部の破片。平底。体部
は外傾して立ち上がる。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回
転ヘラ削り。体部内面磨き。体部内
面黒色処理。

石英・礫粒・スコリア
にぶい赤褐色
普通

８６
％
土

Ｐ
釣
覆

高台付杯
土 師 器

Ｄ

Ｅ

60
09
底部破片。平底に,短い高合が付く 底部回転ヘラ切り。体部内面磨き。

体部内面黒色処理。

スコリア

橙色
普通

８７
％
土

Ｐ

ｌＯ
覆

高合付杯
土 師 器

B(26) 底部破片。高台部欠損。平底に,短
い高合が付く。

底部回転ヘラ切り。体部内面磨き。 雲母・礫粒・スコリア
にぶい赤褐色
普通

弱
％
土

Ｐ

ｌＯ

覆

7

蓋

土 師 器

A(7.2)
B(11)

つまみ部付近の破片。つまみ部欠損。くまみ部に凹み状の接合痕がある。
内面磨き。

石英・礫粒・スコリア

明褐色
普通

謗
％
土

Ｐ
Ю
覆
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0              2m

D34.3m

第128図 第21号住居跡
0          50 Cm

―

穴と考えられる。 P5・ P6は,径18～22cmの精円形で,深さ10Cmである。 P5・ P6は補助柱穴と考えられるが ,

壁寄り中央に位置するため出入り回ピットの可能性もある。

宅 北壁中央に付設され,竃下部だけが残存している。両袖は,砂粒を多量含む灰白色粘上で内傾して造って

いる。火廉部は径44cmの円形で,床面から14cm掘 りくばめている。煙道は,壁外に44cm程突出させている。覆

土は, 4層からなる。第 1層は,焼土粒 。ローム粒・炭化物を中量含む暗褐色土。第 2層は,焼土ブロック・

焼土粒・ ローム粒を中量合む暗褐色土。第 3層は,ローム粒を少量,焼土粒を微量含む黒褐色土。第 4層は,

焼土粒 。ローム粒を多量合む褐色上である。

覆± 3層からなる。第 1層は,ローム粒を中量,焼土粒を中量含む褐色土。第 2層は,ロ ーム粒を中量,焼

土粒を小量含む褐色土。第 3層は,ローム粒を中量含む暗褐色土である。

遺物 本跡から,弥生土器片 4点,土師器片35点 ,須恵器 3点が出土している。第129図 1の杯は,覆土か ら

出土している。弥生土器片は混入したものである。

所見 本跡の時期は,出土遺物から9世紀前葉と考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第129図
1

不

土 師 器

A E16.6]

B 6.1
平底。体部下部に稜があり日縁部は

外傾する。

底部回転ヘラ切り。体部外面下部回

転ヘラ削り。体部内面磨き。体部内

面黒色処理。

雲母・スコリア

経色
普通

硼
％
土

Ｐ
蠅
覆
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Ч

第129図 第21号住居跡出土遺物

4 その他の遺構 と遺物
今回の調査では,時期不明の竪穴住居跡が 5軒,土坑41基,濤 3条が確認された。

物について記載する。

(1)竪穴住居跡

第 9号住居跡 (第130図 )

位置 調査区の中央部,C5c2～ C5d2区。
規模と平面形 長軸3.42m・ 短軸3.20mの 隅丸方形。
長軸方向 N-47° 一E

壁 壁高は最大で40cmで,ほぼ垂直に立ち上がる。
床 平坦で,全体的に踏み締まりがある。

以下,確認した遺構と遺

0               2m

A
一―-33.lm

第130図 第 9号住居跡

―-15併



ピット 10ケ所。Pl～ P。は,径18～ 30cmの精円形で,深さ26～42cmで ある。 Pl～ P6は,主柱穴と考えられる。

P7～ P iOは ,径10～24omの精円形で,深さ14～22cmで ある。P7～ P iOは ,補助柱穴と考えられる。

覆± 3層からなり,いずれもロームブロックと褐色上の混合上である。第 3層は,粘性が強い。

遺物 本跡から,弥生土器片 7点 ,土師器片120点 ,須恵器片 1点が出土している。遺物はほとんどが小破片

で,主に第 1層からの出土である。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡は形態から中世の竪穴住居跡と考えられるが,明確な時期は本跡に伴う遺物がないため不明である。

第16号住居跡 (第126図 )

位置 調査区の東部,C6h8区。

確認状況 遺構確認調査で床面を確認する。

重複関係 本跡は,第W号住居跡と重複する。本跡は第17号住居跡覆土上面を床面としており,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸3.70m・ 短軸3.58mの隅丸方形である。

壁 北東壁の一部が残存している。壁高は,最大で 4 cmである。

壁濤 南東壁と南西壁下の一部に残存している。上幅 8～ 18cm。 下幅 3～ 8 cmで ,深さ 1～ 4 cmである。

床 平坦であるが,踏み締まりは弱い。

覆± 2層からなる。第 1層は,焼土粒・炭化物 。ローム粒を多量含む暗褐色土。第 2層は, ローム粒・焼土

粒を少量合む褐色土である。南壁側の床面には,床面中央から放射状に炭化物及び焼土が堆積している。

遺物 本跡から,弥生土器片 4点,土師器片31点,須恵器片 2点が出土している。本跡に伴う遺物は出上して

いない。

所見 本跡は,炭化物及び焼上の状況から焼失家屋と考えられる。本跡の時期は,本跡に伴う遺物がないため

不明である。

第34号住居跡 (第 131図 )

位置 調査区の中央部,B4,9区。

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で確認する。東側は トレンチ調査のため確認できなかった。本跡は,遺

物包合層である第Ha層上面から掘り込んでいる。 |

重複関係 本跡は,第36号住居跡と重複する。本跡は第36号住居跡の覆土中を床面にしていることから,本跡

が新しい。

規模と平面形 東西方向の長さは不明であるが,南北2.44mの長方形と推定される。

壁 壁高は最大で16cmで ,垂直に立ち上がる。

床 平坦で,中央部に踏み締まりがある。

炉 3ケ所で,いずれも径24～42cmの精円形である。炉床面は床面と一致し,赤変硬化している。覆土は,微

量の焼土が堆積している。

遺物 本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡の時期は,不明である。
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A32.6m

0               2m

第131図 第34号住居跡

第35号住居跡 (第132図 )

位置 調査区の中央部,C4b3区。

確認状況 遺物包合層の トレンチ調査で確認する。本跡は,遺物包合層である第Ha層上面から掘り込んでい

る。

重複関係 本跡は,第 2・ 5号濤状遺構と重複している。本跡は第 2・ 5号濤状遺構の覆土上を床面としてい

るため,本跡が新しい。

規模と平面形 長軸は推定で3.80m・ 短軸2.64mの長方形である。

主軸方向 N-54° 一W

壁 壁高は,最大で 5 cmである。

床 平坦であるが,踏み締まりは弱い。

炉 床面中央に, 1ケ所ある。長径44cm・ 短径29cmの精円形で,炉床面は床面と一致している。覆土は,微量

の焼上が上面に堆積しているだけである。

遺物 本跡から,土師器片 1点が出上している。本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡の時期は,不明である。

A32■ m

0               2m

第132図 第35号住居跡
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0               1m

第40号住居跡 (第133図 )

位置 調査区の中央部,B4i5区。

確認状況 遺構確認調査で,電下部だけを確認する。

重複関係 本跡は,第 6号住居跡と重複する。本跡は第 6号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新しい。

主軸方向 N-118° 一E

壁 東壁の一部が残存している。壁高は,最大で 3 cmである。

電 東壁に付設する。遺存状態は不良である。両袖は灰白色粘土で造られ,焚回の最大径は36cmである。火床

面は床面より9 cm掘 りくばめ,火床面奥部に支脚に利用したと考えられる円柱状の自然石を設置している。煙

道は,壁外に約90cm突出させている。覆土は, 4層からなる。第 1層は,焼土ブロック・焼土を少量,炭化物

を微量含む褐色土。第 2層は,焼土粒・ ローム粒を含む褐色土。第 3層は,焼土ブロック・焼土粒を多量合む

暗褐色土。第 4層は,焼土ブロック・灰白色粘土プロックを多量合む暗褐色土である。

遺物 本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡の時期は,不明である。

表 3 八幡前遺跡住居跡一覧表

古墳 (7世紀前 葉 )

古墳 (7世紀 前葉 )

第133図 第40号住居跡

4 58 × 4 20

E3.∞ ]× 440

隅丸長方形 E420]× E3.6Klヨ

E隅丸方形]

10.20 × 7 30

4 42 × 4 04

3 66 × 2,76

[隅丸方形]

E隅丸方形]
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[7 60]×

[6 18]× [5 74]

[4 30]× [4 30]

5 86 × 5 68

[6 0]×

6 50 × 6 0

5 72 × 5 48

E隅丸方形]

E5 40]×

4 82 × 4 72

土師器(墨書土器)

4 60 × 3 60

3 42 × 3 20

[長 方 形 ]

E3 80]×  2 64

古 墳 (5世 紀 末 葉 )

古 墳 (5世 紀 末 葉 )

古 墳 (6世 紀 )

古 墳 (5世 紀 末 葉 )

ゼ!J豊 (5Jと糸己)

古 墳 (7世 紀 前 葉 )

古 墳 (6世 紀 前 葉 )

古 墳 (6世 紀 後
19・ 66・ 67

古 墳 (6世 紀 前 葉 )焼 失 家 屋

平 安 (9世 紀 前 葉 )

時 期 不 明 (中世 か )

不 明  第 17号

半 安 (9世 拓
居 跡 と重 複

)Aと Bが

7 ・ 15・ 17・

(2)土坑 (第134・ 135。 136・ 137図 )

今回の調査では,時期不明の土坑42基を確認した。土坑については,一覧表で記載する。第6

21・ 28・ 29。 47・ 58土坑については,欠番である。

表 4 土坑一覧表

番 号 位 置 長径方向 平 面 形 長径×短径(m) 架さ(Cm 壁  面 底  面 覆 土 備 考

1 B4dl N-55° 一�V 不 整 形 傾糾 平 坦 自然 土坑が重複している可能性あり。

2 B3dO 不 整 形 2 50 傾斜 平 坦 自然

3 B4el N-44° 一E 楕 円 形 1 88 × 1 42 傾斜 平坦 自然

4 B4g6 N-53° 一E 長 楕 円形 1 56 × 1 14 傾斜 鍋底 自然

5 B4g6 楕 円 形 垂直 鍋底 自然

9 B4i。 N一 M° 一W 長 楕 円 形 144 × 064 垂直 平 坦 自然

B4j9 N-52° 一W 長 方 形 1 62 × 0.68 垂直 平坦 自然

C5c3 楕 円 形 1 66 × 1.50 垂直 平 坦 自然

C6f2 N-14。 一E 長 楕 円形 2 10 × 1 55 傾斜 鍋底 自然

C9fe 円 形 0 84 × 0 80 傾斜 鍋底 自然

C6g。 N-83° 一 Vヽ 惰 円 形 1 16 × 0 96 傾斜 鍋 底 自然 113を堀り込む。

B4jO N-23° 一E 長 方 形 2 56 X l 12 垂直 平坦 人 為 墓墳の可能性あり。

C5al N-40° 一E 長 方 形 1 90 × 1 08 48 垂直 平坦 人為 墓残の可能性あり。

C5働 楕 円 形 2 18 × 2 04 傾斜 平 坦 自然

C5ef N-78° 一 Vヽ 橋 円 形 1 08 × 0 70 傾斜 平坦 自然
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番号 位置 長径方向 平 面 形 長径×短径(m) 架さ(Cm 壁  面 底 面 覆 土 備 考

“

f3 楕 円 形 1 78 × 1 72 傾斜 平坦 自然

C5島 N-3° 一W 楕 円 形 0 73 × 0 58 傾斜 平 坦 自然

C5fe 楕 円 形 1 42 × 1 20 傾 斜 平 坦 自然

D5b。 精 円 形 2 02 × 1 76 40 傾斜 平坦 自然

C6fa 円 形 2 23 × 2 18 傾斜 平坦 自然

C6i3 N-48° 一E 精 円 形 1 86 × 1 47 垂直 平坦 自然

C6i4 N― g° _w 長 精 円 形 1 32 × 0 86 30 傾斜 平坦 自然

C6i 精 円 形 0 76 × 0 66 傾 斜 鍋底 自然

C6h4 楕 円 形 1 05 × 0 98 傾斜 平坦 自然

C6h6 楕 円 形 084 × 072 傾斜 平坦 自然

C6g5 楕 円 形 2 12 × 2 08 傾斜 平 坦 自然

D6f3 N-72° 一W 不 整 方 形 274 × 20Э 傾 斜 平坦 自然 S K72と 重複。

48 C6,7 円 形 1 98 × 1.80 26 傾斜 鍋底 自然

49 C6,。 方 形 2 32 × 2 14 傾斜 平坦 自然 S K6Clを切る。底面が踏み締まる。

D6b5 方 形 2 76 × 2 48 傾 斜 平坦 自然

D6ba N-78° 一E 長 方 形 2 82 × 2 40 傾斜 平坦 自然 底面が踏み締まる。

D6f8 N-22° 一 Vヽ 不 整 方 形 2 58 × 2 10 傾斜 平坦 自然

D6i5 N-6° 一E 長 精 円 形 2 36 × 0 76 傾斜 鍋底 自然

D6i5 N-42° 一E 楕 円 形 0 78 × 0 66 傾 斜 鍋底 自然

C6je 楕 円 形 1 16 × 1 08 傾斜 平坦 自然 S 119を堀り込む。

60 C6,5 方 形 2_20 ×(2.14) 傾斜 平 坦 自然 S K49と 重複。底面が踏み締まる。

C6,4 N-48° 一W 楕 円 形 182 × 1.56 傾斜 平坦 自然

64 C5,3 円 形 2 36 × 2 24 傾斜 平坦 自然

C6h6 N-9W― E 長 楕 円 形 1 58 × 0 94 傾斜 平坦 自然

68 働 a4 N-48° 一 Vヽ 楕 円 形 418 × 364 28 傾斜 平坦 自然 S137を堀り込む。

C5'5 N-14° 一 Vヽ 精 円 形 3 20 × 2 38 傾斜 平坦 自然

D6e2 N-16° 一E 長 方 形 (1 30)× 0 86 傾斜 平坦 自然 S K44と 重複。

土坑 土 層 解説

第 1号土坑

1暗 褐 色
2 褐   色
3 褐   色
4 褐   色
5褐  色

6暗 褐 色

7 褐   色

8暗 褐 色

色

色

色

第27号 土坑

1褐
2 明 褐

第32号土坑

1暗 褐

2暗 褐

3 暗 褐
4 明 褐

第33号土坑

1暗 褐 色

2嗜 褐 色

3明 褐 色

4 極 暗 褐 色
5褐  色

第34号土坑

1暗 褐 色

2 極 暗 褐 色
3暗 褐 色

4暗 褐 色

第10号土坑

ローム粒 。焼土粒・ 炭化物少量     1 暗 褐
ローム粒・ ロームブロック少量     2 褐

粘土粒・焼土粒・ 炭化物少量      3 褐

粘土粒中量, ローム粒・焼土粒少量   4 明 褐
粘土粒中量, ローム粒・ ロームプロック

少量,炭化物微量           第11号土坑

ローム粒少量,焼土粒微量       1 暗 褐
粘土粒多量, ローム粒・ ロームブロック 2 褐
少量                 3 褐

ローム粒少量,焼土粒・ 炭化物微量   4 暗 褐

第26号 土坑

ローム粒少量             1 暗 褐
ローム粒中量, ロームブロック少量   2 暗 褐
ローム粒中量,ロ ームブロック少量   3 褐
ローム粒多量

ローム粒・ 焼土粒・ 炭化物少量

ローム粒・ 炭化物少量

ローム粒少量,焼土粒微量

ローム絶中量, ロームブロック少量

ローム粒多量

ローム粒・ ロー′ヽブロック少量

ローム粒少量

ローム粒少量

ローム粒多量

ローム粒・ ロームプロック少量

ローム粒中量,炭化物少量
ローム粒多量

ローム粒少量

ローム粒中量

ローム粒 。ロームブロック少量

ローム粒・ ロームブロック少量

ローム粒中量. ロームブロック・鹿沼パ

ミス少量

ローム粒中量

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

第

ローム粒少量

ローム粒微量

ローム粒少量

ローム粒少量

ローム粒微量

ローム粒 。ロームブロック少量

ローム粒中量, ロームブロック少量

ローム粒多量,ロ ームブロック少量

ローム粒多量

ローム粒・ ロームプロック少量

ローム粒・ ロームブロック少量

ローム粒中量

ローム粒・ ロームブロック少量

ロームブロック中量,ロ ーム粒・ 炭化物

少量

ローム粒・ ロームブロック多量

ローム粒 。ロームブロック少量

ロームブロック・秒粒多量

ロームブロック・砂粒多量

ローム粒・ ロームブロック少量

ローム粒・ ロームブロック少量

ローム粒・粘土粒・炭化物少量

ローム粒多量, ロームブロック少量

色

色

色

色
2号土坑

暗 褐 色
黒 褐 色
暗 褐 色
極 暗 褐 色

極 暗 褐 色

9号土坑

暗 褐 色
暗 褐 色
褐   色
褐   色

第14号土坑

1黒 褐

2 明 褐

第16号上坑

1暗 褐

2 褐
3褐

第 3号土坑

1 暗 褐 色 ローム粒・ ロームブロック少量
2 褐   色 ローム粒多量

色

色

色

色

色

色

色

25号上坑

褐

暗 褐
褐

明 褐
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第134図 土坑 (1)
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第135図  土坑 (2)
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第136図 土坑 (3)

-164



A34.3m

SK63(C6」4)

A34.3m

A34.3m

第137図

第38号土坑

1暗 褐
2暗 褐
3暗 褐

4暗 褐

5 明 褐

第39号土坑

1暗 褐
2暗 褐

3 褐

sK64(C5j3)

土坑 (4)

ローム粒・ ロームプロック少昆

ローム粒少量

ローム粒少量

ローム粒少量

ローム粒多量

ローム粒少量

ローム粒・粘土粒少量

ローム粒中量

ローム粒中量

ローム粒多量

SK70(C5う 5)

色  ローム粒中量
色  ローム粒多量,鹿沼パ ミス中豊

第42号土坑

1 暗 褐 色 ローム粒・ ロームブロック少量
2 褐   色 ローム粒中量,ロ ームプロック少量
3 明 褐 色 ローム粒多量

第43号土坑

1 褐   色  ローム粒・ ロームプロック多量
2 褐   色  ローム粒・ ロームブロック多量
3 褐   色  ローム粒多量 ,コ ームプロック中量,炭

化物少量

第48号土坑

1 暗 褐 色  ロームプロック中量,ロ ーム粒少量
2 極 暗 褐 色  ロームプロック多量,ロ ーム粒中豊
3 暗 褐 色  ローム粒・ ロームプロック多量
4 明 褐 色  ローム粒多量

第50号土坑

色 ローム粒中量
色 ローム粒少量
色 ローム粒多量
色 ローム粒多量
色 ローム粒中量
色 ローム粒多量 ,
色 ローム粒多量
色 ローム粒多量 ,

色 ローム粒多量

o              2m

SK65(C6h6)

色

色

色

色

色

　

　

色

色

色

　

　

色

色

坑

褐

褐

土ｏ〒
暗

明

４‐第

１

２

褐

　

　

　

褐

　

　

　

坑

褐

褐

褐

褐

土

褐

褐

明

褐

褐

褐

明

褐

褐

　

号

暗

暗

暗

暗

褐

焼土粒・炭化物微量

ロームプロック少量

坑

褐

褐

土号

暗

明

如第

１

２

色

色

色

色

色

ローム粒多量,ロームプロック中量
ローム粒・ ロームプロック中量

ローム粒・ ロームプロック多豊

ローム粒・ ロームプロック中量

ローム粒・ ロームブロック多量
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第53号土坑

1 褐   色 ローム粒・ ロームプロック少量
2 褐   色 ローム粒中屋,炭化物少丘
3 明 褐 色 ローム粒多登

第54号土坑

1 暗 褐 色 ローム粒・ ロームプロック少量
2 褐   色 ローム粒中量,EJ―ムプロック少量
3 明 褐 色 ローム粒多量

第57号上坑

1暗 褐

2褐
3褐

第63号土坑

1暗 褐

2暗 褐

3褐
4 暗 褐

第68号土坑

1暗 褐

2褐

第70号土坑

1黒 褐

2黒 褐

3暗 褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

第65号土坑
ロームプロック中量,ロ ーム粒少量    1 暗 褐
ロームプロック多量,ロ ーム粒少量    2 暗 褐
ローム粒・ ロームブロック中登      3 褐

ローム粒・ ロームプロック少量   ´
炭化物中量 , ローム粒・ ロームブロック
ローム粒・ ロームプロック中量

ローム粒少量

ローム粒少量

ローム粒・ ロームプロック少量

ローム粒・ 炭化物少量

ローム粒・ ロームブロック多量

色

色

色

第55号上坑

1 暗 褐 色 ローム粒・ ロームブロック・ 粘土粒少量 第64号土坑
2 暗 褐 色 ローム粒・粘土粒中量         1 暗 褐

2褐
3暗 褐

ローム粒少量

ローム粒・ ロームプロック少量

ローム粒中量

ローム粒少量

ローム粒中量, ロームプロック少量
ローム粒中豊, ロームプロック・ 炭化物
ローム粒中量, ロームプロック少量

色

色

　

　

色

色

色

(3)井戸

今回の調査では,時期不明の井戸 3基を確認した。井戸については,一覧表で記載する。

表 5 井戸一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形 長径×短径(m) 架さ (cm 壁  面 底 面 覆 土 備 考

儀 c。 惰 円 形 1.54 × 1.40 不 明 垂直 不 明 自然

C5eO 楕 円 形 1 20 × 0 96 不 明 垂 直 不 明 自然

C6h・ 僑 円 形 1.12 × 1 04 不 明 垂直 不 明 自然

′  ~｀
｀
ヽ
(ラZ)

A32.2m (C4co)

SE 2

第138図 井戸

井戸土層解説

第2号井戸
1 暗 褐 色 ローム粒・ ロームブロック少量

▼

(C5eo)

A__

色 ローム粒 。ロームブロック少豊
色 ローム粒多量
色 ローム粒中量,焼土粒・炭化物微量
色 ローム粒少量,焼土粒・炭化物微量
色 ローム粒・ ロームプロック少豊
色 ローム粒・ ロームブロック少量
色 ローム粒少量

(C6h6)

A35,Om

SE4

0               2m

第 4号井戸

1 黒 褐 色 粘土粒・ 粘土プロック中畳,コ ーム粒・
炭化物少量

2 極 暗 褐 色 粘土粒・ 粘土プロック・ 砂粒多量 , ロー
ム粒少量

、
、

　

＼

、

壕
　
　
褐
褐
醐
褐
褐

号

褐

褐

暗

暗

極

暗

暗

第

１

２

３

４

５

６

７
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(4)濤

今回の調査では,時期不明の濤 3条を確認した。以下,確認した遺構について記載する。

第 1号溝 (第31・ 139図 )

位置 調査区の西部,B3i9～ B4e2区。

確認状況 本跡は遺構確認調査時にひとつの遺構と考えたが,東側のAと 西側のBに分けることができる。

重複関係 本跡は第 5。 28号住居跡と重複する。本跡は第 5。 28号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新しい。

Aと Bと については,Aが Bを掘り込んでおりAが新しい。

規模と形状 全長25mで,北側は調査区外に延びている。Aと Bを合わせた最大幅は4,Omで,Aの幅は0.5～

1.3m, Bの幅は0,8～ 1.6mで ある。深さは最大で80cmで,南側になるにつれ浅くなる。断面形は「 U」 字状

である。

方向 Aは ,B319区から北東方向 (N-42° 一E)に延びている。Bは ,B3h9区から北東方向 (N-42° 一E)

に延び,B4e2区 で北西方向 (N-38° 一W)に屈折している。

覆土 Aは 4層 (第 1～ 4層), Bは 10層 (第 5～ 14層)か らなる。第 1層は, ロームブロックを中量, ロー

ム粒・炭化物を少量合む灰褐色土。第 2層は, ローム粒・礫粒。炭化物を中量含む褐色土。第 3層は, ローム

粒・口ニムブロックを中量合む暗褐色土。第 4層は,砂粒・粘土ブロックを中量合む灰褐色土。第 5層は, ロー

ム粒・弊粒・炭化物を少量含む灰褐色土。第 6層は, ローム粒・礫粒 。炭化物を少量含む暗褐色土。第 7層は ,

砂粒を中量,ロ ーム粒 。ロームブロックを少量含む暗褐色土。第 8層は, ローム粒 。ロームブロックを中量 ,

炭化物を少量含む暗褐色土。第 9層は, ローム粒・砂粒を中量,炭化物を少量含む褐色土。第10層は,小礫・

砂粒を多量,ロ ーム粒を少量含むにぶい褐色土。第11層は,小礫・砂粒を中量,ロ ーム粒を少量合む灰褐色土。

第12層は,小礫 。砂粒を多量,ロ ーム粒を中量含む明褐色土である。

遺物 本跡に伴う遺物は出土 していない。

所見 本跡の時期は,不明である。本跡は ,

A
―-32,2m    sDl日

               ミh■ A

形態から道路状遺構の可能性もある。

―

‐
‐
‐
　

‐

0               2m

第139図 第 1号溝

第 4号溝 (第31図 )

位置 調査区の西部,B3b。～B3bOtt。

重複関係 本跡は,第 1号住居跡と重複する。本跡は第 1号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新しい。

規模と形状 本跡の大部分は調査区外にあるため,規模は不明である。深さは最大で50cmで,断面形は「 U」

字状である。

方向 B3働区から南西方向 (N-63° 一W)に延びている。

遺物 本跡に伴う遺物は出土していない。
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所見 本跡の時期及び性格については,不明である。

第 6号溝 (第31・ 78図 )

位置 調査区の西部,B3a7区。

重複関係 本跡は,第33号住居跡と重複する。本跡は第33号住居跡を掘り込んでおり,本跡が新しい。
規模と形状 本跡の大部分は調査区外にあるため,規模は不明である。深さは最大で110cmで,断面形は緩や
かな「 U」 字状である。

方向 B3a″区からJヒ東方向 (N-63° 一E)に延びている。

遺物 本跡に伴う遺物は出上していない。

所見 本跡の時期及び性格については,不明である。

(5)焼土遺構

今回の調査では,時期不明の焼土遺構 1基を確認した。以下,確認した遺構について記載する。

第 1号焼土遺構 (第140図 )

位置 調査区の中央部,C5働区。

確認状況 遺物包含層である第Ⅱb層上面で確認する。

規模と平面形 長径1,10m・ 短径0.63mの楕円形。

覆± 1層からなる。第 1層は,焼土ブロック・焼土粒を多量,炭化物・骨片を少量含む暗赤褐色上で,最大
lCICmの厚さで堆積している。骨片は,細片で遺存状態が不良であるため,同定できなかった。

遺物 本跡に伴う遺物は出土していない。

所見 本跡の時期や性格については,不明である。

A
-32.2m          ――

ー第140図 第 1号焼土遺構
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第141図  遺構外出土遺物 (1)

5 遺 構 外出土遺 物

本跡からは,遺構外から旧石器時代から中世にかけての遺物が出土している。出土遺物は,遺構の覆土に流

れ込んだと判断できたものは遺構外に含め,時代ごとに掲載した。

旧石器時代 (第 141図 1～ 4)

1は,石核である。石材は頁岩で,礫の節理面を調整して打面を作り出している。崇1片剣離は,打面側と側

縁から行っている。 2は , 2次加工のある崇1片である。石材は黒曜石で,横長景I片を素材にしている。 2次加

工は裏面の左側縁を狭状に調整している。 3は,尖頭器である。石材はチャー トで,器長に対して器幅がある。

押圧崇1離による両面調整を施している。 4は ,円礫を素材とする素J片である。石材はメノウで,表面に残され

た打撃方向は裏面と一致する。

縄文時代 (第142図 5。 6)

5と 6は前期後葉の土器である。 5は ,半載竹管の凹面で短い平行沈線を施している。 6は平行沈線を施文

後,肋のない只殻腹縁による鋸歯状文を施している。 5は浮島正式土器, 6は浮島Ⅱ式上器である。

弥生時代 (第142図 7～26,第143図 45)

7～ 15は , 口縁部が複合回縁となる後期中葉の上器である。 7は,附加条 1種 (附加 2条)の縄文で日縁部

と内面上端部に施している。複合回縁の段部には刺突状の刻みを施している。 8～ 10は, 2段の複合口縁とな

るものである。 8は 回縁部の段部に突起状の貼瘤をつけ, 9。 10は段部に刺突状の亥Jみを施している。11～ 15

は頸部破片で,櫛歯状工具で文様を施すものである。■・ 12は連弧文を施している。13は縦位の区画後,波
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状文を施している。14は横位に区画後,山形文を施している。15は, 1本単位の細沈線で文様を施すものであ

る。平行沈線の区画内に格子目文を施している。

16・ 17・ 19は,後期後葉の土器である。16は単純回縁の口頸部破片で, 回縁部下端に縄文原体の刺突を施す

ものである。頸部には,櫛歯状工具による波状文を施している。17は頸部の波状文を施している。19は口頸部

破片で,顕部径が比較的小さい。口縁部下端が段となり,刺突文を施している。頸部は,中央に 3条の平行沈

線を巡らして顕部文様帯を上下に分け,櫛歯状工具により波状文を施している。

20・ 21は,顕部から胴部の破片である。胴部は附加条 1種 (附加 2条)の縄文を施し,顕部は無文である。

22～24は,胴部破片である。22は附加条の縄文を,23・ 24は附加条 1種 (附加 2条 )の縄文を施している。

25・ 26は,底部破片である。胴部に附加条 1種 (附加 2条 )の縄文を施し,底面には木葉痕がある。

18は,高杯の脚部破片である。脚柱部は短く,脚部は強く開いている。脚部外面には, LRの単節縄文を施

している。

45は,紡錘車である。器厚があり,無文である。弥生時代以降の可能性もある。

古墳時代 (第 142図 27～ 29,第 143図 30～ 38)

第143図 30。 31は ,前期の上師器である。30は ,外面を赤彩するパレスタイプ壺の肩部破片である。櫛歯状

工具により平行線文と連続弧文を施している。31は ,高杯の脚部破片である。脚部は強く開き,穿孔がある。

外面はハケロ調整後にナデ状の磨きを,内面はハケロ調整を施している。

第143図 32・ 33は中期から後期の上師器で,高外の脚部破片である。32は脚柱が円錐形で,33は脚柱が円筒

形である。

第142図 27～ 29は ,後期の須恵器である。いずれも甕の体部破片で,27には内面に29には外面に自然釉が付

着している。27・ 28は ,外面に格子目状のタタキを施し,内面には同心円状の当て具痕が残る。29は外面に平

行タタキを施している。

第143図34～36は後期の土師器で,杯である。34は 口縁部が外反し,内・外面ともに黒色処理を施している。

35・ 36はともに口縁部が直立し,35が回縁端部が尖り,36が口縁端部に沈線を持つ。

第143図37は置亀の焚口部破片である。焚口上部には庇を付けている。

第143図38は婉である。平底で,体部外面下端はヘラ削りが施されている。古墳時代以降の可能性もある。

第143図46は土製模造品,第143図 47・ 48は滑石製の石製模造品である。46は勾玉形,471よ剣形,48は有孔円

板である。

平安時代 (第 143図 41044)

41は高合が「ハ」の字状に開く界である。底部の切り離しは回転ヘラ切りで, 回縁部は強く開いている。44

は砥石である。各面とも研磨しており,上端面には縦横方向の研ぎ濤が残る。

中世 (第 143図 39040042・ 43)

39・ 40は土師質土器で,皿である。39は平底で,底部の切り離しは回転ヘラ切りである。40は丸底である。

42は陶器で,突出した円盤状の合を付けたような底部破片である。43は常滑産の鉢で, 回縁部破片である。ロ

縁部は外傾している。
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第 4節 まとめ

八幡前遺跡の調査成果を時代ごとにまとめておきたい。

旧石器時代

石核・ 2次加工のある象J片・尖頭器・崇J片が表土から出土している。今回の調査区は傾斜地であるため,関

東ローム中部層まで流失している。象↓片は,縄文時代以降の所産である可能性がある。

縄文時代

縄文時代の遺構は確認していない。前期後葉の浮島 I・ Ⅱ式土器が表土から出上している。

弥生時代

2期に分けることができる。

第 1期 (後期中葉)

第 7号土坑が本期に属する。広口重は有段口縁で, 1段のものと2段のものとがある。 2段の有段口縁とな

るものには, 1段 目下に貼瘤を持つものと段部に刺突状の刻みを施すものとがある。頸部には櫛歯状工兵によ

る連弧文・波状文・山形文を施している。第 7号土坑出土土器は,頸部と胴部の境に貼瘤を巡らしている。胴

部には附加条 1種 (附加 2条 )の縄文を施している。本期の土器は, 2段の複合口縁のものがあること,櫛状

工具による連弧文を施すものがあること,附加条 1種 (附加 2条)の縄文が施されることから,栃木県井頭遺

跡 5区 1号住居跡・ 5区36号住居跡出土土器と同じ時期の二軒屋式土器であり,鈴木編年のH段階と位置付け

ることができる。

第 2期 (後期後葉 )

本期の遺構は確認していない。広口壺は単純口縁で,頸部に櫛歯状工具により波状文を施すものと細かい波

状文を施すものがある。本期は,鈴木編年のⅢ段階に位置付けられる。遺構外出上の第142図 19については,

口縁部下端に隆帯状の痕跡があり頸部が複段化することから,鈴木編年のⅣ段階に位置付けることができる。

古墳時代

本遺跡の中心となる時代で, 9期に分けることができる。

第 1期 (4世紀中葉)

第52号土坑の時期である。本跡からは,脚が「ハ」の字状に開く高杯とミニチュア土器が出土している。

第 2期 (4世紀後葉 )

遺物包合層から有段回縁の重が出上し,遺構外からパレスタイプの壷が出上している。

第 3期 (5世紀後葉)

第33号住居跡,第23・ 24・ 30号土坑,第 3・ 5号濤状遺構の時期である。第33号住居跡は,大半が調査区外

にあり竃の有無は不明である。第30号土坑が遺物包合層の基底面で確認したことから,遺物包含層は本期から

堆積する。土器の組成は,甕・甑・長頸壷・短頸壷 。高杯・対・杯・婉・須恵器郭・須恵器魃である。土師器

の杯と娩は器高があり, 日縁部が内彎するものと口縁部の断面が三角形で内面に稜があるものとがある。赤彩

率は少なく,第33号住居跡出上の杯は平底である。第24・ 30号土坑出土の須恵器杯は混入したものであり,陶
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邑編年のM T15か らT K10に併行する時期のものである。本期は,陶邑編年の T K 208か らT K23に 併行する

時期と考えられる。

第 4期 (5世紀末葉 )

第12・ 13・ 19・ 20・ 22・ 24号住居跡,第 20・ 37・ 45・ 46・ 56・ 59号土坑の時期である。第12・ 20・ 22号住居

跡には竃があり,電は壁内に付設している。土器の組成は,甕 。甑・短頸壺・杯・婉・須恵器薩である。甕は

小型甕の割合が多くなる。高界は脚柱が太くて短くなる。杯の内面にある稜は緩やかになり, 日縁部は外傾 し

体部内面に放射状の磨きが施されるものが多くなる。赤彩率は,増加する。須恵器の庭は器厚が薄く,顕部に

施された波状文は均整がとれている。本期は, T K23か らT K47に併行する時期と考えられる。

第 5期 (6世紀初頭 )

第18・ 28号住居跡,第 2号竪穴遺構の時期である。土器の組成は,甕 。杯・婉に大型の杯・鉢 。置竃が加わ
る。杯は,体部と回縁部との境に稜を持ち日縁部が外反するものが主体となる。赤彩率が高く,黒色処理され
た杯が出現する。本期は,M T15に併行する時期と考えられる。

第 6期 (6世紀前葉 )

第30・ 39号住居跡,第35。 36号土坑の時期である。第30・ 39号住居跡の竃は壁内にあり,第30号住居跡の竃

焚回部は円柱状の花闘岩を組み合わせて構築している。土器の組茂は,甕・甑・高杯 。鉢・杯・婉で,封はな

くなる。甑は大型と小型があり,大型の鉢形甑が出現する。杯は,体部と回縁部との境に突出した稜を持ち口

縁部が内傾する須恵器模倣杯が組成に加わる。本期は, T K10に併行する時期と考えられる。

第 7期 (6世紀後棄 )

第 6・ 8・ 29・ 31・ 37号住居跡,第 1号竪穴遺構,第 8・ 19・ 66・ 67・ 69号土坑の時期である。土器の組成

は,密・甑・必・婉・ ミニチュア土器・須恵器横瓶である。郭は体部と口縁部との境に突出した稜をもち口縁

部が直立するものが主体となり,黒色処理される割合が高い。本期は, T K43に 併行する時期と考えられる。

また,第31号住屋跡からは羽回が出土していること,第 19号土坑からは鉄斧が出土していることから,製鉄が

本遺跡で行われていた可能性がある。土製品は,第31号住居跡から土鈴が出土している。

第 8期 (6世紀末葉 )

第 7号住居跡の時期である。土器の組成は,甕・杯・婉である。甕は,日縁部が短く外反するものである。

外は,器高が低く回縁部が短く直立するものが組成に加わる。本期は, T K209に 併行する時期と考えられる。

第 9期 (7世紀前葉 )

第 5。 27号住居跡,第22・ 61・ 62号土坑の時期である。上器の組成は,甕と杯である。縦位の突帯を持つ置

竃が第 5号住居跡から出土しているが,本期の土器組成となるかどうかは不明である。本期は, T K217か ら

T K46に併行する時期と考えられる。

平安時代 .

2期に分けることができる。

第 1期 (9世紀前葉 )

第17・ 21号住居跡の時期である。第17号住居跡からは,「後家」と墨書された外が出上している。

第 2期 (9世紀後葉 )

第 1号住居跡の時期である。本跡からは,郭と高合付界の他に羽釜が出土している。
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中世

中世の遺構は確認されていないが,時期不明とした第 9号住居跡が該当する可能性がある。遺物は,表土か

ら土師質土器の皿や常滑産の鉢が出土している。
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付 章 自然科学分析

八幡前遺跡出土土器に塗彩された赤色顔料について

鹿児島県立埋蔵文化財センター 大久保浩二

1  はじめに

八幡前遺跡は,茨城県真壁町に所在する遺跡である。今回は,八幡前遺跡の調査で出土し,赤色顔料が塗彩

された古墳時代土器片を観察する機会に恵まれた。その赤色顔料について,粒子形状の観察と成分の分析を行

い,顔料の同定を試みたのでここに報告する。

一般に赤色顔料の種類には,ベ ンガラと水銀朱が考えられる。ベンガラの主成分は酸化第二鉄 (Fe203),水

銀朱の主成分は硫化水銀 (HgS)で あり,それぞれ顔料粒子の形状に特徴が見られる。今回は,主にEDS

によるX線分析 (成分分析)で検出される元素をもとに,赤色顔料の同定を試みた。

分析に使用した機器は,鹿児島県立埋蔵文化財センター所蔵の日本電子製走査型電子顕微鏡 (低真空タイプ

LV― SEM)と エネルギー分散型X線分析装置 (EDS)で ある。

2 試料

八幡前遺跡の調査で遺構から出上した,古墳時代土器片 5点に塗彩された赤色顔料。土器片については,小

破片のため掲載していない。試料 1と試料 2,試料 3と試料 4については,内外面塗彩された土器片を,外面

と内面からそれぞれ採取した試料である。

3 SEM像 の観察

試料 2は,もやもやとした形状の不明確なものが観察される (写真 1)。 試料 3には,中空のパイプ状をし

た粒子が観察された。口径が 1～ 2μ mで,長さは5～20μ m程である (写真 2)。 試料 4は,パイプ状らし

い粒子が観察されるが,細片状のものが散在している。試料 1・ 5～ 7についても,特徴的な粒子は観察され

なかった。

4 X線 分析

X線分析は,加速電圧20k V,有効時間100秒 ,取り出し角度26.57° 作動距離20.Ommの測定条件で行った。

分析の結果,すべての試料からFeが顕著なピークとして検出された。Alや Siな どのピークも検出されてい

るが,こ れらは土器の胎土や土壌からの汚染であると考えられる。 (図 1に試料 2,図 2に試料 3の X線分析

スペクトル図を示す。)

5 まとめ

赤色顔料の種類は,すべての試料からFeの ピークが検出されたことから,酸化第二鉄を主成分とするベン

ガラであることが考えられる (表 1)。 特に,試料 3は,ベンガラの「パイプ状粒子」が検出されたことは興

味深い。また,試料 1・ 4～ 7の細片状のものは,こ のパイプ状粒子を細かく粉砕したものと考えられるが,

明確にはできなかった。

パイプ状粒子は,その生成過程などに不明な点が多く,注 目されている粒子である。鹿児島県では,縄文時
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個体番号 試料番号 遺 構 時  期 塗彩の状況 X線分析 粒子の形状 顔料の種類 備  考

1

l

S118 6世紀初頭 内外面塗彩

Fe ベンガラ 外面分析

2 Fe ベンガラ 内面分析

S119 5世紀末葉 内外面塗彩

Fe パイプ状 ベンガラ 外面分析

Fe ベンガラ 内面分析

S112 5世紀末葉 内外面塗彩 Fe ベンガラ 内面分析

4 SX2 6世紀初頭 内外面塗彩 Fe ベンガラ 外面分析

5 7 SX2 6世紀初頭 不明瞭 Fe ベンガラ 外面分析

代早期後葉から比較的よく検出される粒子であるが,茨城県内の状況はいかがであろうか。今後,茨城県内出

土資料の赤色顔料分析が増加することを望みたい。

表 1 赤色顔料分析試料一覧表

写真 1 試料 2のSEM像 (反射電子像 )

呻

写真 2 試料 3のSEM像 (反射電子像 )
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く上〉第30号住居跡全景,〈下〉第30号住居跡 宅
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く上〉第31号住居跡全景 , く下〉第31号住居跡 寵
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く上〉第17号住居跡全景 ,〈下〉第21号住居跡全景
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〈上〉第 9号住居跡全景 ,〈下〉第 2号竪穴遺構全景
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〈上・下〉第 1号堅穴遺構遺物出土状況
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第 2号堅穴遺構遺物
出土状況

第 2号堅穴遺構遺物
出土状況

第 2号竪穴遺構遺物
出土状況
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〈上〉第19号土坑遺物出土状況 ,
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〈上〉第46号土坑遺物出土状況,〈下〉第16号土坑土層断面
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第 8号土坑遺物出土状況

第35。 36号土坑土層断面

第49。 60土坑全景
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〈上〉第 2号溝状遺構 ,〈下〉第 5号溝状遺構
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SK7-1 S16-6 S16-12

S16-13

S118-5

Si18-7

Sl19-6

S120-2

第 7号土坑,第 6・ 8・ 18・ 19・ 20号住居跡出土遺物
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Sl19-10
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■

第 6・ 19・ 22・ 28・ 30号住居跡出土遺物

S16-10
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S131-14

第 8・ 28・ 30・ 31号住居跡出土遺物

S128-10
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Si31-24

Si30-1

第28・ 30・ 31号住居跡出土遺物
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Si30-8

S130-2

Si33-1

第30・ 3卜 33・ 36・ 37号住居跡出土遺物

Si37-3 Si36-2
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S137-4

S139-3

Si39-9

Si39-10

Si31-9

第31・ 37・ 39号住居跡出土遺物
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SXl-2

第31号住居跡,第 1号竪穴遺構出土遺物

Si31-4 Si31-10

SXl-3
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SXl-5

第39号住居跡,第 1号堅穴遺構出土遺物

Si39-6
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SXl-15

第 1・ 2号竪穴遺構出土遺物

SXl-10

SX2-1

SXl-11

SX2-27

SX2-28
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SX2-30

SX2-31

第 2号堅穴遺構出土遺物

SX2-8
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SX2-34

SX2-49

第 2号竪穴遺構出土遺物
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SX2-25 SX2-35 SX2-53

第 2号堅穴遺構出土遺物
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第23・ 30・ 35・ 45号土坑出土遺物
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SK46-5

SK52-1

第19・ 45。 46・ 52・ 56・ 62土坑,第 5号濤出土遺物

SK52-2

SK56-2

SK62-3

SK19-3

SD5-8
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SEl-1

遺物包含層-7

遺構外 -2

遺構外-3

第 1号井戸,遺構外出土遺物第 3・ 5号溝状遺構,遺物包含層,第 1・ 17号住居跡 ,
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